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H例

1 本書は、土浦市日村沖宿土地区画整理事業に伴う、同市沖宿町に所在する人幡脇遺跡の発掘

調査報告書である。遺跡の所在地は沖宿町字八幡脇2696外である。

2 調査は田村・沖宿土地区画整理組合の委託を受け、土浦市遺跡調査会が実施した。

3 本遺跡の調査期間は1991(平成 3)年 10月 21日 ～1992(平成4)年 2月 12日 で、調査面積は

約8,700だである。

4 発掘調査は関口 満が担当し、調査員として苦澤 悟、駒沢悦郎、調査補助員として星野保

則、香取 渉、松下謙―があたった。

5 本書の編集は関口が担当した。

6 本書第 3章の執筆は、縄文時代の遺構・土器を吉田 匠・福田礼子、古墳時代の遺構・遺物

を関日、火葬墓を吉澤、第 1章 。第 2章及び全体の補訂を関口が行なった。そして、第4章

については、「 2古墳時代」の「B玉作工房跡と出土遺物」を塩谷 修 (土浦市立博物館学芸員)

が担当し、その他は関口が執筆した。

7 整理の分担は下記のとおりで、全体の統括を関日が行った。

実側 雨宮瑞生 (石器・石製品)、 吉田 (縄文時代の遺構 と土器)、 吉澤 (火葬墓)、 黒澤春彦・

小松葉子 (古墳・平安時代の遺構 と遺物)。 遺構図版作成 小松 遺物図版作成 雨宮 (石器・

石製品)、 関口 (縄文土器)、 黒澤・小松 (古墳時代の遺物)、 吉澤 (火葬墓)。 写真 現地調

査写真を関日、遺物写真については古墳・平安時代の土器を黒澤、縄文時代の遺物及び玉作

関連遺物などを嶋田圭吾氏に御協力頂いた。

8 玉作工房跡の調査方法や玉作関連遺物の取 り扱い、玉作工程などについては寺村光晴氏 (当

時和洋女子大学文学部教授)に ご指導・ご教示頂いた。

9 鍛冶工房跡の調査方法や鍛冶関連遺物の取 り扱い、科学分析方法については穴澤義功氏 (当

時たたら研究会委員)にご指導・ご教示頂いた。

10 上記のほか、本調査報告書の作成には下記の方々よりご協力 。ご助言を賜りました。記して感

謝の意を表したい。茨城県教育委員会 茨城県県南教育事務所 田村沖宿土地区画整理組合

(株)チ |1鉄商事 (株)清水建設 沼津工業高等専門学校 赤熊浩一 浅田員由 穴澤義功

飯塚守人 稲田健一 上野真由美 大久保隆史 岡田勇介 大澤正巳 小川和博 瓦吹 堅

窪田恵一 駒見和夫 木崎 悠 木下 亘 酒井広子 佐々木義則 嶋田圭吾 鈴木素行

寺村光晴 仲野泰裕 仲山英樹 楢崎彰一 長谷川福次 服部文孝 平井昭司 松本貴子

茂木雅博 望月明彦 本橋弘美 森本岩太郎 矢野徳也

11 本遺跡の出土資料や図面などの記録資料は土浦市教育委員会が保管する。本遺跡出土遺物に

は遺跡の略称としてT09を記してある。

12 本遺跡の遺構・遺物に関わり以下の科学分析を実施している。火葬墓内人骨の鑑定、鍛冶関

連遺物の金属学的分析及び放射化升析、黒曜石の蛍光X線分析。

13 本遺跡の発掘調査報告書は全11集の予定である。各集共通の事項や考察、科学分析は第H集

の総集編に掲載予定である。



凡   例

1 人幡脇遺跡の遺構番号は報告書刊行にあたっても基本的に現地調査時に付けたものを踏襲し

ている。一部整理作業の過程で遺構名称を変更したものもある。

2 遺跡内の遺構の表記は次のものを用いた。

SI…竪穴住居跡 SK…土坑 SX…竪穴遺構 SD…溝跡 SS…集石

SF…焼土址 MY… 土器埋設遺構 CT…火葬墓 P… ピット

3 土層観察における色相の判断は「新版標準土色帖」 (日 本色斬事業株式会社)を用いた。

4 各遺構の実測図は原図 (20分の 1)を使用し、縮尺 3分の 1を基本としたが、大きさによっ

て2分の 1、 4分の 1を用いた。

5 遺構実測図中の標高はすべてm単位で示している。

6 遺構実測図 (土層)中の表記は次のものを用いた。

K…撹乱 LB― ロームブロック HL… ハー ドローム

7 遺構実測図中の出土遺物に付 した番号は、遺物図版及び写真図版の番号に一致する。また、

接合関係にある遺物は、各々実線で結んだ。

8 遺構実測図中の破線は推定線を示す。又、遺構図中床面の一点鎖線は硬化面を示す。

9 遺構及び遺物実測図中の網掛けの指示は下記のとおりである。

遺構:焼土饉轟Ⅷ
遺物 :繊維を含む土器麗墨鰻 土師器の赤色塗彩匠三コ 黒色処理E

須恵器||1 炭化物・煤の付着匠三コ 灰釉陶磁器の釉薬匡荘:国

砥石の砥面匠■コ
10 遺物実測図の縮尺は3分の 1を基本としたが、材質や遺物の大きさなどにより縮尺を変えた

ものがあり、それらについてはスケールを変えてある。

11 遺物実測図中心線の一点鎖線は回転 (復元)実測を示す。

12 土器観察表について、図版番号は実測図中の香号である。表中のAは回径、Bは器高、Cは

底径を示す。( )の数値は現存値であり、[ ]は回転復元径である。胎土中の半透明・透

明の鉱物は石英、不透明・白色の鉱物を長石とした。焼成は良好 。普通・不良の 3段階に分

けた。

13 色調は原則として外面、内面の順で記してある。

14 土器観察表中の備考のhは実測台帳の通し血である。
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第 1章 経 過

1988(昭和63)年

12月 から1989(平成元)年 4月 にかけ本事業に関わる試掘確認調査を実施。人幡脇遺跡部分に

ついては1988(昭和63)年 12月 1日 と1989(平成元)年 4月 14日 に調査を行なった。前者は台地

基部から先端に向け第 8ト レンチを設定し調査を行ない、後者は台地基部に北東―南西方向で第

33ト レンチを設定した。調査の結果、前者では溝状遺構や土坑、そしてピット群が確認された。

後者では焼土址が確認された。

1991(平成 3)年

10月 21日  テントの設営、プレハブの移動を行ない、調査を開始する。切 り株の土をり,除する。

10月 24～ 31日 方眼測量・水準測量を実施し、基準杭と標高杭の設置。駐車場の砂利敷き。

10月 24～ 11月 11日 調査区内の遺構確認を行なう。台地東側に縄文土器の散布が多い。

11月 10日  平安時代の火葬墓の調査にあたりお祓いを行なう。

11月 12日  遺構調査は土坑・火葬墓・溝・不明遺構から開始する。

11月 20日 不明遺構は灰釉陶器壷を用いた火葬墓 (第 7号火葬墓)であった。第 2～ 4号住居跡

調査開始。

12月 6日  第 1号住居跡で鍛冶関連遺物が出土、第4号住居跡で玉作関連遺物が出土。

12月 9日 穴沢義功氏が来訪し、第 1号住居跡で確認された鍛冶関連遺物・遺構の調査方法につ

いて指導を受ける。

12月 10日 第 1号住居跡床面に方眼を組んで、鍛冶関連遺物の検出のため土層採集を行なう。

12月 11日 第4号住居跡が玉作工房跡であるかの判断をするために数地点の覆土採集・水洗い選

別を行う。第 6号住居跡の覆土中からもメノウの玉作関連遺物出土。

12月 12～ 17日  第 6号住居跡が玉作工房跡であるかの判断をするために覆土採集 。水洗い選別を

行う。玉作に関わるメノウや片岩の微細な剥片が採集された。

1992(平成4)年

1月 6日 第6号住居跡床面に方眼を組んで床近くの土を採集し、玉作関連遺物の検出とその出

土状況の検討のために備える。

1月 13日  和洋女子大学寺村光晴教授が来訪し玉作関連遺構 。遺物調査の指導を受ける。

1月 14日  鍛冶関連遺構及び玉作関連遺構床面土層の水洗い選別開始。

1月 23日 航空写真撮影

2月 12日  調査終了
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第 2章 調 査

第 1節 地区設定

発掘調査では日本平面直角座標を用い調査地区を設定した。基準杭は調査開始時に20m間隔で

設定し、この大グリッドを4m間隔の小グリッドに分割して用いた。先の大グリッドについては

特に名称を付してはいない。小グリッドの名称はアルファベットと算用数字を用い、西から東ヘ

A・ B・ C・ ・・、北から南へ 1・ 2・ 3・ ・・とし、各方眼の北西角を「A-1区」のように

呼称した。そして、調査区内の「Z-10区」は日本平面直角座標第Ⅳ座標系、X=8,800m軸 、Y

=38,360m軸 である。

第 2節 基本層序

当遺跡は舌状の台地に占地しており、台地上の平坦部からなる。そのため、台地上の基本的な

層位は、上層に黒褐色から暗褐色の表土 (耕作土)が約30～ 40clll程堆積 し、その下に関東ローム

層が見られる。当遺跡では、表土下の関東ローム層上面が遺構確認面となった。

第 3節 遺構確認

1.試掘調査及び表土除去 (PL3)
1988(昭和63)年 12月 1日 と1989(平成元)年 4月 14日 に重機による試掘調査を実施した。調

査トレンチは、舌状台地中央部に東西方向で第33ト レンチを設定し、台地基部に北東一南西方向

で第8ト レンチを設定し遺構確認を行なった。トレンチの規模は、前者が幅は1.5m、 長さ58m、

深さ30cm程度で、後者が幅2.Om、 長さ85m、 深さ30cm程度であった。遺構の確認面は関東ロー

ム層上面を基本とした。調査結果、第8ト レンチの東半で溝跡 (本調査第 1号溝跡)やピット群

と思われるものが確認され、第33ト レンチの西端で焼土址が確認された。

本調査にあたって表土除去は重機を用いて行なった。調査区南側境界近くに列になって残る切

り株については、遺構にかかるものについて人力で排除した。

2.遺構調査

遺跡内の住居跡の調査は、主軸方向を勘集して土層観察用ベルトを十字に設定して、遺物や床
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第 3図 遺構配置図
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面を検出する方法を原則とした。住居跡内の地区設定は十字のベル トを基に4分割し、時計回り

に 1～ 4区 とした。土坑などについては長軸方向で半我することを基本とした。床面や底面など

の検出作業は覆土の変化や遺物の出土状況に注意して掘 り下げを行なった。土層観察は色調、含

有物の種類と量、締 り・粘性などを観察し記録した。土層観察ベル トを除去した後、遺物の出土

状況を写真や図面で記録 し、遺物の取 り上げを行なった。その後、カマ ド、柱穴、貯蔵穴などの

付属施設を調査して完掘し、写真や図面などで記録した。写真撮影は、ローリングタワーや脚立

を用いて3511ullカ メラを基本として撮影し、補助的に12011ullカ メラも用いた。カメラのフイルムは

‐２。ｍ

⑤

第4図 調査エリア図
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3511ullモ ノクロ・リバーサル、12011ullモ ノクロを使用した。

なお、本遺跡では特徴的な遺構 として第1号住居弥の鍛冶工房跡や第 4・ 6・ 8号住居跡の玉

作工房跡が確認された。これらの遺構については、微細な鍛冶関連遺物や玉作関連遺物の出土状

況や分布状況を把握するため、床面近くに調査区座標軸に沿った25cm又は50cmの 方眼を設定し、

その床面上の厚さ3～ 5 cm程 の土層を採集・水洗い選別を行った。これらの遺構の調査方法の詳

細については以下で述べる。

※鍛冶工房跡の調査方法

鍛冶工房跡と考えられる第 1号住居跡では、鍛冶関連遺物の検出にあたって、床面近 くに25cIIl

方眼の試料採集区 (第 1～ 96区 )を設定し、方眼ごとの床面上 3 cm程度の覆土を採取して水洗い。

遺物の選別を行なった。水洗いは採集試料を洗面器に入れ、水によって余分な土壌を洗い流し、

残った砂鉄・鍛造剥片・粒状津などの鍛冶関連遺物を乾燥させ、磁石を用いて砂。小石などと分別・

採集した。鍛冶関連遺物の選別にあたっては、6種類の網目 (① O.4111111、 ②O.811ull、 ③l.51nlll、 ④2.Ollllll、

⑤4.Ollull、 ⑥7.Ollllll)の ふるいを用いて種別 。大きさごとの選別を行なった。一応の区分としては、

①のふるいを通過したものは砂鉄として扱った(その中には微細な鍛造剥片も含まれる)。 そして、

鍛造剥片・粒状津・鉄津については、先の②～⑥の5種類のふるいがけで区別された資料をそれ

ぞれ採集区ごとに集計した。鍛造剥片や鉄津は重量によって、粒状津は個数で集計したうえ、そ

れを便宜上の数段階の区分を用いて第70図の鍛冶関連遺物の出土状況図を作成した。また、鍛冶

炉や鍛冶関連ピットの覆上の水洗い選別によって得られて微細な鍛冶関連遺物の数量や重量につ

いては先の採集区ごとの数量に加えて集計した。

※玉作 り工房跡の調査方法

玉作工房跡の中でも第 4号住居跡や第 6号住居跡では、微細な玉作関連遺物の検出のため、床

面近 くに50c皿方眼 (第 4号住居跡)・ 25cm方眼 (第 6号住居跡)の試料採集区を設定し、方眼ご

との床面上 3 cm程度の覆土を採集して水洗い 。遺物の選別を行なった。水洗いは採集試料を目の

細かいふるいに入れ、水によって余分な土壌を洗い流し、砥石破片や玉作の材料であるメノウ・

緑色凝灰岩・琥珀などの微細破片を分別・採集し、それぞれ採集区ごとに集計し、重量によって

示した。そして、それらを使宜上の数段階の区分を用いて工作関連遺物の出土状況図を作成した。

また、第 6号住居跡については柱穴・貯蔵穴などの覆土についても上記同様の水洗い 。選別を行

い、玉作関連遺物を採集し、住居跡内の施設ごとに集計し重量によって図化 した。
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ちなみに、第 8号住居跡でも玉作関連遺物が数多く出土したが、時間的な制約から第 4・ 6号

住居跡同様の床面全面の土層の水洗選別は行えず、一部の上層の水洗選別を行った。しかしなが

ら、同住居跡の床面の中でも入 り口部から貯蔵穴周辺で微細な玉作関連遺物が日立って出上した

ので、できるだけ出上位置を図化し、出土状況が理解できるようにした。
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第 3章 遺 構 と 遺 物

遺跡内から検出された遺構は竪穴住居跡・土坑・焼土址・屋タト埋設土器・火葬墓などが確認さ

れた。これらの遺構は縄文時代・古墳時代そして平安時代にわたるものである。各時代の遺構と

して、縄文時代では竪穴住居跡 6軒や土坑38基、土器埋設遺構 3基などが検出されている。古墳

時代では竪穴住居跡が 9軒、竪穴遺構 1基が確認されている。竪穴住居跡のうち玉作工房跡とし

て利用されたものが 3軒と鍛冶工房跡として利用されたものが 1軒検出され、専門的技術を持っ

た二人集団が手工業生産を営んだ集落跡であることが窺われる。平安時代の遺構としては竪穴住

居跡 1軒と7基の火葬墓などが検出され、調査エリアー体は墓域として利用されていた様子が窺

われる。

第 1節 縄文時代

縄文時代の竪穴住居跡は、第 7・ 9。 12。 13・ 15・ 16号住居跡の6軒が検出された。土坑も数

多 く確認されたが、定形的なものは陥穴のみであった。調査区の南側から西側に沿って分布して

おり、調査区の北側と東側には見られない。調査区の南側には台地が広がることから住居跡群は

エリア外にも展開しているものと推測される。これらの遺構の多 くは中期後半期のものである。

1.竪穴住居跡 (SI)

第7号住居跡 〔SI-7〕 (第 5～ 13図 PL4・ 37～ 40。 52・ 54)

位 置 調査区中央南側の2B-26区付近に位置する。

重複関係 第47号土坑、第48号土坑と重複しており、本遺構が新しい。

規 模 長径5。40m× 短径5,20mの ほぼ円形を呈し、確認面からの深さは22～28cmを測る。

壁 外傾して立ち上がる。

床 ほぼ平坦。特に踏み固められたところはない。中央に向かって緩やかに傾斜している。

炉 長径80cm× 短径68clllの楕円形の地床炉。深さ24cm。 住居の中央に位置する。炉床は焼けて赤

変しており、底面は多少凸凹がみられる。第48号土坑を掘り込んで作られている。

柱 穴 全部で10カ 所検出された。この内、主柱穴は住居内中央のPl・ P3・ P4の 3本と考

えられ、径46～52cmで 、深さは54～ 70clllで ある。X4■穴はP2・ P5と 考えられ、径26～ 36cmで、

深さは23～ 41clllで ある。これらの柱穴によって三角形の柱組の構造が想定される。このほか、壁

際にP6～ P皿 (P7は欠)の 5本の柱穴が確認されているが、性格は不明である。
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1 75YR4/4 褐色

2 ■5YR4/4 褐色 焼土小少、炭化減少

3 75YR4/6 褐色 ローム大～小少

4 75YR4/4 褐色

5 7うYR4/6 褐色 焼土小少、炭化粒少

6 76YR4/6 褐色 ローム大微、ローム中少、

ローム粒中

7 ■5YR4/4 褐色 焼土大微、焼土小少、焼

上粒中、ローム中少

第 5図 第7号住居跡

8 5YR4/6 赤褐色 焼土大微、焼土中少、

焼土小 粒多、コーム中

9 76YR4/6 褐色

10 壁崩落土

■ 密 YR4/4 褐色 焼土小微、炭化粒微

12 ■5YR4/6 褐色 焼土小少、焼土粒中
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第 7号住居跡ピット

番号 P4

径 (clll) 36 46 26 24 欠 44

深さ (cl l) 54 70 欠 23 5 8

覆 土 覆土は12層から構成され、第 2層 には焼土・炭化粒が含まれ、土層の多 くを占めている。

第 3層 にはロームプロックやローム粒が含まれる。

遺物出土状況 多量の遺物がほぼ第 2層中から出土している。これらの遺物は住居廃絶後の凹地

に投棄されたものと考えられる。完形品は 1点 も出土せず、日径が復元できたものが 8点みられ

た。土器の接合関係も見られ、第 9・ 13号住居跡出土土器と接合したものがある。ごく小片であっ

たため図示はしなかったが、第 9号住居跡出土土器とは3点接合し、第13号住居跡出土土器とは

1点接合した。この接合関係のある第13号住居跡出土土器は、同住居跡の炉内から小破片が出土

したが、焼けてはいない。本住居の使用時に直接伴う遺物は認められない。

出土遺物 出土遺物は深鉢形土器がほとんどで、そのほかは6・ 11・ 41の鉢形土器が若干みられ

る程度である。深鉢形土器は器形がキャリパー形を呈するものが大半で、26～28の ようなキャリ

パー形の退化したものや、 2の ような口縁が直立して立ち上がるものも小数みられる。文様の特

徴は、大多数のものが日唇部に幅の狭い無文帯を持つ。そして、 1・ 6。 7・ 9。 11～ 14。 26～

28・ 42・ 44・ 50の ように断面三角形の微隆起線によって円形・U字・逆U字状などの区画文が描

かれるものや、10。 30な どの隆起線による区画文が描かれるものがある。また、 4・ 19～22・ 31

～35の ように沈線によって区画文が描かれるものが見られる。胴部から底部の器形は特徴的で、

42・ 44の ように胴部下位で急激にすばまるものが見られ、底部は42・ 44・ 46の ように突出するも

のがみられ、胴径に比べかなり底径が小さい。

1は胴上半が大きく膨らみ、中位がすぼまる器形を呈している。文様帯も器形に呼応するよ

うに三分され上半には抱球文が描かれる。4は 4単位の小波状縁で沈線によって区画されたS字

状の渦巻文が横位に展開している。22は 日縁部無文帯が波頂部に向かい狭くなり、円形区画文が

波頂部下で展開しその末端は閉じている。12～ 18は 日唇部に無文帯を持つものである。 4・ 19～

22・ 32は縄文地文の上に沈線により区画文を描き、その中を磨り消す。31'33～ 35は区画内に縄

文が施文され、31・ 33・ 341よ沈線による区画文施文後に縄文を充填している。26～28は 同一個体

と考えられる。10・ 30に は2本組の隆起線が見られる。19には赤色顔料が塗られている。241こ は

炭化物が著しく付着する。401よ突起であり、日縁部に付いていたものと思われる。41は両耳鉢形

土器の把手である。42～ 561よ底部である。

土製品として土器片錘が17点 (57～ 73)、 有孔円盤が2点 (74・ 75)、 土製円盤が4点 (76～

79)出土している。土器片錘のほとんどのものは長軸方向の両端に切れ目が一対施されるが、72

は平行して2カ 所施されている。大きさは57～65な どの小型のものから、66～73な どの大型のも
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のが見られる。特に68な どは大きく、長軸の長さが10clllを 越える。74・ 751ま有孔円盤の破片で内

外の縁辺が擦 られている。

石器は80が敲き石、81は磨石類。82は磨製石斧である。82は定角式であり、刃部を欠損してい

る。柄の部分が残存する。83は縦長剥片の腹面の片方の側縁に2次調整が加えられる。また、背

面の先端にも調整が加えられ刃部を作 り出している。このほかに、質の悪いチャー ト剥片が 2点

出土している。

所 見 本住居跡出土土器には、第 9。 13号住居跡出土土器と接合するものがあり、遺構間の関

連が窺われる。本住居跡の時期については、出土遺物に中期後半の加曽利E3式や加曽利E4式

土器が混在して見られるが、後者が主体となることから加曽利E4式期の所産と考えられる。
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第10図 第 7号住居跡出土遺物 (4)
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第13図 第 7号住居跡出土遺物 (7)



第 7号住居跡出土土器

図INo 器種 部位 法量 (cm) 色 調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

l 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ

〔298〕

(159)

にぶい橙 石英・長石・

金雲母◎
平縁。キャリパー形を呈する。日縁部に微隆起

線により無文帯や円形 。「 U」 字状区画文が描

かれる。区画内にRL縄文が施文。

Ndl18

2 深鉢 口縁～胴 Ａ

Ｃ

にぶい橙 石英。長石

砂粒◎、赤

色粒△

平縁。胴部から口縁部にかけ直立する。日唇下

に1条の隆起線が巡り受け口状を呈する。胴部

には細かなLR縄文が縦回転施文。

AIo113

3 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ

〔346〕
(73)

橙 石莫・長石

◎、雲母△
平縁。寸胴の器形か。日唇下に上下がなぞられ

る1条 の微隆起線が巡り、以下はRI縄文が全面

に縦回転施文される。

Nα 124

4 深外 口縁 A:〔 210〕

C:(126)
にぶい橙 長石・石英

◎、金雲母

4単位の波状縁でキャリパー形を呈する。日唇

部に無文帯を設け、地文RL縄文。沈線で「 S」

字状区画文を描き、区画内は磨り消す。

Nα l19

炭化物付着

5 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ

〔147〕

(77)

淡黄 石英・長石・

赤色粒△
平縁。キャリパー形を呈する。日唇下に1条の

沈線が巡り無文帯を作出。以下はLR縄文が縦回

転施文。

No120

炭化物付着

6 鉢 口縁 Ａ

Ｃ

〔270〕

(54)

にぶい橙 石英・長石

○

やや外傾する平縁の日縁部。 1条の微隆起線が

巡り無文帯を作出し、以下にはLR縄文が施文さ

れる。無文部は磨かれている。

No121

7 深 鉢 口縁 ５

７

Ａ

Ｃ

にぶい褐 石英・長石

◎、赤色壮

平縁。キャリパー形を呈する。日唇部は肥厚し、

1条の微隆起線が巡り無文帯を作出する。胴部
はRI縄文の縦回転施文。

血なし

ll 鉢 口縁 み

９

Ａ

Ｃ

にぶい黄橙 石英・長石・

雲母・赤色

粒△

やや外傾する平縁の口縁部。 1条の微隆起線が

巡り幅の広い無文帯を作出し、以下にはLR縄文

が施文される。

No122

炭化物付着

深鉢 胴～底 B:52
C:(177)

橙 長石・石英・

雲母◎

底部が小さく、胴部が大きく開く不安定な器形。

微隆起線による「U」 状区画文が 5単位施文さ

れる。区画内のみにRL縄文が施文。

Nol16

内面に黒色の

帯巡る

44 深鉢 胴～底 ７

２５

Ｂ

Ｃ

明赤褐 石英 '長石・

金雲母◎

底部が小さく、胴部が大きく開く不安定な器形。

微隆起線による「U」 字状区画文が施され、区

画外は無文で区画内はRL縄文施文。

Nol12

深鉢 胴～底 Ｂ

Ｃ

61

(10■ )

明赤褐 石英・長石

◎、雲母・

赤色粒△

底部が小さく、胴部が大きく開く不安定な器形。

平行する隆起線文が4単位垂下。隆起線内は無

文となるほか、RL縄文施文。

Nol17

50 深鉢 胴～底 Ｂ

Ｃ

56
(125)

橙 石英 。長石

△

底部から胴部への開きは弱い。微隆起線による

「U」 字状区画文が4単位施文され、区画内に。

単節LR縄文が施文。ヘラミガキ。

NIol14

炭化物付着

内面煤付着

図hno 器種 部位 法量 (clll) 色 調 胎土 器形・文様の特徴 備考

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

明赤褐 石英 。長石
◎

無文。底面剥離。外面ナデ。 Nα 135

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

橙 石英 。長石

△

無文。外面丁寧 な ミガキ。 INo136

深鉢 底 Ｂ

認

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石

○

単節Lr。 底面凸レンズ状。外面丁寧なミガキ。 No128

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

橙 石英・砂池

△

無文。外面丁寧なミガキ。 No131

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

橙 石英 。長石

◎、金雲母

○

無文。底部側縁擦 れる。 No133

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

明褐 石英 ・長石

の

無文。器面荒れる。 NQ137

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

明赤褐 石英・長石・

雲母◎

無文。内面 に赤色顔料残 る。 No134

深鉢 底 ３

＆

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石

◎、砂粒〇、

赤色粒△

無文。外面ミガキ。 No130

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

にぶい褐 石夷・長石・

砂粒○

無文。やや上げ底。黒斑。 Nα 138

深鉢 底 B:59
C:(40)

にぶい橙 石英 。長石

◎、赤色粒

△

単節RL。 大 きく開 く Nα 127

深鉢 底 ４

０

Ｂ

Ｃ

にぶい黄橙 石英・長石・

雲母◎

無文。底径が大きい。上下に剥離痕あり。 Nα132
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第 7号住居跡出土土製品

図ONo 種類 出上位置 残存 大きさ (cm) 厚 さ (cm) 重量 周縁整形 備考

土器片錘 完形 38× 265 075 全周磨り 切り目1対

土器片錘 完形 405X 28 095 全周磨 り 切 り目 1対

土器片錘 SI-7 完形 ■65× 36 095 230 全周磨り 切 り目 1対

土器片錘 完形 395X365 一部磨 り 切 り目 1対

土器片錘 Sr 7 完形 485× 34 75 全周磨 り 切 り目 1対

土器片錘 Sと 7 完形 54X 31 全周磨 り 切り目1対

土器片錘 完形 575X325 全周磨り 切り目1対

土器片錘 SI‐7 315× 295 全周磨り 切り目lヶ

土器片錘 SI-7 2/3 345× 28 全周磨り 切り目lヶ

土器片錘 一部欠 53X365 260 一部磨 り 切 り目 lヶ

土器片錘 Sと7 完形 67X485 一部磨 り 切り目上端lヶ 下端2ヶ

土器片錘 S17 完形 一部磨り 切 り目 対

土器片錘 S}7 64X545 一部磨り 切り目lヶ

土器片錘 完形 88× 60 一部磨り 切り目1対

土器片錘 1/2 58× 63 390 全周磨り 切 り目

2 土器片錘 S17 1/2 425X 33 075 全周磨 り 切り目上端2ヶ

土器片錘 S17 1/4 58× 44 249 全周磨り 切 り日 lヶ

有孔 円盤 Sと7 一部 275× 305 全周磨り 表裏より穿孔→磨り

有孔 円盤 S17 1/4 18×  28 065 全周磨り 裏面より穿孔→磨り

円盤 S17 完形 45× 33 全周磨り 楕円形

円盤 33× 65 095 240 打 割 円形

円盤 一部欠 43× 35 全周磨り 楕 円形

79 円盤 S17 52× 76 打 割 円形

第7号住居跡出土石器

図ONo 出土地点 器種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石材 備考

80 覆土 敲き石 (114) (2004) 砂 岩 石 17 端部祈損

覆土 磨石頚 40 (1176) 砂 岩 石18 破損後も使用

覆土 磨製石斧 斑 レイ岩 石19 定角式 端部破片

覆土 剥片 チャート 石20 質の悪い素材

第 9号住居跡 〔SI-9〕 (第 14～20図  PL5。 41～ 43・ 52)

位 置 調査区中央南側のV-25。 26付近に位置する。

重複関係 本住居跡の北恨1に展開する第 1号竪穴遺構と重複し、出土遺物から本遺構が新 しい可

能性がある。

規 模 長径4.94皿 ×短径4.56mの 不整円形を呈し、確認面からの深さは8～ 28cmを 測る。

壁 外傾して立ち上がる。

床 やや凸凹があるが全体的に平坦である。特に踏み固められたところはない。

炉 2ヵ 所確認され、炉 1は長径64cm× 短径40cmの精円形で、住居跡のほぼ中央に位置する。深

さ20cm。 炉床は焼けて赤変し凸凹がみられる。炉 2は長径56cm× 短径28cmで一部括れた精円形を

呈する。深さは6～ 10clllで、炉床は一部焼けて赤変している。位置は住居跡の北方壁際にある。
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柱 穴 全部で10カ 所確認される。これらの柱穴の中で比較的深 く、主柱穴に相当するものはP

l・ P2・ P4・ P6。 P7の 5本であ り、径28～ 48cm、 深さ40～ 62cmである。支柱穴は P3・

P5'P8・ P9・ P10の 5本で径22～ 36cm、 深さ10～26cmを浪Jる 。

第9号住居跡ピット

覆 土 覆土は12層から構成されている。遺物は覆土上層からのものが多い。

遺物出土状況 多量の遺物が出上した。ほとんどが床面から若千浮いた状態で出土し、住居廃絶

後に投棄されたものと考えられる。完形品は小型深鉢 1点のみで、他は破片で回径を復元できた

ものが10点みられた。1の土器は住居跡内南側の狭い範囲で複数個体が接合している。 7・ 271よ

住居跡内北側を中心に南北方向で接合している。39は第 1号竪穴遺構出土土器と接合関係を持つ

が、本住居跡出土土器片が大半を占めている。住居の使用時に直接伴う遺物はみられない。第7

号住居跡 。第 1号竪穴遺構出土土器と接合関係にある。

出土遺物 出土土器の大半は深鉢形土器が占め、4の ような小型のものもみられる。その特徴は、

1の ようにキャリパー形の退化したような器形を呈するものも見られるが、 3・ 4な どのように

頸部の括れが見られないものも存在する。底部は44～49な どのように小さく突出したものが目立

ち、外面が磨かれるものが多い。文様の特徴は、大多数が口唇部に幅の狭い無文帯を持つ。また、1・

26の ように断面三角形の微隆起線により円形・U字・逆U字状の区画文が描かれるものや、37の

ように沈線によって区画文が描かれるもの、27の ように隆帯が只占付されるものも見られる。この

ほか、24の ように特殊な器形を呈するものも見られる。

1は第7号住居跡 1と 同様の抱球文である。 2の 口縁部文様帯中、単位文となる「X」 字状に

盛り上がる突起は、 1の 口縁部文様帯と胴部文様帯を繁ぐ突起に類似する。12・ 13に も突起が付

き、口縁部が緩い波状縁となる。15・ 16は沈線や凹線により、国縁部の無文帯が作出される。18

の口縁部には円形・楕円形の区画文による文様帯がみられる。21～ 23・ 28は 2本組の隆起線で区

画文を描き、20・ 26は微隆起線で区画文を描く。25の隆起線は断面半円形である。27は 口縁部下

に隆帯文が意匠的に貼り付けられ、大木式的な要素が窺える。39は垂下する条線文間に縄文が施

文される例である。21・ 23・ 26・ 28～30'34の胎土には石英 。長石とともに金雲母が含まれる。

土製品として土器片錘が20点 (50～ 70)、 有孔円盤が 1点 (72)、 土製円盤が2点 (71'73)出

土している。上器片錘は50～62の小型のものと、63～70の大型のものがある。68は長軸9 65cmで

最も大きい。67は土器の口縁部を利用している。本遺構で出土した土器片錘は縦長のものがほと

んどであるが、53のみ横長のものとなる。有子し円盤とした721よ、周縁は磨られており、裏面の中

心に回転運動により磨られた凹みが見られる。土製円盤とした71は、周縁は磨られていないが、

番号

蚤 (cm) 42 48

朱さ (cm) 62 40
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＞

巾
Ｎ

Ｏ

ω

Ю
Ｎ

・〇

75YR4/6 褐色 焼土粒少、

炭化物微、炭化

粒少、 ローム中

少

75YR4/6 褐色 焼土粒少、

炭化物微、炭化

C27.0

E27.0

F270

緩先二蛋傘査p二登生0 D'

粒少

75YR4/6 褐色 焼土粒少、

炭 化 物 微、 炭 化

粒 少、 ロー ム大

～粒少

75YR4/6 褐 色  焼 土 小

粒中

75YR4/6 褐色 焼土粒徴、

炭 化 物 粒 徴、

ローム大微、ロー

ム中～粒中

褐色 焼土粒少、

炭 化 物微、炭 化

粒少、ローム小・

粒中

6 ■5YR4/6

75YR4/6 褐色 焼土粒少、

炭 化 物微、 炭化

粒少、ローム小・

8 75YR4/6
9 5YR4/8
10 5YR4/8
11 仏5YR4/6

12 柱穴覆上

粒少                 5
褐色 焼土小・粒少、炭化物微、炭化粒少、ローム小・粒中

赤褐色 焼土小中、焼土粒多、ローム中微、ローム小・粒中

赤褐色 焼土中～粒多、ローム中少、ローム粒中

褐色

C'

第14図 第 9号住居跡
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0               2m

第15図 第 9号住居跡遺物出土状況

73は周縁が磨られている。

所 見 本住居跡の柱穴は2個一対になっており、住居の建て替えがあったものと考えられる。

炉 2についてはその確認された位置から、第 1号竪穴遺構にかかわる可能性が考えられる。また、

本住居跡出土土器には、第 7号住居跡及び第 1号竪穴遺構と接合したものがあり、前者の状況は

遺構間の関連が窺われ、後者の状況は混入の可能性が考えられる。本住居跡の時期については、

出土遺物に中期後半の加曽利E3式や加曽利E4式上器が混在 して見られるが、後者が主体を占

めることから、加曽利E4式期の所産と考えられる。
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―

フ

0                10cm

第16図 第 9号住居跡出土遺物 (1)

第9号住居跡出土土器

図ONo 静 種 部位 法量 (clll) 色調 胎土 器形 。文様の特徴 備考

l 深鉢 口縁～胴 ＆

＆

Ａ

Ｃ

浅責栓 石英・長石

◎、金雲母
△

平縁。緩いキャリパー形を呈する。微隆起線に
より回縁部に無文帯や円形・「U」状区画文を描
く。同区画文内にはL醜文を施文。

NQ318

炭化物付着

深鉢 口縁 A:〔 290〕

C:(75)
橙 石英・長石・

金_e母○

平縁の口縁部で日唇部に隆起線による楕円区画

文が作出される。以下はRLA文が施文される。

Nc320

深鉢 口縁～胴 A:〔 212〕

C:(192)
橙 石英・長石・

婁母○
平縁。胴部から口縁部にかけ直立する。全面に

大めのLR縄文を施文。内面は丁寧にナデられる。

土器断面に輸積痕が観察される。

No319

炭化物付着

深鉢 日縁～底 A:〔98〕

B:40
C:139

にぶい橙 石英 。長石

◎、雲母△、

赤色粒

平縁の小型土器。胴部から口縁部にかけ直立す
る。口唇部下に沈線状の段差が巡り、無文帯作

出。以下にはLr縄文を縦回転施支。底部厚手。

NQ147

擬口縁の可能

性もあり

深 鉢 口縁 A:〔 165〕

Ci(53)
にぶい黄橙 石英 。長石

△

やや外傾する平縁の口縁部。日唇部下に凹線が

1条めぐる。以下にはLR縄文が縦回転施文さ

れる。

Nd164

深 鉢 口縁 A:〔 150〕

C:(73)
黄灰 石英・長石

◎、砂粒○

平縁。胴部から口縁部にかけ直立する。全面に

Ll縄文を縦回転施文する。日唇部下は無文帯
となる。内面は荒い調整がなされる。

NQな し

炭化物付着
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第17図  第 9号住居跡出土遺物 (2)
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Ｆ

憾

21

滓

亀

２７

29

∝〃
30

0            10Cm

第18図  第9号住居跡出土遺物 (3)
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第19図 第 9号住居跡出土遺物 (4)

ザ

３８

Cm

図版No 器種 部位 法量 (cn) 色調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

7 深 鉢 口縁 A:〔 21■〕
C:(49)

淡責
。長石

金雲母

英
　
ヽ

石

○

△

平縁。やや内湾する日縁部を持つ。日唇部下に

微隆起線により無文帯を作出し、以下は酪 文

が縦回転施文。

NQ165

炭化物付着

深鉢 口縁 邪
①

Ａ

Ｃ

淡黄 ・長石

金妻母

英

ヽ

石

○

△

平縁。やや内湾する日縁部を持つ。口唇部下に

微隆起線により無文帯を作出し、以下はRL縄文

が縦回転施文。

No171

No165と 同一個

体

深鉢 口縁 A:〔 197〕

C:(44)
橙 石葵。長石・

金雲母◎

平縁。やや内湾する口縁部を持つ。日唇部下に

狭い無文帯を作出。以下はRL縦回転施文。国唇

部は肥厚する。

Nd169
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第20図 第 9号住居跡出土遺物 (5)
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図版No 器種 部位 法 量 (clll) 色調 胎土 器形・文様 の特徴 備考

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

にぶい責橙 白色粒◎、

赤色粒△
無文。外面ナデ。 Nd183

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石

△

無文。外面・底面削りの後ミガキ。 Nα 181

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

〔73〕

(42)

にぶい赤褐 石英・長石・

責色粒△
無文。底面 に筋状の圧痕。 NQ184

赤色顔料付着

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

明赤褐 石英 長石

◎

無文。 Na180

被熟赤化

44 鉢 ? 底 Ｂ

蛹

Ｂ

Ｃ

黒褐 石英・長石・

雲母◎

単節RL。 底面凸レンズ状。SI‐724と 同一個体か。

底部から大きく外傾する。

No175

炭化物付着。

深鉢 底 つ

４

Ｂ

Ｃ

浅黄栓 石英・長石・

砂粒◎、黒

色片△

無文。内外面荒れる。 No177

深鉢 底 B:〔 62〕

C:(46)
にぶい栓 石英・長石 .

金雲母◎

無文。底面擦れる。 NQ182

深鉢 底 ４３
徹

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石

○

無文。底面凸 レンズ状。外面・底面は磨かれる。 Na176

炭化物付着

深鉢 底 ２

＆

Ｂ

Ｃ

にぶい橙 石夫・長石

◎

無文。やや上げ底。底面に灰付着。 Nα178

深鉢 底 も

Ｚ

Ｂ

Ｃ

橙 石英 。長石

◎、黒色片

無文。上げ底。器面剥離。 No179

9号住居跡出土土製品

図MNo 種 類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚さ (cm) 重量 周縁整形 備考

50 土器片錘 完形 39× 34 全周磨り 切り目 対

土器片錘 S19 完形 47× 375 240 一部磨り 切り目 対

土器片錘 Ы → 完形 47× 275 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 一部欠 21X 37 全周磨 り 切 り目 ケ

土器片錘 S19 22× 325 075 全周磨 り 切 り目 ケ

55 土器片錘 Sと 9 84X395 全周磨 り 切り目

56 土器片錘 SJ 9 2/3 315×  40 一部磨り 切 り目 ケ

上器片錘 一部欠 375× 36 120 一部磨り 切 り日 ケ

土器片錘 一部欠 40× 27 145 220 全周磨 り 切 り目 ケ

土器片錘 Sと9 一部欠 35X 33 全周磨 り 切 り日

土器片錘 SIつ 32× 35 075 全周磨り 切 り目

土器片錘 S19 34X 32 095 全周磨り 切 り目

土器片錘 415× 405 全周磨り 切り目 ケ

63 土器片錘 3/4 73X495 全周磨り 切り目 ケ

64 土器片錘 完 形 76× 57 540 全周磨 り 切 り目 対

土器片錘 完形 485× 45 一部磨り 切 り目 対

土器片錘 42× 46 全周磨り 切り目ニコ帯3ケ

土器片錘 S19 45X465 250 無調整 切り目

土器片錘 完 形 965× 60 085 一部磨り 切り目 対

⇔ 土器片錘 Sと 9 完 形 745× 645 720 全周磨 り 切 り目 対

土器片錘 S19 475×  63 全周磨り 切 り目

71 円盤 1/2 43X655 250 打割 円形

有孔円盤 S19 1/4 32X 37 075 全周磨り 裏面 よ 穿孔  未貫通

円盤 S19 225×  23 全周磨り 円形
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第12号住居跡 〔SI-12〕 (第21～24図  PL6。 44。 45。 52・ 54)

位 置 N-23区付近に位置し、一部調査区外にかかる。

重複関係 なし。

規 模 長径6.6m× 短径6.24mの 不整円形で、確認面からの深さは10～26cmである。現状で西側

の壁はエリア外に張 り出しているが、本来は円形に巡るものと考えられる。南北方向に長軸が存

在するものと思われる。

壁 残 りのよい所では外傾ぎみに立ち上がる。

床 特に踏み固められたところはなく、若千凸凹が見られるが全体的に平坦である。

炉 長軸1.22m× 短軸0,8mの不整形で、深さ36clllを測る。炉床は焼けて赤変しており、やや凸凹

がみられる。位置は住居のほぼ中央に位置する。

桂 穴 全部で24ヵ 所確認された。主柱穴と思われるものは10カ 所を数え、この内Pl・ P6・

P81ま壁に沿ってヤヽる。径は32～ 42cm、 深さは31-48cmを 測る。 P9・ P ll・ P12・ P19'P20

は炉の周囲を巡る。径は30～ 48cm、 深さ34～ 58clllを測る。 P23と P5は炉を挟んで対称の位置に

あり、径32～ 38cm、 深さ32～38cmを 測る。支柱穴と考えられるものはP4・ P10・ P18・ P22で、

径22～ 38cm、 深さ17.2～ 23.3clllを 測 り、その他のピットは性格不明である (本の根の撹乱がひどい)。

主柱穴はおよそ三角形に配されており、一部 2重になる所が見られる。

第12号住居跡ピット

覆 土 覆土は15層から構成される。全体に褐色土の上層で、木の根による撹乱が多く入り込んでいる。

炉上の4層にも大型の焼土ブロックも見られ、先の状況を反映している。覆土の下層にはローム粒が多

く含まれている。

遺物出土状況 多くの遺物が出土した。ほとんど床面から浮いた状態で出土し、住居廃絶後、自然

堆積の過程で投棄されたものと考えられる。完形品は1点もなく、日径が復元できたものが4点、胴

径が復元できたものが 1点みられる。第15号住居跡出土遺物と接合関係にある遺物が 1点出土した。

出土遺物 出土遺物は深鉢形土器が大半を占めるが、3の胴部が強く張り出し特殊な器形を呈するもの

や5・ 11・ 13な どの鉢と考えられる器種もみられる。文様の特徴は、1・ 2の ように沈線が両側に沿う隆

起線により区画文が描かれるものや、4・ 8・ 14～ 17・ 26な どの沈線によって区画文が描かれ区画内が

磨り消されるものも見られる。底部は26のみで、不安定な小さな底部から直線的に外傾して立ち上がる

特徴が見られる。

肇号 P5 P6 P7

垂 (cm) 36 40 32 30

果さ (cn)

岳号 P19 P20 P22 P23 P24

登 (cm) 44 38

朱さ (cm) 17 43
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P19     P3

PS伊 酌閉
OP15  P20

②

1哩

C26.9

E26.9

D26.9

1 75YR4/6褐 色 焼1/1ゆ 、筑世蔵僚
2 75YR4/4 褐色 焼主刀班 燒■中微、ローム小中、ローム逆少

3 7m4/6 穏色 焼i小少,燒i厳篠 ローム中 荘少

4 75YR4/6褐 色 焼主大 中無 熊工小 粒少、ローム中少ヽ コー

ム刈切Kローム荘

“
5 75YR4/6 掲色 燒土蔵中、ローム江中

6 1044/6 褐色 焼■小少、焼上位徴、ローム中 月ヽ少、ローム世歩

7 75YR4/6 褐色  攪土小 粒中、財 ヒ粒)ヽ ローム中 小外 ロー

ム疵中
8 75YR5/8 明樹色 擁主極饉多、ローム取中

第21図 第12号住居跡

9 75YR5/8 明髄
10 5YR4/6 赤召色 焼主大 中少、焼工中中、焼土厳多、ローム

疵中
li 75YR4/6 褐色 焼■小 世多
12 5VR5/6 羽赤魯色 燒土小 粒極めて多
18 5n/6 明維  n■E
14 75YRo/8 明召色 燒止中 小中 耗i釉饉めて多

15 羞崩薦土

K 14
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1は平縁の深鉢形土器で頸部の括れは緩い。口唇部に幅の狭い無文帯が設けられ、頭部までの間は

沈線が両側に沿った隆起線によって帯状・渦巻き状の区画文が横位に展開する。区画内には縄文が施

文される。2も平縁の深鉢形土器と思われ、日縁部が直立する。沈線が両側に沿った隆起線によって

帯状の区画文が横位に展開し、区画内に節の細かな縄文が施文される。3は球形の器形で、器面は破

熱のためか著しく剥離し文様は不鮮明であるが、およそ縄文を地文に上下方向に連繋する2本組の隆起

線が見られる。41ま平縁の深鉢形土器で、沈線によって区画された逆「U」 字状の文様が横位に展開し、

区画内は磨り消されている。4・ 8は接合しないが同一個体である。地文の縄文は回縁部近くが横回転

施文であるが、ほかは縦回転施文も併用され、羽状構成を見せる部位もある。61ま波状口縁の深鉢形

土器で、日唇部に沿って太い沈線が引かれ、その中に連続刺突文がなされる。地文にはLr+1の附加

条縄文が施文され、施文方向の変化により羽決構成をとる。6・ 14は緻密な胎土や地文の状況から同一

個体と考えられる。13は頸部が括れる鉢形土器と考えられ、無文の回縁部が若千立ち上がると思われる。

7・ 11。 22・ 23は条線文の施文されるものである。7は楕円形の区画内に条線が充填される。25は縄文

と条線文の併用例であり、内面に赤色顔料が残る。24・ 25は同一個体である。26は大型の深鉢形土器

の底部である。26と 15。 16は同一個体であり、LRL複節縄文が縦回転施文される。

土製品として土器片錘が12点 (27～ 38)出土している。小型のものが多く、37・ 38のみやや大きい。

多くが長軸方向に一対の切れ日を施しているが、36のみ短軸方向に切れ目を施している。

石器は1点で、39の石鏃である。基部が破損している。腹面に2次調整が細かく施され、背面は先

端と側縁にのみ行われる。本資料は蛍光X線分析の結果、神津島恩馳島群産と比定された。

所 見 本住居跡は、今回の調査エリア内で確認された竪穴住居跡内で最も規模の大きなものといえ

る。また、本住居跡出土土器には、第15号住居跡出土のものと接合するものがあり、遺構間の関連が窺

われる。本住居跡の時期は、出土遺物に中期後半の加曽利E3式土器が見られることから同期の所産と

考えられる。

第12号住居跡出土土器

図ONo 器種 部位 法量 (cl l) 色調 胎 土 器形 文様の特徴 備 考

ユ 深 鉢 口縁 A
C

Ｂ

■

にぶい橙 長石・石英

◎、黒色片

○

平縁。キャリパー形を呈する。隆起線により口

縁部に無文帯を設け、渦巻き状などの区画文を

描く。地文にはRL縄文を施文。

No192

深鉢 口縁 A:〔 204〕

Ci(68)
にぶい黄橙 長石・石英

◎

平縁。日縁部が直立し、日唇部がやや外反する。

隆起線による「∩」字状区画文が描かれ、区画

内にはLR縄文が施文される。

Noな し

3 深鉢 口縁 C:(86) 灰 黄 長石 石英
△、黄色粒・

赤色粒○

キャリパー形を呈する土器の日縁部と思われ

る。日唇部欠損。 2本組の隆起線による渦巻状

文が描かれる。地文に縄文施文。

Nα 195

器面剥落

4 深鉢 口縁 α

２

A
C

橙 長石・万英
○

平縁。緩 く内湾する日縁部。凹線による「∩J

字状区画文が配され、区画内は磨り消され無文。

区画文外は単節RL縦・横回転施文。

Nα342

5 鉢 口縁 A
C

〔332〕

(52)

栓 長石・石英

△

平縁。外傾する日縁部。□唇部は肥厚し丸味を

持つ。内外面が無文である。内外面ともにナデ・

ミガキが施される。

No197

赤色顔料付着か

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

84

(136)

にぶい責橙 石英・長石

◎

底面凸レンズ状で不安定。胴部へ大きく開く器

形。平行する垂下沈線間は無文となり、そのほ

かはLRL縄文が施文される。

No191

15 16と 同一個体
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0                10Cm

第22図 第12号住居跡出土遺物 (1)
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第24図 第12号住居跡出土遺物 (3)
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第12号住居跡出土土製品

図版醜 種類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚さ (cn) 童量 (g) 周縁整形 備考

27 土器片錘 S112 完形 27X22 085 一部磨 り 切 り目 1対

上器片錘 S112 完 形 23× 25 695 &0 無調整 切 り目 1対

29 土器片錘 S112 一部欠 305× 235 11 80 一部磨り 切 り目l対

土器片錘 S112 完形 32X32 α7 8Ю 一部磨り 切り目1ケ、打ち欠きlケ

土器片錘 S工12 完形 33X&2 095 一部磨り 切り目1対

32 上器片錘 S卜 12 完 形 415X33 α95 全周磨り 切り目1対

土器片錘 S112 完形 395X35 全周磨り 切り目lヶ、打ち欠き1ケ

土器片錘 S112 完形 3つ5X3■ 一部磨り 切り日1対

35 土器片錘 S112 完形 ■45 X a25 310 全周磨り 切 り目 3ヶ

土器片錘 S卜 12 一部欠 30× 395 lЮ 13Ю 全周磨り 切り目1対

土器片錘 SI‐12 &2X&45 lα0 全周整形 切り目lヶ

土器片錘 S112 31X50 035 160 打割 切り日1ケ

第12号住居跡出土石器

図ONc 出土地点 器種 長さ (cm) 幅 (cl l) 厚 さ (c ll) 重量 (g) 石材 備考

炉上 石鏃 (1つ ) (12) 30 黒曜石 石21 脚部折損 神津島恩馳島群産
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第13号住居跡 〔SI-13〕 (第25～28図  PL6・ 45。 46・ 52～ 54)

位 置 調査区中央南側のZ-23区付近に位置する。

重複関係 第40・ 41号土坑及び第 1号住居跡 (古墳時代)と 重複している。

規 模 長径5.84m× 短径5,lmの 楕円形を呈し、確認面からの深さは10～ 30cmの 深さを測る。

壁 遺存状況の良い所では外傾ぎみに立ち上がる。

床 全体的に平坦であり、特に踏み固められた所は見られない。

炉 2基確認されている。炉 lは、住居跡のほぼ中心にあり、長径80cm× 短径70cmの不整な円形を呈し、

深さ32cmである。炉床は焼けて赤変硬化し、やや凸凹がみられる。炉2は長径 (64)cm× 短径54cmの

不整な円形を呈し、深さ22cmを 測る。炉床は焼けて赤変しており、やや凸凹がみられる。位置は、住居

中央から南東にずれた所にある。炉が2基近接して検出されているが、炉2は第41号土坑中に掘り込ま

れたものである。炉2の覆土上層にはハードロームブロック混じりの土層が覆っており、焼土の出土が

散浸で炉 1よ りも先に造られたものと思われ、2基の炉は同時存在したものではないと考えられる。

桂 穴 主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P9と 考えられ、住居の中央に五角形状に配される。

これらピットの径は30～ 60cm、 深さは24～90cmである。支柱穴と考えられるものは、 P5・ P6・

P7・ P8・ P10であり、 P10が壁際にある。径は20～ 30cm、 深さ12～ 19c皿を測る。P4につい

ては、底面が三段になり柱穴の重複状況が確認され、深い方が古 く浅い方が新 しい。

第13号住居跡ピット

番号 P4 P5 P8 P9

径 (cm) 20 30

深さ (cnl) 36 90

覆 土 覆土は9層から構成される。

遺物出土状況 本住居跡及び第7号住居跡出土土

器とは接合関係にある。遺物はほとんどが、住居

廃絶後の過程で投棄されたものと考えられる。完

形品は1点 も出土せず、日径が復元できたものは 1

点見られる程度である。

出土遺物 出土遺物は全体的に少なく小片が多

い。出土した土器のほとんどは深鉢形土器と思わ

れる。底部は小さく不安定なものが出土している。

1～ 3・ 5・ 6は口唇部に無文帝を持ち、 1～

3には突起が付 く。 3は寸胴となる器形が考えら

れる。 2は小型の土器で、日縁部に巡る 1条の隆

起線上に刺突文が施され、赤色顔料が付着してい

a268

ＷＷ　Ｗ　Ｏ

止Gp

褐色 焼土粒微量、ローム粒中量

褐色 焼土小 粒少量、 ローム中

小少量、ローム粒中量

赤褐色 焼土小 粒中量、ローム小

少量、 ローム粒中量

lrn
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＞

Ю
Ｎ

Ｏ

C27.0

D27.0

SK-41

1 75YR4/6褐色 焼土小・粒少、炭化粧少、ローム小・粒少

2 Z5YR4/6 褐色 焼土小・粒少、炭化粒少、ローム小・粒少

3 ■5YR4/6 褐色 ローム中～粒少

4 75YR4/6 褐色

5 ■5YR4/6 褐色 焼土小・粒欲 炭化粒微、ローム小・粒少

6 10YR4/6 褐色 ローム粒極めて多

7 76YR4/6 褐色 ローム粒多

8 7蔑 R4/6 褐色 ローム大・中中、ローム粒多

9 76YR4/4褐色 ローム大・粒中

第26図 第13号住居跡
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る。 4は口縁部が頚部から大きく開く器形の深鉢形土器で、太目の隆起線による円形区画文など

が日縁部文様帯として展開する。口唇部下にも縄文が施文される少ない例である。 3・ 5。 9・

13は微隆起線によって区画文が描かれる。 2・ 6。 10～12は沈線によって区画文が描かれ、 6・

10。 ■は区画内が磨 り消され、 2。 12は縄文が施文されている。底部は17・ 19な どの底径の小さ

なものが目立つ。 6。 9。 14の器面や15の内面には炭化物が付着している。

土製品として土器片錘が 6点 (20～ 25)、 土製円盤が 1点 (26)出上している。

石器は3点出上している。27は凹み石、29は砥石、28は石鏃で先端を欠損する。基部は浅い快

りが入る。両面とも細かく2次調整が施される。

所 見 本住居跡出土土器には、第 7号住居跡出上のものと接合するものがあり遺構間の関連が

疑われる。本住居跡の時期は、出土遺物が中期後半の加曽利E3式や加曽利E4式上器が混在す

ることから同期の所産と考えられる。

第13号住居跡出土土器

図ONo 器種 部位 法量 (clll) 色調 胎土 器形・文様の特徴 備考

深鉢 口縁 ２

帥

Ａ

Ｃ

にぶい赤褐 石英 。長石

◎、雲母△
平縁であるが一部に突起が付く。口唇下に連続

刺突の施された隆起線が巡る。以下には沈線に

よる区画文が描かれ、区画内はL酪文施文。

N6203

赤色顔料付着

図閤 o 器種 部位 法量 (clll) 色調 胎土 器形・文様の特徴 備考

深鉢 底 Ю

％

Ｂ

Ｃ

にぶい橙 石英・長石

◎、赤色粒

△

無文。底部の縁はやや九みを持ち、内外面はナ

デられている。

NQ204

深al 底 ・６
Ｇ

Ｂ

Ｃ

にぶい橙 石英・長石
◎、金雲母
△

無文。外面 ミガキがなされる。 NQ205

深鉢 底 側

に

Ｂ

Ｃ

にぶい黄橙 石英 ,長石
∩

無文。器面荒れる。 NQ207

深 鉢 底 ４２
伽

Ｂ

Ｃ

にぶい黄褐 石英・長石

◎

無文。側縁が標 れ る。 NFa206

第13号住居跡出土土製品

図ONd 種類 出上位置 残存 大きさ (clll) 厚さ (cn) 重量 (g) 周縁整形 備考

20 土器片錘 S113 完形 325× 345 lZ0 全周磨り 切り目lヶ

土器片錘 S113 235× 40 OB 130 全周磨り 切り目1ケ

22 上器片錘 S工 13 完形 55X■2 決_0 一部磨 り 切 り日 3ヶ

土器片錘 完 形 59X40 095 320 一部磨り 切り目1対

24 土器片錘 S113 一部欠 785× 585 540 一部磨り 切り目lヶ

土器片錘 S113 完形 78× 665 660 全周磨り 切り目1対

26 円盤 S113 1/4 65× 69 5a0 一部磨り 円形

第13号住居跡出土石器

図MNd 出土地点 純 長 さ (cn) 幅 (cl l) 厚さ (clll) 重量 (g) 石材 備考

床上 凹み石 (130) (52) 42 (50.1) 妻母片岩 石22 表面に凹みあり

28 覆上下位 石 鏃 (2つ ) 17 (1■0) チャート 石24 衝撃剥離で先端祈損

29 ピット5 砥 石 135 10お la6 14090 花尚岩 石23 側面に砥面あり
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坦プ

第27図 第13号住居跡出土遺物 (1)
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嶽0お
◆  28

0         5cm

第28図 第13号住居跡出土遺物 (2)
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第15号住居跡 〔SI-15〕 (第29～31図 PL7・ 46・ 53・ 54)

位 置 調査区西側のLoM-16。 17区に位置する。

重複関係 なし。

規 模 長径4,9m× 短径4.4mの ほぼ円形を呈し、確認面からの深さは14～16cmを測る。

壁 遺存状況の良い所では外傾ぎみに立ち上がる。

床 全体的に平坦で、特に踏み固められた所は見られない。

炉 1基確認されているが、一度、途中まで坦まった後再び利用している (下方火床面を①、上

方火床面を②とする)。 長径80cm× 短径68cmの 不整楕円形を呈し、住居の長径上、中央からやや

北側に寄る。深さは①が30cm、 ②が12cmで ある。炉床は①が焼けて赤変しており、やや凸凹がみ

られる。②は焼けて赤変が著しくハード化しており凸凹が著しい。

柱 穴 柱穴は全部で17本確認され、径20～40cmの ものが見られ、20cm代のものが多い。これら

の柱穴の深さは11～ 39clllで ある、Pl～ P10・ P12～ P16の 15本が径3mの円形に配され主柱穴

と考えられる。P ll・ 171ま壁際で確認されたが、入り口に関わるものかどうかは不明である。P4・

P5と Pl・ P15の 間に1.5mの等間隔のすき間が見られる。Pl・ P2は斜めに穿たれている。

第15号住居跡ピット

そして、P16と P17を接続する溝 (幅 10～ 22cm、 深さ5.5～■.lclll)が見られるが性格不明である。

覆 土 覆土は18層 から構成される。遺物は上・下層を問わず出土している。

遺物出土状況 少量の遺物が出土した。床面から若干出土したほかは、大部分が床面から浮いた

状態で出土した。炉内からも出土している。完形品は1点 も出土せず、小破片ばかりで図示でき

たものはわずかである。このため出土遺物が住居の使用時に直接伴うかは不明である。

出土遺物 出土遺物は全体的に少ない。1は口唇部下に沈線を1条巡らせ無文帯を作出し、日唇

部が肥厚する。 2は無文で鉢形土器の口縁部であろうか。 3。 4は 2本組の隆起線が引かれ、区

画文を描く。5は 1条の隆起線が引かれる。 6・ 7は沈線により無文帯と縄文帯を描く。 8は条

線文が施文される。 9は無節Lrが縦回転施文される。

土製品として土器片錘が6点 (11～ 16)出土している。

このほかに、黒曜石のfll片及び砕片が19点出上している。

所 見 本住居跡出土土器には、第12号住居跡出土のものと接合するものがあり遺構間の関連が

窺われる。本住居跡の時期は、出土遺物に中期後半の加曽利E3式上器が見られることから同期

の所産と考えられる。

-43-

号 P3 P4 P7 P8

竪 (cm) 311 32 24 24 30 26

架さ (clll) 39 22 36 30 27

番号 P13 P16 P17

蟹 (cm) 24 24 28 40

架さ (clll) 35
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1 76YR4/6 褐色 ローム中徴、ローム小少、ローム粒中

2 75YR4/6 褐色 焼土小微、炭化粒微、ローム小・粒少

3 7うYR4/6褐 色 ローム粒中

4 76YR76 褐色 炭化粒少 。ローム粒中

5 75YR4/6 褐色 ローム粒多

6 ■5YR4/6 褐色 ローム小 粒少

7 ■5YM/6 福色 焼土小少、ローム小・粒少

8 ■5YR4/6 褐色 焼土小少、焼土粒微、ローム小・粒少

9 75YR4/6 褐色 焼土小少、焼土粒中、ローム小・粒少

10 7う YR4/6 禍色 焼土小多、焼土粒極めて多、炭化粒少

11 5YR4/8 赤褐色 焼土中・小少、焼土粒中、ローム大少

12 7う YR4/6 褐色 焼土粒少、ローム小・粒少

13 10YR4/6 褐色 ローム大・中少、ローム小・栽中

14 ■5YR4/6 褐色 ローム粒極めて多

15 ■5YR4/6 褐色 炭化粒微、ローム粒多

16 75YR4/6 褐色 ローム粒中、黒色土プロック少

17 75YR4/6 褐色 焼土粒中

18 柱穴覆土

a

第29図 第15号住居跡・炉
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・土器
。土製品

第30図 第15号住居跡遺物出土状況

第15号住居跡出土土器

図ONo 器種 部位 法量 (clll) 色調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

深鉢 底 ６

＆

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石
∩

無文。器面荒れる。 Nc208

第15号住居跡出土土製品

図

'仮

血 種類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚さ (clll) 重量 周縁整形 備考

上器片錘 S工15 完 形 555X325 Z0 全周磨り 切り目1対

土器片錘 一部欠 52X305 OB 160 一部磨 り 切り目lヶ

土器片錘 S115 一部久 52X49 α85 240 打 割 切り目lヶ、打ち欠きlヶ

土器片錘 SI‐ 15 完形 alX5,8 500 全周磨り 切 り目 1対

土器片錘 SI‐ 15 2/3 4B5× 5И 350 全周磨り 切り目1ケ

土器片錘 SI‐ 15 19× 26 全周磨り 切り目lヶ
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0                10cm

第31図 第15号住居跡出土遺物

第16号住居跡 〔SI-16)(第 32～40図  PL8。 9・ 47～ 49・ 53・ 54)

位 置 調査区西端EoD-15～ V区に位置する。

重複関係 なし。

規 模 長径 (炉 1・ 2上を通るライン)6m× 短径 (長径と直交し、炉 1・ 2の中間を通るライン)5.64

mの精円形で、南東側がやや張り出している。確認面からの深さは18～ 42clllを 測る。

壁 遺存状況の良い所では外傾ぎみに立ち上がる。

床 ほぼ平坦であるが、住居中央に向かって全体的に緩やかにくぼむ。特に踏み固められた所は

見られない。南東側の床面には壁から離れて壁溝が確認され、住居空間の拡張を行った様な状況

が窺われえる。全体の形状からしても南東部壁が歪んでいる。

炉 炉 1は長径80cm× 短径66cmの精円形を呈し、深さ52clllを測る。炉の壁は一部のみが焼けて赤

∩
16
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○
山

|

1 7うYR4/4 褐色 ローム中～粒少

2 757R3/3 暗褐色 焼土粒微、炭化粒極めて微、ローム小・粒少

3 75YR4/6 褐色 焼土粒少、ローム小少、ローム粒中

4 ■5YR4/4 褐色 焼土粒億 炭化粒後、ローム中微、ローム小少、ローム粒中

5 ■5YR4/6 褐色 焼土減少、炭4LM少 、ローム小少、ローム粒中

6 ヱ5YR4/6 褐色 焼土小少、焼土粒中、炭化粒少、ローム小徴、ローム粒中

7 密 YR4/4 褐色 焼土小 粒少、炭化粒少、ローム小少・ローム粒中

8 76YR4/6 褐色 焼土小 粒少、炭化粒徹、ローム小少 ローム粒中

9 Ъ YR4/6 褐色 焼■/1N・ 粒少、炭化粒少、ローム小微、ローム粒少

10 7うYR4/6 褐色 炭化縦微、ローム小 粒微

11 75YR4/4 褐色 焼土小少、焼土粒多、炭化粒少、ローム小少、ローム粒中

12 7うYR4/6 褐色 焼■小微、焼■粒少、炭化粒少、ローム小少、ローム粒中

13 75YR4/4 褐色 焼土小 粒少、炭化粒少、ローム小・粒少

14■5YR4/4 褐色 焼土小中、焼土粒少、炭化物微、炭化粒少、ローム小 粒中

15■5YR4/6 褐色 焼1/1ヽ・粒少、炭ILH極 めて微、ローム小 粒中

16 ■5YR4/4 褐色 焼上小少、焼土粒中、炭化物 粒少、ローム小少、ローム粒中

17 ■5YR4/6 褐色 焼■小多、焼土粒中、炭化粒少、ローム小少、ローム粒中

18 ■5YR4/4 褐色 焼土小・粒中、炭化粒微、ローム小 減少

19 75YR4/4 褐色 焼と小少、焼土粒中、炭化粒撫 ローム小少、ローム泣中

20 5YR3/4 暗赤褐色 焼■HEめて多、炭化栽微、ローム小少、ローム粒中

21 5YR3/3 暗赤褐色 ローム小少、ローム粒微

22 75YR4/4 褐色 焼上小・粒少、炭化粒微、ローム粒少

0           2m

23 ■5YR4/4 褐色 焼土粒微、炭化粒少、ローム小少、ローム燕中

2Z Z5YR4/6 褐色 焼土粒少、炭化助少、炭化粒中、ローム小 粒中

25 ■5YR4/6 褐色 焼土小少、焼土粒微、炭化粒微、ローム小少、ローム粒中

26 75YM/6 褐色 焼土小少、焼土粒微、炭化粒極めて微、コーム小少、ローム粒中

27 Z5YR4/4 褐色 焼土粒微、炭化粒極めて僚、ローム小・粒少

28 75YR4/4 褐色 焼土粒極めて微、ローム小少、ローム紋中

29 獅 YR4/4 褐色 焼上粒極めて僚、炭化粒僚、ローム小微、ローム粒少

01
卜
．〇
劇
Ш

，
劇

ミ

A267

B267

C267 C'

第32図 第16号住居跡
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変している。炉底面は平坦で焼けた様子がほとんどない。断面形態はバケツ形 (炉壁が外傾 ぎみ

に立ち上がる)を呈する。炉 2は長径72cm× 短径62cmの不整円形を呈し、深さは58cIIlを測る。底

面に径30cm、 深さ16cmの小ピットが中央からやや北東寄 りに設けられている。断面形態はバケツ

形 (炉 1に よく似ている)を呈する。炉壁の南東側と中段のテラス部分の一部は焼土化し、赤変

している。

本住居跡では炉が 2基検出されており、ほかの住居の炉に比べ深 く、円筒状を呈する。深鉢形

土器が設置されていたことが想定される。炉 1は焼けた面が散浸で、 2基の炉が同時存在したと

は思われず、時間差が感じられる。いずれの炉の覆土も焼土地が多量に入るわけではなく、土器

埋設炉の可能性の傍証となろう。

桂 穴 主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5。 P8の 6本からなり、径26～ 52cm、 深さ61～

118cmを 測る。これらは六角形に配される。P6は周溝、P7は周溝の途切れ日、P9は壁際に

配されるが性格不明である。

第16号住居跡ピット

壁 溝 住居の北側 2/3を巡り、幅10～26cm、 深さ4.5～ 15clllを 測る。南東と南西側で4ヵ 所切

れ目があり、南東側は特に大きく途切れている。入り口でもあったのだろうか。また、若千ずれ

るがP7-P9を 結ぶラインで壁溝が途切れていることも指摘できる。

覆 土 覆土は29層で構成されている。遺物は上・下層を聞わず出土している。

遺物出土状況 多量の遺物が出上し、ほとんどが床面から浮いた状態であり、堆積過程中に投棄

されたものと思われる。完形品は1点 もなく、底部を欠いた深鉢が 1点、日径の復元できるもの

が10点みられる。

出土遺物 出土遺物は深鉢形土器がほとんどで24。 25の特殊な器形を呈するものが若干みられ

る。深鉢形土器には1の ように器形がキャリパー形を呈するものや、6の ようにその退化した器

形が窺えるもののほか、 2。 3・ 4の ように日縁が短く内湾し胴部にかけて自然にすぼまるもの

もある。また、 5。 11の ように口縁部が緩やかに内湾し胴部にかけてすばまるものや、 9の よう

な口縁部が外傾するものもみられる。底部は概して小さいものが多く、37・ 41。 45の ような底部

側縁が張り出すものもみられる。

1は胴部上半部分で、断面三角形の微隆起線によって渦巻文を隙間なく描き、下半に幅の狭い

無文帯を垂下させる。頸部以下の無文部以外には区画内外に縄文が施文される。 2。 3～ 7・ 9

は口縁部に沈線や凹線が 1条巡り無文帯を形成し、地文には比較的多様な縄文が施文される。2

番号

径 (cm) 411 26 52 34 4Cl

深 さ (cm)
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⑮

。53
61

第33図 第16号住居跡遺物出土状況

は単節縄文の施文方向を変え部分的に羽状構成をとる。 3には複節縄文と無節縄文が施文されて

いる。16の 地文も複節RLRである。12・ 13・ 15は口縁部に隆起線による区画文が横位に展開し、

区画内に縄文が施文されている。18～251よ微隆起線によって区画文が描かれており、18～20な ど

の区画の幅の狭いものと、22～25の幅広のものが見られる。18。 21に は胎土に金雲母片が多 く合

まれる。このほか、26～29の ような沈線によって区画文が描かれるものが存在する。14は日唇端

部をつまみ上げ、これに沿いなでて無文帯を作 り出し、波頂部から無文帯下まで微隆起線文を垂

下させる土器で、あまり類例を見ないものである。また、30の ように縄文と条線文の併用例も見

られる。31は条線文のみが施文されるが、胎上の特徴から前期後半の土器の可能性が考えられる。

30・ 33の器面には炭化物が付着している。34～45は底部で、底面近くに弱い括れが見られ、外面

はなでや磨きのなされるものが多い。
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土製品として土器片錘が10点 (46～ 55)、 有孔円盤が 2点 (56。 57)、 土製円盤が 5点 (58～

62)出土している。

石器は5点である。63は両刃礫、641ま 敲き石、65は 凹み石、661ま石錐の完存品である。縦長剥

片を用いて、両面に細かく2次調整を施している。つまみは三角形を呈する。67は スクレイパーで、

剥片の 2側縁に両面から2次調整を施し刃部をつけている。このほかに、黒曜石剥片 2点、質の

悪いチャー ト剥片 2点等が出土している。

所 見 本住居跡の炉はほかの住居跡とは異なり、断面形態が特異であり、状況的にもいずれも土器

坦設炉であった可能性が考えられる。しかしながら、埋設したと考えられる土器は確認されず、住居

廃棄時に排除されてしまったものと思われる。また床面に住居拡張の痕跡が確認されている。これら

のことから、本住居跡は住居内の設備や構造を変えながら使用された可能性が考えられる。しかしな

がら、柱構造は変化の様子が見られないことから、屋根構造などは同様であった可能性が指摘できる。

また、本住居跡出土土器には、第 1号竪穴遺構出土のものと接合するものがあり、遺構間の関

連が窺われる。本住居跡の時期は、出土遺物に中期後半の加曽利E3式土器が見られることから、

同期の所産と考えられる。

第16号住居跡出土土器

図MNl 繰 部位 法量 色 調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

l 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ

にぶい黄橙 石 英 ,長 石

◎、赤色粒
△

平縁。キャリパー形を呈する。微隆起線による
渦巻文が口縁部に展開し、顕部以下は区画文が
垂下し、区画内は無文となる。

No335
汎化物付着

2 深鉢 口縁 ４

５７

Ａ

Ｃ
明責褐 る英・長石

◎
平縁。胴部から外傾する器///。 日唇部はやや広
湾し、沈線が巡り無文帯作出。以下はRL縄文方
施文され、一部羽状を呈する。

N0228

3 深 鉢 口縁 Ａ

Ｃ
rHR 石英。長石・

砂粒○、金
雲母△

平縁。胴部から外傾する器形。日唇部はやや広
湾し、凹線が巡る。以下にはLRL複節縄文及0
Lr無節縄文が施文される。

No211
炭化物付着

4 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ
〔1■ 6〕

(93)

灰褐 る英・長石
○

平縁で小型の上器。胴部から外傾する器形。日
唇部はやや内湾し、凹線が巡る。以下にはLr縄
文が施文される。

Nd214

炭化物付着

5 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ
〔219〕
(135)

にぶい責橙 石英  長石 胴 部が内湾す る器形。 日唇部 には凹線方

以下 にはRL縄文が施文 される。

縁
る

平
巡

Nα209
炭化物付着

6 深 鉢 口縁 Ａ

Ｃ
〔328〕
(87)

にぶい褐 石央・長石・

赤色粒△
平縁。緩いキャリパー形となる。日唇部下には
沈線が巡り、無文帯が作出される。以下にはLR
縄文が施文される。

No210
炭化物付着

7 深鉢 口縁 ６

４

Ａ

Ｃ
にぶい責橙 石英・長石

黒色片◎
平縁。口縁部が緩 く内傾する器形。口唇部には
浅い凹線が巡る。以下はRL縄文が施文される。

NOな し

8 深鉢 口縁 Ａ

Ｃ
〔255〕
(73)

浅黄 石英 。長石
○、砂粒・

赤色粒△

平縁。日縁部が緩 く内傾する器形。日唇下より
LR縄文が施文される。日縁内面の一部が沈線り
に凹む。内面磨かれる。

NQ213
炭化物付着

9 鉢 口縁 Ａ

Ｃ
〔325〕
(76)

捨 石央・長石
○、黒色粒・

赤色粒△

平縁。日縁部が直立する鉢と考えられる。日縁
部に幅の広い無文帯が作出され、凹線が巡る。
以下にはLr縄支が施文される。

No232

深 鈷 □縁 Ａ

Ｃ
〔283〕
(57)

にぶい黄橙 石英・長石
◎

平縁。口縁部が緩 く内傾する器形。日唇都下に
隆起線が巡る。以下はRL縄文を地文に、凹線に
よる「∩1状文が描かれる。

NOな し

深鉢 口縁 Ａ

Ｃ
〔192〕
(77)

にぶい黄橙 石英・長石
○

平縁。□縁部が緩く内傾する器形。日唇部下に
なでによる狭い無文帯を作出。以下はRL縄文を
施文する。

Noな し
尻化物付着

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

58
(112)

橙 石英・長石
◎、雲母△

底部から外傾して立上がる。上位には単節LR縄
文が施文される。下位は無文でナデられる。底
部の器厚は薄手。

N0215

深鉢 底
５

１０

Ｂ

Ｃ

明赤褐 石英 ,長石
◎

底部から外傾して立上がる。上位にはRL縄文が
施文され、下位は無文である。下半浅い沈線状
の痕膝。やや上げ底で、側縁はヘラ削り。

No216
内面 に炭化物
付着
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第34図 第16号住居跡出土遺物 (1)
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第35図 第16号住居跡出土遺物 (2)
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第36図 第16号住居跡出土遺物 (3)
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第37図 第16号住居跡出土遺物 (4)
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第38図  第刊6号住居跡出土遺物 (5)

図ONo 器種 部位 法畳 色 調 胎 土 器形 。文様の特徴 備考

深 鉢 底 Ｂ

Ｃ

橙 石英 長石

○

無文。外面ヘラミガキ。 No225

深鉢 底 B:〔 66〕

Ci(38)
にぶい橙 砂粒○ 無文。外面ヘラミガキ。底面ヘラ削りの後ナデ。

側縁端部張る。内面丁寧なナデ。

Nα223

深鉢 底 B:〔 52〕

Ci(23)
橙 石英・長石

○

無文。外面・底面ヘラナデ。 Nα226

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

橙 石英 。長石

○

器面の一部に単節LR。 下半無文。やや上げ底。

外面ヘラナデ。

INIo227

深鉢 底 B:71
C:(22)

にぶい橙 石英・長石

○

底面凸レンズ状。無文。底面に製作時の圧痕あ

り。内外面にヘラナデ。

No219

深 鉢 底 Ｂ

Ｃ

〔67〕

(41)

橙 石英 長石

○

底面凸 レンズ状。無文。外面ナデ。側縁端部張 る。 Nα222

深91t 底 ７

４

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石

△

無文。器面荒れる。底面丁寧なナデ。 Nα220

深鉢 底 Ｂ

Ｃ

にぶい黄橙 石英・長石・

金雲母◎

無文。底部側縁擦 れる。底面丁寧 なナデ。 No224

44 深鉢 底
Ｂ

Ｃ

橙 石英 。長石

○、赤色粒

△

無文。底面ヘラ削りの後ナデ。 No218
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図顔No 器種 部位 法量 (cll) 色調 胎 土 器形 。文様の特徴 備考

45 深鉢 底 B:〔 83〕

C:(2B)
黒 石英 。長石

○

無文。外面・底面丁寧な ミガキ。底部lml縁張 る。 Nd217

戊化物付着

第16号住居跡出土土製品

図ONQ 種類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚 さ (cm) 重量 (g) 周縁整形 備考

土器片錘 S工16 完形 28XZ6 80 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 S116 完形 30× 25 075 60 全周磨り 切 り目 対

上器片錘 Sと 16 完形 32× 24 68 80 全周磨り 切り日 対

49 土器片錘 S工 16 完形 355× 27 68 160 全周磨り 切り日 対

土器片錘 S116 一部久 325× 30 lZ0 一部磨り 切り目 姑

土器片錘 S116 2つ X265 035 8Ю 打 割 切 り目 ケ

上器片錘 S116 2/3 3B X 335 075 全周磨り 切り日 ケ

土器片錘 Sと 16 &lX&3 G7 100 一部磨り 切り日 ケ

土器片錘 Sと 16 3,7X375 095 1■ 0 全周磨り 切り目

土器片錘 S116 一部久 &4× &5 125 995 無調整 切り日 対

有子し円盤 S工 16 ■6× 71 lЮ5 為_0 全周磨 り 裏面より穿孔 未貫通

有Tし円盤 S工16 完形 295X32 α8 160 全周磨り 裏面より穿孔 未貫通

円盤 2/3 41X■0 全周磨り 楕円形

円盤 S116 325× 46 α6 lα 0 全周磨り 楕円形

円盤 S工 16 31X41 120 一部磨り 円形

円盤 Sと16 1/2 37× 525 2&0 一部磨り 楕円形

円盤 S116 一部欠 485× 50 220 一部磨り 円形

第16号住居跡出土石器

図ONQ 出土地点 器 種 長さ (clll) 幅 (clll) 厚さ (clll) 重量 (g) 石材 備考

覆土 両刃礫 (68αO) 砂 岩 石25 敲打痕 と研磨面 あ り

覆土 敲き石 136 盈6 6B 馳 0 石英斑岩 石26 被熱

覆土 凹み石 (94) (2050) 婁母片岩 石27 表面に四み

覆土 石錐 09 チャート 石28 先端に光沢のある使用痕

覆土 スクレイパー 13 チャート 石29 主要剥離面が残る
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2.竪穴遺構 (SX)

第 1号竪穴遺構 〔SX-1(旧第10・ 11号住居跡)〕 (第41～坐図 PL9・ 49。 50。 53)

位 置 調査区中央南側のV-25・ 26付近に所在。

重複関係 第9号住居跡と重複し、新旧関係については明確ではないが、出土土器から本遺構が

古いものと考えられる。

規 模 遺物出上位置からおよそ長径8m× 短径5mの不整な精円形と推定される。

壁 明確な立ち上がりが確認できなかった。遺物の垂直分布から10cm程度か。

床 平坦であったが床面は明瞭でなく、特に踏み固められたところはない。

炉 明瞭なものは確認できなかったが、小規模な焼上の堆積が見られた。第9号住居跡内の炉2

が本遺構にかかわるかも知れない。

桂 穴 確認されていない。

覆 土 覆土は暗褐色土でローム層への変化が漸移的であった。遺物は暗褐色土から出土してい

る。

遺物出土状況 比較的まとまって面的に遺物が出上し、およそ10cm幅 の垂直分布を持つ。完形品

(十 日S卜10)

(十 日SI-11)

●  4

・土器
。上製品

⑬
。24

°
・7

跳
螂

第41図 第 1号竪穴遺構遺物出土状況
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は見られないが 1・ 2の大型土器の破片なども出上している。遺物の出土状況は大きく西側と東

側のまとまりが見られる。そして、第16号住居跡出土土器と接合する破片も出上している。

出土遺物 1は口縁部に凹線による無文帯を持ち、胴部に下垂文が10単位描かれ、縄文帯と無文

帯が交互施文される。 5。 6は鉢形土器の口縁部であり、 6には粘土板を貼 り付けた把手が付 く。

17は薄手で丁寧な作 りの上器で、特殊な器形を呈し、第16号住居跡の24・ 25と も同一固体と考え

られる。

2は大型の深鉢形土器の胴部破片であり、 2本組の隆起線によって区画文が描かれ、隆起線間

は無文となる。 3の内面及び外面には炭化物が付着している。 4は口縁部が直立するもので、縄

文施文部分に赤色顔料 らしいものが付着している。 7は日縁部が波状となり、波頂部には穴が開

き把手となる。12に ついても2本組の隆起線による文様が描かれる。

土製品として土器片錘が 8点 (20～ 27)出土している。

所 見 本遺構は当初第 9号住居跡と重複する別な複数の住居跡 (旧SI-10・ 11)と して調査を

開始したものである。しかしながら、明確な壁・床・柱穴などは確認できず平面形態が明瞭でな

かったことから、現地調査では住居跡から除外され遺構平面図は作成していない。しかしながら、

遺物が一定のまとまりで出土している状況があり、単なる包含層として括ることも妥当でないこ

と考えられることから、ローム層を明瞭に掘 り込まない浅い皿状の遺構との解釈で竪穴遺構とし

て扱った。 1基の遺構として報告してはいるが、遺物の分布状況や出土土器から2基の遺構の重

第1号竪穴遺構出土土器

図版No 器種 都位 法量 (clll) 色調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

l 深 鉢 日縁 盈

ａ

Ａ

Ｃ

にぶい責橙 石英・長石・

赤色粒△、

砂泣○

平縁。キャリパー形を星する。日唇部下に凹線

が巡り無文帯が作出さ、以下には凹線が垂下し

無文帯と縄文帯の交互施文となる。

Nd196

炭化物付着

4 深鉢 口縁 器

０

Ａ

Ｃ

にぶい褐 石英・長石・

砂粒○

平縁。口縁部が直立する器形。日唇下に幅の広
い無文帯が作出され、隆起線が巡る。以下には

R蝶文が施文される。

Nd187

器面に赤色顔

料付着

図版No 静 笹 部位 法量 (cm) 色調 胎土 器形・文様の時徴 備考

深 鉢 底 Ｂ

Ｃ

にぶい黄褐 石英・長石

△

無文。器面荒れる。 Nd188

第 1号竪穴遺構出土土製品

図8Nd 種類 出土位置 残存 大きさ (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 周縁整形 備考

土器片錘 Sttl 完形 455X35 230 全周磨 り 切 り目 1対

土器片錘 SX-1 一部欠 5■ X3お OB 170 一部磨り 切り目1対

土器片錘 SX-1 晃形 56× &ユ α95 23Ю 全周磨り 切り目1対

土器片錘 SX■ 完形 48X29 145 210 一部磨り 切り目1対

土器片錘 S准 1 Z9X&6 &0 一部磨り 打ち久 き lヶ

25 土器片錘 SX■ 32X395 盈0 全周磨り 切り目lヶ

土器片錘 S准1 一部欠 60X595 500 一部磨り 切り目lヶ

27 土器片錘 Sみl 一部欠 5お X54 0遇5 860 一部磨り 切 り目 lヶ
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第44図 第 1号竪穴遺構出土遺物 (3)

複の可能性がある。本遺構出土土器には第16号住居跡出土のものと接合するものがあり、遺構間

の関連が窺われる。本遺構の時期については、出土遺物が中期後半の加曽利E3式上器が見られ

ることから同期の所産と考えられる。

3.土坑 (SK)

土坑は全部で38基検出された。分布は調査区中央から東側にまとまっている。ほとんどの土坑

が詳細な時期が不明で、判明したものは第16・ 33・ 44・ 50・ 51号土坑の 5基のみである。また、

第28・ 31。 32・ 33・ 34,35・ 36号土坑の7基は形態から陥し穴と考えられるものである。長軸方

向は第34号土坑以外、北から西に15～ 30° 程振れ比較的揃っており、大きな時期差はないものと

思われる。これらの土坑の帰属時期については出土遺物が明確でないものが多いが、多 くは中期

のものと想定される。

第16号土坑 〔SK-16〕 (第49～51図  P L12・ 50・ 53)

位 置 2G-25・ 26区 に位置する。

規 模 長径195cm× 短径165cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは63cmで ある。

長径方向 N-3° 一W

断面形態 壁は外傾し、底面は平坦である。

覆 上 自然堆積の状態を示し、遺物は覆土上層から出土している。

出土遺物 1～ 4は全て深鉢である。1は大型の深鉢形土器で逆U字状区画文を描く。 2は 口縁

部に無文帯が区画されたものである。4は底部である。このほか土製品として土器片錘が 1点 (5)

出土している。また、図イとしてはいないが軽石片が 2点 とチャート剥片が 1点出上した。

所 見 出土遺物から中期後半の加曽利E3式期の遺構と考えられる。
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ソヽ

C

ソ  ml

■5YR4/4 褐色 炭化切微

75YRV4 褐色 ローム泣中、黒亀主小少

ヱSYR4/4褐色 ローム小少、ローム粒中、文化蔵徴

75YR4/4褐 色 ローム大 中 小気 炭化粒無

75YR4/6 褐色 ローム逆中、炭化激無

75YR4/6偶 色 ローム粒中、皮化ua
75YR4/4褐 色 ローム中微 ローム激少、炭化切 江搬

猛5VIR4/4 褐t ローム大 中無、ローム荘少、えイヒ

" 
荘薇

■5YR4/4 褐色 ローム中僚、ローム粒中、炭化助篠

10 ■5YR4/6 褐色 ローム大 中縦、ローム小 粒歩
ll イ5コ望お 褐色 ローム中中、ローム小 荘多、炭Iヒ疵微

12 75YR4/6 褐色 ローム大 中、ローム中少、ローム小 蔵多 炭化切 拉撰
13 75YR4/4 褐色 ローム大 中中、ローム小 蔵中、炭ILp僚
14 巧YR4/6褐 色 ローム中中、ローム小 粒多、Aイヒ粒徴

15 おYR4/6 褐色

C'

27.0

SK-47

■    止
B271               B'

C27.1           4

イ5YR4/4 褐色 ローム荘少、黒色土ノロック微

Z5YR3/4 喀網色 ローム逆少、黒色土プロック少

仏5YR4/4 褐色 ローム41中

75YR4/S 褐色 ローム逆多、黒色iブロック篠

■5YR4/6 褐色 ローム粒中

75コ望お 褐色 災化蒻微

1 75YRV6 褐色 ローム粒歩
2 75414/4 褐色 ローム中 小少 ローム荘歩
8 75VR4/4 褐色 ローム大微、ローム粒多
4 75YR4/6 褐色 ローム中 小少、ローム荘海めて少

271
3

1 75YR4/6鰺
、難 三省ガ

コ W戒中、則

2 5YR4/6 にメい赤縄色 焼土小
`

少、焼IVLゆて

多、炭化疵中

:蹴控齢轍、幣1杵―廿_ゴm

第46図  第25～ 28・ 45'47号土坑
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＞

博
Ｎ
ＬＯ

‐
／
に
＼
‐

ユ

|>

1

2

3

4

5

6

7

■5YR3/3 暗褐色 焼土粒微、炭化物微、 ローム粒少

お YR3/4 暗褐色 炭化物微、ローム大微、 ローム小・粒少

■5YR4/4褐色 炭化粒欲 ローム大・粒少

75YR4/4褐色 ローム粒少

■5YR4/4褐色 ローム小・粒少

■5YR4/6褐色 ローム粒中

■5YR4/6 禍色 ローム大微、ローム小少、ローム栽中
十二

B271

1 7うYR4/3 褐色 炭化粒微、ローム小微、ローム粒少

2 75YR3/3 暗鶴色 焼と小微、コーム小少、ローム粒微

3 獅 YR3/4 暗褐色 ローム大 粒微

4 75YR4/4褐色 ローム戒中

5 7う YR3/3 暗褐色 ローム粒徴

6 75YR4/4稿色

7 晦 YR4/6褐 色 焼土粒微、ローム大微、ローム粒中

8 10YR4/6 褐色 ローム大少、ローム粒中

9 務 YR4/6褐 色 炭化粒紋、ローム粒中

107544/4 福色 ローム中概、ローム粒中

11 7うYR4/4 褐色 ローム大久 ローム粒中

12 10YR4/6 福色 ローム大中、コー4中少、ローム粒多

13 密 YR4/4 福色 ロームk/1、 ローム栽中

14 10YR4/6 褐色 ローム大少、ローム粒中

15 75釈 76 褐色 ローム小少、ローム救中

16 71jYR3/3 暗褐色 焼土粒憮 ローム小微、ローム粒少

17 75YR4/3 暗褐色 ローム中 粒少、ローム小中

18 75YR4/4 褐色 ローム中微、ローム小少、ローム粒中

19 10YR4/6 福色 ローム中微、ローム粒多

2117うYR4/4 褐色

B26.9

＞
．

＞

Ю
Ｎ
Ｌ |>

ユ

勢

ゝ

＞

Ю
ω
・Φ

＞
】

|>

B27.1

SK-34

B'

B'B

＞
．

第47図 第31・ 32・ 34号土坑
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口

Ю
Ｎ
■

C C'

SK-33

1 ■5YR3/2 黒召色 炭化取微、ローム中微、ローム小少、ローム粒中

2 75YR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム中少、ローム小・粒中

3 75YR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム小少、ローム粒中

4 7う YR3/2 黒褐色 炭化粒微、ローム′卜微、ローム救少

5 75YR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム中少、ローム小 粒中

6 7う YR3/2 黒褐色 炭化粒微、ローム中徴、ローム小少、ローム粒中

7 7う YR3/2 黒褐色 RIL救微、ローム中微、ローム小 粒中

8 75YR3/2 黒褐色 ローム小微、ローム粒少

9 75YR3/2 黒福色 炭イ跡節撫 ローム中少、ローム小中、ローム粒多

10 75YR3/2 黒褐色 炭化粒微、ローム中 小少、ローム粒中

11 ■5YR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム小少、ローム粒中

12 ■5YR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム大微、ローム中小、ローム小中
ローム粒多

19 ■5Y赴《 暗褐色 炭化粒欲 ローム中微、ローム小少、ローム粒中

14 ■5YR3/4 暗褐色 炭化粒徴、ローム小少、ローム粒多

15 仏5Y略/4 暗褐色 炭化粒微、ローム中～粒中

16 75YR4/4 褐色 炭化粒微、ローム小徹、ローム粒少

17 獅 YR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム中少、コーム小中、ローム粒多

18 ■5YR4/4 褐色 炭イヒ粒薇、ローム大欲 ローム粒少

19 7うYR3/4 暗褐色 炭化粒微、ローム小少、ローム粒中

ん|二

C27.1

③ ＞

時
却

ｏ
|>

B
B'

＞
．

B270 B'

B269

|>   o

SK-36

1二

B'

第48図  第33・ 35・ 36号
=上

坑

-68-



hl

A A'

SK-41

A'

ム疵少

5 7aR4/6 褐色 ローA粒中

a31 cal

0                2m

O

0           1m

270

)一 i哲鋤
4 75YR4/4 召色 焼主粒少、

SK-16       口

=4刑

報、ロー

6 7NR4/6 褐色 ローム粒中

- 7 7う
M 褐色 ローム煙中

8 75YRV6褐色 ローム江多

9 75YR4/6 得色 貴化切微、

長イヒ蔵少、ロー

ム小中、ローム

粒歩

A26.8

1 ■5YR4/6 褐色 焼■ua、 愛ILb 粒微、ローム大 中少、ローム粒中

2 75YR4/6褐t 境■疵中、財 ヒ切少、炭イヒ蔵微、ローム小少、ローム散中

3 5YR4/8 赤欄色 焼■蔵極めて多、ローム粒少

4 75YR4/6 赤褐色

5 7allR4/6 褐色 ローム大～小少、ローム粒歩

6 イ544/4褐色 ローム大 小少、ローム蔵中

7 75YR4/4 褐色 ローム小少、ローム江中

I 磨YR4/6 褐色 コーム大～小外 ローム紅多

2 おYR4/4 褐色 ローム大 小少、ローム世中

SK-44

0           2m
|

SK-43

第49図 第16・ 40～44号土坑
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第16号土抗出土土器

図MNo 器 種 部位 法量 (cl l) 色調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

l 深鉢 胴 C:(383) 浅責橙 石英。長石 '

雲母◎

大型土器の胴部破片。 2本組の隆起線による区

画文が施され、区画内はR醜文を施文。区画間

は無文帯となるが一部縄文施文。

NL270

炭化物付着

2 深鉢 口縁～胴 A:〔 373〕

C:(213)
にぶい責橙 石英・長石

◎、黒色片
△

平縁。キャリパー形を呈する。口唇部下に凹繰

が2条巡り無文帯が作出さ、以下には単節R醍
文施文。日唇部が肥厚する。

NQ271

4 深鉢 底 “
婢

Ｂ

Ｃ

にぶい責橙 石奥・長石
◎、赤色荘
△

底面凸レンズ状となる不安定な底部で厚手。無

文であるが内外面にミガキが施されている。

NQ273

第16号土坑出土土製品

図MNQ 種 類 出上位置 残 存 大 きさ (clll) 厚 さ (cm) 重量 (g) 周縁整形 備考

土器片錘 S【16 一部欠 435X412 220 打割 切り日1対

第33号上坑 〔SK-33〕 (第48・ 51図  P Lll・ 53)

位 置 Y・ Z-27区 に位置する。

規 模 長径3.20cm× 短径165cmの長精円形を呈し、確認面からの深さは83cmを 測る。

長径方向 N-25° 一W

断面形態 壁は外傾し、底面は平坦である。

覆 ± 19層 からなる。

出土遺物 土製品として土器片錘が 1点 (1)出土している。

所 見 形態的に陥し穴と考えられ、第32号土坑と形態的に類似し近接して存在する。遺物とし

て中期後半の土器片錘が出土しており、同期の遺構と考えられる。

第33号土坑出土土製品

第44号上坑 〔SK-44〕 (第49。 51図  P L13・ 50'53)

位 置 C・ D-13・ 14区に位置する。

規 模 長径166cIIl× 短径150cmの 円形を呈し、確認面から深さは38cmを 測る。

長径方向 N-125° 一W

断面形態 壁は外傾し、底面は平坦である。

覆 土 覆上の下層から遺物が出上している。

出土遺物 1は深鉢の底部で、張り出すものである。底面は赤彩されている。このほか土製品と

して、土器片錘が 4点 (2～ 5)、 有孔円盤が 1点 (6)、 土製円盤 1点 (7)、 焼成粘土塊 (8)

が出上している。

所 見 出土遺物から中期後半の加曽利E3式期の遺構と考えられる。

-70-

図版随 種類 出上位置 残存 大 きさ (c ll) 厚 さ (clll) 重量 (g) 周縁整形 備考

1 土器片錘 SK 33 2/3 265X27 90 全周磨り 切り目1ケ
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第50図 第16号土坑出土遺物 (1)
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第44号土坑出土土器

図版No 器 種 部位 法畳 (cm) 色調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

ユ 深鉢 胴～底 ２

Ｈ

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石

○

底部 は厚手で、胴部へ外傾す る。胴部 には雑 な

条線文が施文 される。底 部はナデ られ、底面 は

ミガキが施 される。

NQ278

第44号土坑出土土製品

図8NQ 種類 出上位置 残存 大きさ (cm) 厚さ (cm) 重 量 周縁整形 備考

2 土器片錘 SK 44 完形 59× 34 240 全周磨 り 切 り目 1対

3 土器片錘 SK 44 完 形 51X475 220 一部磨り 切 り目 1対

4 上器片錘 SK理 一部欠 45× 36 580 一部磨り 切り目3ケ

5 土器片錘 SK理 完形 ■l X 305 200 打割 切り目上端2ケ下端lヶ

6 有孔円盤 SK理 完形 75× 7■ 全周磨り 表裏より穿孔

7 円盤 SK44 29× 75 全周磨り 楕円形

8 焼成粘土塊 SK理 完形 32× 30 Nα280

第50号土坑 〔SK-50〕 (第52～54図  P L13・ 51)

位 置 2E。 2F-16。 17区に位置する。

規 模 長径180cm× 短径157cmの不整円形を呈し、確認面からの深さは75cmを 測る。

長径方向 N-95° 一E

断面形態 壁は外傾し、底面は平坦である。

覆 土 遺物は覆土下層・底面から出土している。

出土遺物 前期末葉の土器が出土している。 1は図上で口縁から底部にかけての器形が復元でき

たものでバケツ形を呈し、結節縄文が横位施文される。 3は日唇に刻目が施され、いずれも結節

縄文が横位施文される。

所 見 本遺構の時期は、出土遺物から前期末葉に属すると判断される。当地域においてこの時

期の遺物は出土するものの、明確な遺構 としては稀な存在である。遺構の形態としては後の時期

に盛行する貯蔵穴を想起させる。

第50号土坑出土土器

図dNo 静 種 部位 法量 (clll) 色 調 胎 土 器形 文様の特徴 備 考

1 深鉢 口 豚 ～ 炊 A:〔 271〕

B:〔 97〕

C :(365)

浅責橙 長石○、石

莫赤 ,色粒

△

波状縁。器形はやや外傾して開く。RL結節縄文

が全面に施文される。波頂部表裏に跨 り、縄文

原体の側面圧痕あり。日縁に意匠文あり。

Nα 255・ 256・

257の合成

2 深 鉢 口縁～胴 Ａ

Ｃ

〔225〕

(123)

褐灰 石英・長石

○

平縁。日辺付近に膨らみを持ち立上がる。日唇

部の一部に刻み目を施す。細いLr結東縄文を横

位回転で全面に施す。

Nα251

5と 同一個体

6 深 鉢 C,(166) にぶい赤掲 石英・長石 やや外傾する胴部破片。ヘラ状工具による調整
の後、Lr結節縄文が全面に横位回転施文される。

NQ254

7 深鉢 底 B:〔 100,

C:(45)
橙 石英 。長石

○

器面にLr結節縄文施文。底面ミガキ。 NQ253

8 深 鉢 底 Ｌ

蛹

Ｂ

Ｃ

にぶい赤褐 石莫・長石

○

器面にLR縄文が横位回転施文される。底面はミ

ガキ。

NQ252

炭化物付着
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④

26.9SK-37
SI-1 9pit

1

SK-49

27.0

26.3

1 75YR3/2 黒褐色 炭イヒ

" 
粒多

2 7う YR4/4 褐色 RIヒ切少、RIヒ江中、ローム疵多

3 75YR3/3 暗褐色 崇IL9中 、景イヒ粒多、ローム中 小微、

ローム疵少

4 ■5YR4/6 褐色

5 ■5VR4/6 偶色 別 ヒ物少、ローム粒極ゆて多

1 75VR4/6 褐色 焼■粒気 RIW気 ローム中少、

ローム小 荘中、黒色土プロッタ少

2 iOYR4/6 偶色 ローム小 粒題めて多

9 7う YR4/6褐 色 ローム大少、 ローム中～粒 中、

黒色土フロック少

4 ′SYR4/6偶 色 ローム小 )ヽ ローム4L中、黒色

主アロック少

5 ■5YR4/4 褐色 焼■小気 ローム中少、ローム

小中、ロームH歩、黒色■プロッタ少

6 75YR4/4 縄色 焼土大気 ローム拉極ゆて多

K

754V6 褐色 焼i粒微、脚 ヒ粒篠、ローム小少、ローム蔵中

75YR4/6 褐色 焼土蔵微、ローム中僚、ローム小少、ローム蔵

“7544/6 褐色 焼■戴微、炭北疵憮 ローム大 小少、ロームⅢ億

ローム粒中

獨色

］
①

2
34‐

4=

阜軽量〉
iゝ8

0                 1m
|

270

第52図 第37・ 48～ 51号土坑
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0                10cm
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第53図 第50号土坑出土遺物 (1)

-75-



0                  10cm

第54図 第50号土坑出土遺物 (2)

第51号土坑 〔SK-51〕 (第 52・ 55図  P L14・ 50)

位 置 2A-15区 に位置する。

規 模 長径90cm× 短径70clllの不整円形を呈し、確認面からの深さは45cmを 測る。

長径方向 N-15°一E

断面形態 壁は外傾し、底面は凸凹である。

覆 土 遺物は覆土・底面から出土している。

出土遺物 大型の深鉢で、キャリパー形を呈すると思われる。口縁部に微隆起線が巡り無文帯が

区画される。土製品として土器片錘が 2点 (3・ 4)出上している

所 見 当初は土器埋設遺構 として調査したが、遺物出土状況から土坑として扱った。出土遺物

から中期後半の加曽利E3式～E4式期の遺構と考えられる。

第51号土坑出土土器

図ONo 器種 部位 法量 (cm) 色 調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

l 鉢 日縁～胴 ■

６

Ａ

Ｃ

灰 褐 石英。長石・

金雲母◎

底部から大きく開き、口縁部がやや肥厚し内湾

する。口唇部下に隆起線が巡り無文帯となる。

以下にはLR縄文が施文される。

Naな し

第51号土坑出土土製品

図MNQ 種類 出上位置 残存 大 きさ (cn) 厚さ (cl l) 重量 (g) 周縁整形 備 考

3 土器片錘 MY-5 1/2 215X2■ α7 全周磨り 切り目lヶ

4 土器片錘 MY6 完形 仏3X■ 7 13 460 一部磨り 切り日1対
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第55図 第51号土坑出上遺物



4.土 器埋 設遺構 (MY)

調査エリア内からは3基の上器埋設遺構が確認されている。これらの遺構はいずれも掘 り込み

内に土器を埋設したものである。そして、これらの遺構は今回の調査エリア内の北側に寄って確

認された。遺存状況はいずれも良好ではない。

第 2号土器埋設遺構 〔MY… 2〕 (第 56・ 57図  P L14)

位 置 2G-17区 に位置する。

規 模 長径50cm× 短径45cmの 円形を呈し、確認面からの深さは10clllを 測る。

長径方向 N-30° 一W

断面形態 壁は外傾し、底面は平坦である。

出土状況 掘 り方を埋め戻 した後、掘 り方の北西寄 りに底面から2.5clll上 (2層上面)の位置に、

深鉢形土器底部が正位で確認された。本来土器の胴上部も存在したものと思われる。

出土遺物 2は深鉢の底部である。底部が突出した無文の土器で、底面が膨らみをもつ。外面の

下部にヘラ削 り調整が見られる。

所 見 出土遺物から中期後半の遺構と考えられる。

第 3号土器埋設遺構 〔MY-3〕 (第56・ 57図  P L14)

位 置 Z-12区に位置する。

規 模 長径 (50)cm× 短径38cmの精円形を呈し、確認面からの深さは9 cmを測る。

長径方向 N-45° 一E

断面形態 壁は緩斜 し、底面は皿状である。

出土状況 掘 り方を埋め戻 した後、土器よリー回り大きな掘 り込みを行い、深鉢形土器が正位の

常態で据えられている。確認時では底部のみであったが、本来は一定の大きさのものであった可

能性が高い。

出土遺物 1は深鉢形土器の底部で全面に縄文が施される。

所 見 出土遺物から中期後半の遺構と考えられる。

第 4号土器埋設遺構 〔MY-4〕 (第56・ 57図  P L15)

位 置 2C-9区 に位置する。

規 模 長径130cm× 短径100cmの精円形を呈し、確認面からの深さは 5 cmを測る。

長径方向 N-62° 一W

断面形態 壁は緩 く立ち上がり、底面は皿状である。
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出土状況 深鉢形土器が細かく割れながらも、土器埋設の状況が理解できる。掘 り方のほぼ中央

に埋設されている。

出土遺物 大型土器の底部で無文である。網代痕が底面に認められる。時期は中期前半であると

思われ、器種については浅鉢と考えられる。

所 見 出土遺物から中期前半の遺構と考えられる。

MY-2

2
1 7熱 ′も 褐色 ローム粒微

2 7`YR4/6 褐色 炭化粒微

3 7うYR4/6 褐色 ローム粒微

4 7うYR4/4 褐色 炭化粒極めて欲

―
④

0            1m

第56図 第 2～ 4号土器埋設遺構

第2～ 4号土器埋設遺構出土土器

�珍
MY-4

図UNo 納 部位 法量 (clll) 色調 胎土 器形・文様の特徴 備考

l 深鉢 胴～底

う

７

１７

Ｂ

Ｃ

にぶい赤褐 石英,長石・

金雲母◎

底部から外傾して立上がる。器面にRLA文 を縦

回転施文。底部側縁でナデられ無文。底面は荒
れる。

NQ259

M子3

2 深鉢 胴～底
Ｂ

４

１３

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石
◎

底部がやや括れ、胴部は外傾して開く。器面は

無文で一部ミガキが施される。

NQ258

MY2
炭化物付着

3 浅鉢 胴～底 ■

６

Ｂ

Ｃ

にぶい責橙 石英 。長石

◎

底径が大きく、者しく外傾する。器形はバケツ

状を星する。器面は無文。内面は丁寧にナデら

れている。底面には網代痕が残る。

NQ26tl・ 262

MY望
網代痕
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5.集石 (SS)

集石は石が一定の範囲でまとまって確認されたものである。その遺構を構成する石はほとんど

が円礫である。いずれの遺構も調査エリア内の北側で確認された。

第 1号集石 〔SS-1〕 (第58図  P L15)

位 置 2A・ 2B-3・ 4区に位置する。

重複関係 ほかの遺構との重複はない。

規 模 およそ長径 3m× 短径1.5mに広がる。細かく見れば南北に2つ のまとまりが確認で

きる。この集石に伴う掘り込みは確認できなかった。

出土遺物 集石は1・ 2層から出土し、レベル差はほとんどない。集石のまとまってみられる場

所は2カ 所あり、2A・ 2B-3区 と2B-4区 である。前者の方が分本を密にしまとまってお

り、後者は粗で数も少ない。

く
|

①

―

―

ノ

ｒ

‐
０
．出
ミ

＜

SS-1
下

1 75YR4/6 褐色 ローム粒多

里          止
1 75YR4/6 褐色

2 ソフトローム

3 不明

2m
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第58図 第 1・ 2号集石・遺物出土状況

ローム粒極めて多



所 見 集石の礫はいずれも確認面で検出されたもので、集石下には掘 り込みもなく、集石を構

成する礫自体に焼けた跡や使用痕跡なども認められないことから。この遺構の性格は不明である。

遺構の時期は遺跡の状況より前期から中期と考えられる。

第 2号集石 〔SS-2〕 (第58図 )

位 置 2A-8区 に位置する。

重複関係 SI-17と重複している。

規 模 残存径は44cm、 深さは13cIIlである。

出土遺物 覆土中から2点の礫が出土している。

所 見 この遺構は第17号住居跡の南壁で掘 り込みの断面が確認されたものである。同住居跡

内にも南側に寄って自然礫が数点確認されており、本集石と関連のあるものと考えた。いわゆる

集石土坑と呼ばれるものと同じと考えられる。遺構の時期は遺跡の状況より前期から中期と考え

られる。

6.焼土址 (FP)(第 59図  P L15。 53)

焼土址は5基 (FP-1～ 4・ 6)検出された。分布状況は第 1～ 3号焼土址が比較的近寄つ

ているが、全体的にまばらである。特に、第 1・ 2号焼土址は第2号土器埋設遺構に近接して確

認されている。そして、第2号焼土址は第50号土坑と重複し、第3号焼土址は第51号土抗と重

複している。これらの重複関係は焼土址の方が新しい状況が確認されている。

これらの遺構は、焼土址と命名したものの、硬化した焼け面は確認されておらず焼上が覆土中

から出土するだけであり、どちらかというと上坑に焼上が廃棄されたものと捉えた方が良いよう

に思われる。

出土遺物として第 3・ 6号焼土址から土器片錘が 1点ずつ出土している。

遺構の構築時期については、第 3号焼土址が出土遺物から中期後半と考えられるが、他は時期

判定となる遺物が見られず明確ではないが、およそ中期後半と想定される。

第3号焼土址出土土製品

図MNQ 種類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚さ (clll) 重量 (g) 周縁整形 備考

1 土器片錘 FP3 完形 95× 66 α9 800 全周磨り 切り目1対

-82-

第6号焼土跡出土土製品

図版h 種類 出上位置 残存 大きさ (clll) 厚さ (cm) 重量 (g) 周縁整形 備考

2 土器片錘 FP‐6 完形 63X57 500 打割 打ち久きlヶ



1 75YR4/6 褐色 焼主粒 す炭北粒 ローム粒徹

2 5Ⅵ望/6 赤褐色 焼土粒 炭化粒・ローム粒様

3 75YR4/4 褐色 焼土粒 炭化粒 ローム粒徴

1 75YR4/6 褐色 炭化物少、焼土粒・炭ILu ロームMal
2 75YR4/4 褐色 焼土粒 炭化物 ローム粒少、焼土小 炭化粒 ローム小少

3 75YR4/4 褐色 焼土粒少、焼土小 炭化粒 ローム粒少

4 5YR4/6 赤褐色 焼土大 中 炭化粒 ローム粒少、焼土小 中 ローム小少

5 75YR4/3 褐色 焼■小 粒 炭Ttu ローム粒微

6 75YR4/4 褐色 焼上粒 炭化粒 ローム粒微

7 5YR4/4 にぶい赤褐色 焼土小 粒 炭化粒 ローム粒撤

8 5YR4/4 にぶい赤褐色 焼土中 炭イヒ物 激 ローム粒微、焼土小 粒少

9 75YR4/4 褐色 焼土粒 炭化粒 ローム粒微

10 10YR4/6 褐色 焼土粒極めて微、炭化物 炭化粒微

■ 10YR4/6 褐色 焼土粒極めて欲 炭化粒 ローム粒微

(FP-3)

Φ
孔

―

機

270

269

_      1  2   _

サ
5

1 7うYR4/4 編色 焼土粒 炭化粒・ローム栽種ゆ

て微

2 5YR4/6 赤褐色 焼土救少、焼上中 小 炭化

粒・ローム粒・黒色粒微

3 ■5YR4/6 褐色 焼土粒 ローム粒微、黒色粒少

4 75YRV6 褐色 焼土粒・炭化激極めて微、ロー

ム粒 黒色粒微

5 ■5YR4/4 褐色 炭化粒極めて微、ローム粒微

6 ■5YR4/6 褐色 ローム粒微

1 75YR4/6 褐色 炭化粒・ローム栽微

2 5YR4/6 赤褐色 焼土粒 炭化粒 ローム粒微

炭化物少

3 5YR4/6 赤褐色 焼土粒・炭化粒・ローム粒微

4 75YR4/6 褐色 焼土粒 炭化粒・ローム粒微

○

FP…6

1 5YR4/8 赤褐色 焼土大 中微、焼土小 ローム粒中、焼ErN極 めて

多、ローム小少

2 75YR4/6 褐色 焼土中微、焼土粒少、黒色土中中

3 75YR4/6 褐色 焼土小 粒 ローム大 小少、炭化物微、ローム粒多

4 75YR4/6 褐色 炭化物微、ローム小 粒少

5 5YR4/8 赤褐色 続土小 ローム粒中、焼土粒多、ローム小少

6 5YR4/8 赤褐色 焼土小 ローム小少、焼上粒中、ローム粒多

瓜

Ｈ

ＩＩ

ＩＩ

日

Ｈ

υ
(FP-6)

10 cm

第59図 第 1～ 4・ 6号焼土l■
。出土遺物
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7.遺構外 出土遺物

以下は遺構外から出土した遺物を a土器、 b土製品、 c石器に分けて提示する。

a土器 (第60～67図 )

各グリッドから出土した土器や時代が異なる遺構内から出土したものについて一括して時期ご

とに図示した。時期は前期から後期まで及ぶが、主体は前期末葉と中期後半のものである。確認

された遺構は中期後半のものがほとんどであるが、遺構外出土土器には前期末葉の上器が日立っ

て出上しており、遺構はほとんど確認できなかったものの、この時期の生活の痕跡であることは

明白である。

・前期

1・ 72は前期前半の土器でこの2点のみである。 1は 口縁部で72は底部である。いずれも胎土

に繊維が混入する。 1は半裁竹管状工具による結節沈線や平行沈線で施文される。72はやや上げ

底となる底部で、側面に幅広の押し引き文が巡る。

2・ 3・ 46～51・ 57～ 62・ 65は前期後半の土器で、浮島式上器や興津式土器の範疇やその影響

のものと考えられる。 2・ 3は日縁部または日縁部付近のものと考えられ、いずれにも幅広の半

我竹管状工具による結節沈線が施文される。47～ 51は単沈線によって格子目状の沈線や雑な集合

する沈線が描かれる。50・ 51は地文にRL縄文が施文されている。57～59は地文に貝殻波状文が

施文されている。前期末葉段階の上器にも一部この文様が残ると考えられるが、ここで扱う。60

は器面に半裁竹状工具による変形爪形文が施文されている。61・ 62に は日縁部に輸積痕が残る。

65は集合沈線による区画文が描かれる。

4～45・ 52～ 56。 63・ 64・ 66～ 71・ 73～74は前期末葉の範疇の土器群と思われる。この中で主

体を占めるのはS字状の結節縄文が横位回転施文される土器である。16～45に はS字状結節縄文

が施文される土器、又は同施文が見られないが先の特徴を持つ土器と同一個体のものも含んでい

る。これら以外に4～ 7の ような結節の見られない横位回転縄文や、 8の 口縁部に縄文原体の側

面圧痕が見られるもの、 9～ 15の結束縄文による羽状縄文が施文されるものがある。また、これ

らの土器は沈線や隆起線などによる文様が描かれないことが特徴の 1つ となっている。日縁部

の残るものでは、 4・ 19の ように器面に輸積痕が残るものや、日唇部に刻み目が残るもの (9。

17)、 日唇部に結節縄文が施文されるもの (18)が見 られる。この時期の土器の底部としては

73。 74な どがあげられ、器面に結節縄文が横位施文されている。

75～ 791こ ついては前期後半から末葉のものとした方が妥当と思われる。

このほかにこの時期の本地域で主体的とならない土器として、十三菩提式や大木 6式上器など
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第60図 遺構外出土遺物 (1)
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第61図 遺構外出土遺物 (2)
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の他地域で盛行する土器文様が施された土器も出上している。52～ 54・ 63は 日縁部の破片で縄文

を地文に三角彫刻文が施文される。55。 56は 日縁部に連続する鋸歯状の沈線が巡り、頸部に凹凸

文が巡る。63は突起の付 く日縁部で、64同様に沈線による曲線文が描かれる。66・ 671よ同様な施

文の見られる土器で、沈線による幾何学的な区画文が描かれ、条線が充填される。68。 69に 1ま 半

裁竹管状工具によって押圧した浮線文などが貝占付される。70は内湾する日縁部で沈線が巡り区画

文となり、区画内に条線文が施文される。71は浅鉢で口縁部が大きく屈曲し口唇部に平端面を持

つ。日縁部には2本 1単位の鋸歯状文が展開する。一部焼成前の孔が開けられる。

・中期

80。 81は 中期初頭の五領ヶ台式土器の胴部破片で結節縄文が縦回転される以外は無文である。

82～86は 中期前半の阿玉台式土器の破片で、日縁部文様帯の間隔が狭 く、裏面に文様を持つもの

も見られることから比較的古手のものといえる。

87・ 88は 中期中葉段階の土器の把手であろう。

89～ 1091よ 中期後半の上器で加曽利E式が主体 となる。89・ 90に は日唇部下に沈線などが巡 り

無文帯が形成され、縄文が地文となる。92は弱い波状縁で、沈線による区画文が見られ縄文が施

文され、刺突文も見られる。93・ 94は縄文の地文のみが施文される。95は胴部破片で沈線による

無文帯と縄文帯が交互に区画され、縄文帯部分に蛇行沈線が垂下する。96～98は条線文が施文さ

れる。99は無文、1001こ は橋状の把手が付 く。101～ 109は底部であり、101に は垂下する沈線によっ

て無文帯と縄文帯が交互に施文される。

・後期

後期の上器は僅か出土しており、いずれも後期前半のものである。110。 ■1がこれにあたる。

110が称妙寺式土器の発達した把手、1111ま堀之内式上器の破片と考えられ、口縁部に盲孔や沈線

支が施文される。

遺構外出土土器

図ONo 静種 部位 法量 (cm) 色調 胎 土 器形・文様の特徴 備考

深鉢 口縁 A:〔 178〕

C:(■3)

にぶい褐 石

母

長

雲
・
金

英

ヽ

石

◎

∩

平縁。顕部が弱く括れ内面に稜を持ち、口縁部

はやや外額する。異条縄文を地文に、半裁竹管

状工具で押引きした浮線文が施文される。

hな し

浅鉢 口縁 A
C

(362)

(41)

赤褐 石英・長石・

黒色粒◎

口縁部が大きく屈曲し、日唇部に平坦面を持つ。

日縁部には2本一組の沈線による鋸歯状文・横

線文が展開し、日唇部の平坦面も同様。

NQ226

口縁部に赤褐

色顔料付着

深 鉢 底 ２

Ｚ

Ｂ

Ｃ

橙 石英・長石
◎

底部から胴部へ外傾する器形。垂下する沈線に
より縦位区画文が描かれ、無文帯と縄文帯が交
互に展開する。R囃文が施文される。

Nc263

-87-



75  `1望
7

Ⅷ:IJ 48 4旦亜主9

)

Cm

-88-



２

　

馨

９

麟

一

∞ 良 8

｀ヽ、＼、_____―――|:::::::::;''| 03
′ ＼

ミゝこと
``イ

!:二:!:イ|::
104

8

灌曇え騨考。9

穎俸‖
10 cmO        _

ー

110



b土製品 (第64図 )

1～56が土器片錘、57～ 60が有孔円盤、61～ 651ま 土製円盤、66は焼成粘土塊である。

土器片錘は56点 出土しており、大きさによっておよそ3段階のものが見られ、 1～ 12は小型で

あり多くは縦長のもので、11と 12の み横長となる。13～35・ 56は 中型のもので多 くが縦長で、56

のみが横長となる。36～55はすべて縦長となる。大型のものほど欠損しているものが多 くなる。

有孔円盤は4点出土している。いずれも中央部分と周辺部が丁寧に擦 られており、特に中央部

分裏面において継続的な回転運動による擦る行為の結果、孔が開くと考えられる。601ま子とが開く

前の段階のものと考えられ、貫通しない月ヽさな子とが見られる。

土製円盤は5点出土しており、縁辺が明瞭に擦 られたもの (61)や 、縁辺が擦られてはいない

が全体の形状が円形なものも含んでいる。

焼成粘土塊は 1点 (66)の みで、粘土を捏ねて作ったもので表面に指頭痕が残る。

遺構外出土土製品

図胸 輔α 種類 出上位置 残存 大きさ (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 周縁整形 備考

l 土器片錘 完/// 27X21 075 全周磨り 切 り目 対

2 土器片錘 SD■ 完形 305× 19 40 全周磨り 切 り目 対

3 土器片錘 E■5 完形 335× 22 全周磨り 切り目 対

4 土器片錘 完 /// 43× 255 全周磨 り 切 り目 対

5 土器片錘 SD■ 完 形 35× 28 全周磨 り 切 り目 対

6 土器片錘 完形 41× 305 全周磨り 切り目 対

7 土器片錘 エリア外 完形 35X335 全周磨り 切り目 紺

8 土器片錘 2J‐20 完形 4■ 5× 37 一部磨り 切 り日 対

9 土器片錘 SI望 完形 375× 3B 1911 一部磨 り 切 り目 対

土器片錘 完 形 385× 32 全周磨 り 切 り目 対

ll 土器片錘 一括 完形 25× 38 一部磨り 切り日 対

12 土器片錘 S16 完形 3■ 5× 445 130 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 2C‐ 28 完形 45× 315 095 180 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 2J-31 完形 45× 295 全周磨り 切 り日 対 (十 字 )

土器片錘 一部久 48× 37 全周磨 り 切 り目 対

土器片錘 S16 完 形 48X35 200 全周磨 り 切 り目 対

17 土器片錘 20‐30大 完形 475× 29 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 2D■ 9 完形 52× 38 一部磨り 切 り目 対

土器片錘 SI‐6 完形 51× 28 全周磨り 切 り目 紺

土器片錘 2J-20 完形 53× 265 125 全周磨 り 切 り目 紺

土器片錘 2A■ 5 完形 585X38 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 2」 20 完形 47× 30 200 無調整 切 り目 姑

土器片錘 完形 47× 40 一部磨り 切 り目 対

土器片錘 2■■9 一部欠 47× 41 11 270 一部磨 り 切り目 対

土器片錘 一括 一部欠 42× 385 全周磨 り 切 り目 対

土器片錘 2B27 完形 57× 425 075 一部磨り 切 り目 対

土器片錘 2J‐ 31 一部欠 57× 42 300 全周磨り 切 り目 対

土器片錘 一括 2/3 28× 29 全周磨り 切り目1ケ
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第64図 遺構外出土遺物 (5)
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図ナ侃陥 種類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚さ (cm) 重 量 周縁整形 備考

土器片錘 SIお 一部欠 34X28 075 80 全周磨り 切り日1ケ

土器片錘 2J-20大 30× 345 全周磨り 切 り目 lヶ

土器片錘 S16 28X36 全周磨り 切り目2ヶ

32 土器片錘 2J20大 22X40 075 一部磨 り 切 り目 lヶ

土器片錘 40× 46 240 全周磨り 切 り目 1ケ

土器片錘 2」-20大 2/3 41× 45 全周磨り 切り目1ケ

土器片錘 2J-20大 31× 405 08 150 全周磨り 切り目lヶ

土器片錘 2C28 完形 46× 395 290 全周磨り 切 り目 1対

土器片錘 2」‐25 595× 365 一部磨 り 切 り日 1対

土器片錘 SI‐5 735X445 085 全周磨 り 切り目lヶ

土器片錘 2A27 完 形 78× 46 一部磨り 切り目1ケ、打ち欠きlヶ

40 土器片錘 2J20 完 形 80× 50 全周磨り 切り日 対

土器片錘 E■6 一部欠 76× 52 全周磨 り 切 り目 対

土器片錘 完 形 l■ 3× 72 880 一部磨 り 切 り目 対

土器片錘 一部欠 60× 48 一部磨 り 切 り目 ケ

44 土器片鍾 S16 1/2 45× 61 320 一部磨り 切り目

土器片錘 V‐21 64× 68 全周磨り 切 り目 2ヶ

土器片錘 2E‐ 30 完形 48× 4■ 5 一部磨り 切 り目 対

47 上器片錘 2J‐31 3/4 43X72 打割 切 り目

48 土器片錘 SD■ 54× 72 全周磨 り 切り目

土器片錘 町 31 一部久 555× 825 155 一部磨り 切り目
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図lINd 種 類 出上位置 残存 大 きさ (clll) 厚さ (伽 ) 重量 (g) 周縁整形 備考

土器片錘 2J‐31 46× 485 105 一部磨り 切り目1ケ

土器片錘 K19 31X535 一部磨り 切り目lヶ

土器片錘 SI‐6 38× ■95 一部磨り 切り目lヶ

土器片錘 SI‐6 385× 625 380 全周磨 り 打ち欠 き lヶ

土器片錘 T20 2/8 37× 60 全周磨 り 切り目lヶ

土器片錘 2K‐32大 395× 74 一部磨り 切り目lヶ

土器片錘 誹 17 完形 34× 57 075 一部磨り 切り目1対

有孔円盤 一括 66× 56 全周磨り 裏面より穿孔→磨り

有孔円盤 SIユ 一部 175X285 10 全周磨り 裏面 より穿孔→磨 り

有孔円盤 一括 完形 49X48 全周磨 り 表裏 より穿子L→磨 り

60 有孔円盤 一部欠 335× 425 全周磨 り 裏面より穿孔 未貫通

円盤 Sと1 2/3 58× 53 OB 全周磨り 隅丸方形

62 円盤 2J立0 41× 705 打割 円形

円盤 SD‐1 完形 41X33 打割 精円形

64 円盤 S16 3/4 3B× 33 085 全周磨 り 楕円形

円盤 一括 一部 25X49 全周磨 り 円形

焼成粘土塊 2」 30 完 形 34X31 Nd311楕円形

c石器 (第66。 67図  P L54)

1。 2は旧石器時代の出土品で、 1は打面が作 り出された石核で、一部縦長剥片を剥離した様

子が窺える。 2は一部欠損するナイフ形石器で基部にブランティングが施される。

3～ 16は縄文時代のものと考えられる。 3～ 5は石鏃で、 4は基部を欠損しているが、いずれ

も基部に扶 りが入る凹基鏃である。同図 6・ 8・ 9は剥片、 7は礫器、10は打製石斧の破片、H

～16は磨石類としたもので、磨る 。敲くなどの機能を兼ね備えている。

これらの資料のなかで黒曜石の蛍光X線分析を行った結果、 5。 6は諏訪星ヶ台群産に、 8・

9は神津島恩馳島群産に比定された。このほかに、写真のみ掲載した剥片 4点 (A～D)の同分

析を行い、諏訪星ヶ台群産 1点 (A)と 神津島恩馳島群産 3点 (B～D)の分析結果を得た。

※黒曜石の蛍光X線分析は沼津工業高等専門学校 望月明彦氏にご協力頂いた。

遺構外出土石器

No 出土地点 器種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石材 備考

1 S19 石核 47 13■ 0 トロトロ石 石16 旧石器

2 ナイフ形石器 3B 頁岩 石15 旧石器

3 浄 30区 石鏃 (35) 安山岩 石3 凹基無茎鏃 先端は使用時の折損

4 Z‐ 5大区 石鏃 チャート 石2 凹基無茎鏃 脚部欠損

5 R‐24区 石鏃 (05) 黒曜石 石1 凹基無茎鏃 先端は使用時の折損

6 SD‐ 1 剥片 24 黒曜石 石 4

7 2J31区 礫器 74 1030 流紋岩 石5 礫面を表す 端部に細かな剥離

8 2D19区 剥片 黒曜石 石 6 縦長の剥片

9 2D■ 9区 剥片 46 黒曜石 石 7

2」認5大区 打製石斧 (597) 安山岩 石 8 括れ部

11 閉131区 磨石頬 (3026) 砂岩 石9 側面敲打痕 被熟

2J‐ 30大区 磨石類 4623 安山岩 石10 表裏面に凹みあり
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No 出土地点 静 種 長 さ (cm) 幅 (cn) 厚さ (cm) 重量 石 材 備考

2A‐ 21区 磨石類 安山岩 る 1 表裏面に凹みあり

2U33大区 磨石頚 88 安山岩 石 2 表裏面に凹みあり

Z‐15区 磨石類 84 8279 砂 岩 石 3 端部敲打痕 破損部も使用

F19区 磨石類 砂 岩 石 4 端部に研磨面あり

表 1 竪穴住居跡・竪穴遺構等一覧

表2 土坑一覧

名称 記号 位置 (区 ) 長×短、深さ (cm) 平面形 主軸 炉深 さ 備考

第1号住居跡 み23 390× 390、  10 方形 N-40° 一E 0 古墳

第 2号住居跡 SI-2 Y2021 310× 310、  15 方形 N-30° 一E 僅 か 古墳

第 3号住居跡 W立122他 580× 580、 32 方形 N-50° 一W 古墳

第4号住居か XY・ Z‐17・ 18他 410× 400、 25 方 形 N-35° ―E 5、 7 古墳

第5号住居跡 Y Z25 26 180× 170、  28 方形 N-25° 一E 檀 か 古墳

第6号住居跡 S・ T20～ 22 800× 800、 50 方形 N-52° ―W 古墳

第7号住居跡 2B26 540X520、 28 円形 縄 文

第8号住居跡 S18 X15他 450× 510、 45 台形 N-70° 一E 5 古墳

第9号住居跡 S19 V‐25'26 494× 456、 28 不整円形 20、  10 縄文

欠番 欠番 第 1号竪穴遺構

欠番 欠番 第1号竪穴遺構

第12号住居跡 S112 N23 660× 624、 26 不整円形 縄文

第13号住居跡 Z‐23 584× 510、 30 楕円形 32、 22 縄文

欠番 欠番 第 2号竪穴遺構

第15号住居跡 Lh/116 17 490× 440、 16 円形 縄文

第16号住居跡 ED‐ 15～ 17 600× 564、 42 楕 円形 52、  58 縄 文

第17号住居跡 S117 2A・ 2B▼ 8 400× 380、  15 方形 N-5° ―ヽ V 僅 か 古墳

第18号住居跡 S118 歩56 320× 320、  35 方形 N-32° ―E 炉無 古墳

第19号住居跡 3A・ 3B-1 340X340、 50 方形 N-91° 一W 炉無、カマ ド有 平安

第 1号竪穴遺構 SX‐ 1 V‐2526 800× 500、  10 不整形 不 明 縄文 旧S110 11

第2号竪穴遺構 SX-2 Y Z13 14 240× 220、  8 隔丸方形 N-20° ―E 僅 か 古墳 旧SI‐ 14

図ONo 記 号 位 置 (区 ) 長X短、深さ (clll) 平面形 主軸 備考

第45図 SK-1 2■34 68× 50、 46 精円形 N-40° 一E

第45図 SK‐ 2 2R33 45× 45、 30 円形

SK-3～ 5は欠番

第45図 SK-6 20嗚3 45X42、 32 円形 N-65° ―W

SK‐ 7は欠番

第45図 SK‐ 8 202Pお0 97× 70、 22 不整円形 N-93° 一M「 焼土塊 出土

第45図 S降 9 202ユ 28 118× 75、 21 不整円形 N-25° ―E

第6図 SK-10 2N・ 202627 115× 98、 21 楕 円形 N-20° ―W

第45図 SK‐ 11 2L2ヽ12627 95X80、  21 不整円形 N-60° 一E
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図ONQ 記号 位置 (区 ) 長 ×短、深 さ (cm) 平面形 主軸 備考

SK-12は 久番

第45図 SK■ 3 2J23 134× 107、  62 不整形 N-67° ―W

第45図 SK‐ 14 2H‐23 54× 30、 30 楕円形 N-75° ―ヽ V

SK‐ 15は久番

第49図 SK■ 6 2G2526 195× 165、  63 楕円形 N-3° 一W PL12・ 50・ 53 遺物掲載

S降17～ 18は 欠番

第45図 SK 19 2C立4 80× 55、 31 楕円形 N-60° ―W

第45図 SK-20 2()23 175X145、  15 不整円形 N-90° 一E

第45図 SK認 1 2B‐ 23 150X108、  28 楕円形 N-55° 一W

第45図 SKワ2 2B‐22 105X75、  35 楕円形 N-65° 一W

SK認3は 欠番

第45図 SK 24 2029 105× 75、 18 楕円形 N-75° ―W l日 SK 34

第46図 SK 25 2A24 (190)X130、  31 楕円形 N-30° ―E S降26・ 27と 重複

第46図 SK‐ 26 2A‐2324 183)X80、 34 精 円形 N-30° ―E SK 25・ 27と 重複

第46図 SK‐ 27 2A2B‐ 23 (270)X135、 47 不整形 N-30° 一E SK‐ 25・ 26と 重複

第46図 SK28 Z,2A26・ 27 320X140、  118 長楕円形 N-25° 一W PL10 陥 し穴

SK認9は欠番

第45図 SK 30 2D■8 108× 95、 23 楕円形 N-30° ―E

第甲図 SK 31 2B2C14 15 205X125、  57 長楕円形 N-20° ―W PL10 陥 し穴

第守図 SK 32 2B2C■ 7 270X155、  74 長楕円形 N-30° 一W PL10 陥 し穴

第48図 SK‐ 33 YZ認7 320X165、 83 長楕 円形 N-25° ―W PLn・ 53 遺物掲載 陥し穴

第47図 SK 34 2A■ 1 255× 100、  65 長楕 円形 N-40° 一E 陥し穴

第48図 SK 35 VヽV1213 232× 105、  70 長楕 円形 N-15° ―W 陥 し穴

第48図 SK 36 285× 130、  105 長/1e円 形 N-15° ―W PL■  陥 し穴

第52図 SK 37 Q■415 110× 85、 46 不整円形 N-70° ―E

SK‐ 38～39は欠番

第49図 SK-40 Z‐23 円形 PL12 S113と 重複

第49図 SK望 1 Z23 150× 150、  36 円形 SI-13と 重複

第49図 S率342 Z22 150X(120)、  17 不整円形 N-10° ―W

第49図 SK望 3 Z‐22 85× 75、 31 不整 円形

第49図 SK 44 C'D■314 166× 150、  38 円形 N-125° 一W PL13・ 50・ 53 遺物掲載

第46図 SK望5 T20 180X120、  27 不整 円形 N-40° 一W SI‐6と 重複 古墳時代以降

SK望6は欠番

第46図 SK望7 2B2C‐27 103× 105、  30 円形 SIマ と重複

第52図 SK48 2B‐ 26 110× 105、  39 円形 SI‐7と 重複

第52図 SK‐ 49 2B■ 70× 65、 65 不整 円形 N-20° 一W SI‐ 19と 重複 平安時代以降

第52図 SK 50 2E2「 1617 180× 157、  75 不整 円形 N-95° 一E PL13 51 旧M子1 遺物掲載

第52図 SK 51 2A‐15 90× 70、 45 不整 円形 N-15° ―E PL14 50 旧MY5 遺物掲載

表3 焼土址一覧

図dNo 記号 位置 (区 ) 長×短、深さ (cl l) 平面形 主軸 備考

第59図 FP■ 2F16 135× 100、  18 不整 円形 N-45°  一W

第59図 FP‐2 2E2F■6 130× 90、  6 楕 円形 N-65°  一E SK‐50と 重複

第59図 FP-3 2A■4 l15× 100、  30 不整 円形 N-0°  一WV SK‐51と 重複 遺物掲載

第59図
「

P4 Ⅵ「18 50X40、  14 楕円形 N-20° 一E

FP‐51ま 欠番
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図MNa 記号 位置 (区 ) 長 X短、深さ (clll) 平面形 主軸 備考

第59図 田 FC卜 18 140X120、  llXl 楕円形 N-10° 一W 遺物掲載

表4 土器埋設遺構一覧

図燥 記号 位置 (区 ) 長 X短、深さ (cl l) 平面形 主軸 備考

MY-1は SK 50に 変更で欠番

第56図 MY2 2G17 50X45、  10 円形 N-30° ―W PL14 造物掲載

第56図 MYB Z12 (50)X38、 9 楕円形 N-45° ―E PL14 遺物掲載

第56図 lヽY望 2C→ 130X100、  5 楕円形 N-6が 一W PL15 遺物掲載

M准51ま S(51に 変更で欠番
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第2節 古墳時代

古墳時代の遺構は竪穴住居跡が 9軒と竪穴遺構が 1軒確認されている。いずれも古墳時代前期

のものである。これらの中には鍛冶工房跡 1軒 と玉作工房跡が 3軒含まれる。

1.竪穴住居跡 (SI)

古墳時代の竪穴住居跡は、第 1。 2・ 3。 4・ 5・ 6。 8。 17・ 18号住居跡であり合計 9軒検

出されている。調査エリア内の中央付近に南北方向に展開している。時期的にはいずれも古墳時

代前期のものである。これらの住居跡の広がりは、本来調査エリアの南端よりも南方へ広がりを

見せるものと考えられる。これらの内、第 1号住居跡は鍛冶工房として利用され、第 4・ 6。 8

号住居跡は玉作工房として利用されている。

第 1号住居跡 〔SI-1〕 (第68～73図  P L16・ 17・ 55。 56)

位 置 調査区中央南側 Z-23区 に位置する。

重複関係 第13号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が新しい。

主 軸 N-40° 一E。

規 模 3つ ×3.9mの 方形を呈する。確認面からの深さはおよそ10clllを 測る。

床 床面の硬化した範囲は見られず、軟弱な感触を受ける。床面から鍛造剥片が出土した。

壁 緩 く立ち上がる。

炉 住居跡の北北東側に 1基確認された。火床面がやや赤変硬化している。

柱 穴 柱穴らしいものはなく、西隅に浅い凹みが見られた。床面中央のピット群は鍛冶作業に

関連した施設である。

入口施設 およそ炉と対面する南東方向か。

貯蔵穴 構築されていない。

その他の施設 住居内の北隅から、東隅を経て、南隅にかけて床面下に溝状の落ち込みが検出さ

れた。この溝は壁溝とは異なる。溝の幅は北側で約45cmと 狭 く、南側では約100cmと 幅が広がっ

ている。深さは北側で約20cm、 南側で約15cmを測る。この溝の覆土は褐色土からなり、住屋内中

央の溝に四まれた部分はローム層の掘 り残しである。床面には北側に炉が検出され、一部この溝

上にかかることから、本住居跡使用時には埋められていることが理解できる。

覆 土 覆土は4層からなる。第 1層 は住居覆上であり、第 2・ 4層 は床面下の溝覆土に相当す

る。第 3層はP2の覆土の一部である。

遺物出土状況 出土遺物の多 くは住居内東半からのものが多い。本住居跡の床面下に確認された
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A'

第69図 第 1号住居跡遺物出土状況 (1)

溝状の落ち込みと関連しているのであろうか。

出土遺物 出土遺物は土師器と石器、そして鍛冶関連遺物が出土している。土師器は 1が奏、 2

～ 6が壷、7は対、8は鉢、9は手づ くね土器である。 1・ 5は焼成後の穿孔が見られる。 3・ 5・

8は赤彩されている。14～22は鍛冶関連遺物である。10～13の石器については鍛冶関連遺物の可

能性もあるが、本遺構が縄文時代の遺構と重複していることから、縄文時代の遺物が混入した可

能性も考えられる。

鍛冶関連施設 鍛冶炉や複数の小ピットが中央付近の床面から検出された。鍛冶炉は長軸20cm。

短軸15cm・ 深さ5 cmの 凹みからなる。炉の周囲には西側を除き幅約 5 cmの粘上が貝占られ、この粘

土が焼土化している。北側と東側の一部は黄橙色の焼土となっている。その外側は、長軸45cm・

短軸35cmの 不整楕円形を呈するローム硬化面が巡っている。鍛冶炉内の覆土は、東側に第1層 の

金床石破片や鍛造剥片を少量含む黒褐色上が見られた。

鍛冶炉の南側には小ピットが 2基接するように確認された。Plは平面形が長径42cm× 35cmの

楕円形で北側が浅 く深さ10cmで テラス状となり、南側は深さ20cmと なる。P2は平面形が径20cm

の円形と考えられ、深さ5 cmで あり、Plは P2の下を袂 り込んでいる。覆土はそれぞれ黒褐色

上で、Plの深い部分には鍛造剥片や金床石破片が多 く含まれていた。
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砂鉄
(0.4mm未 満)

鍛造劇片④
(1.5mm以 上2.Omm未満)

粒状滓④
(1.5mm以 上 2.Omm未 満)

(砂鉄、鍛造剥片、鉄滓)

□ 0.lg未満

田 0.呵 g以上 1.Og未満

■ 1.Og以上 3.Og未満

■ 3.Og以上

第70図  第 1号住居跡遺物出土状況

鍛造剥片②
(0.4mm以 上 0,8mm未 満)

粒状滓③
(2.Omm以 上 4.Omm未 満)

(粒状滓 )

□ 1個

田 2個

■ 3個以上

鍛造剥片③
(0.8mm以 上 1.5mm未満)

鍛造剥片⑥
(4.Omm以 上 7.Omm未 満)

鉄滓合計

(2)

鍛造剣片⑤
(2.Omm以 上4,Omm未満)
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鍛冶関連遺物出土状況 鍛冶に関連した遺物は、鉄津や輔の羽日、そして微細な鍛造剥片や粒状

津などがある。これらの遺物の取 り上げにあたっては、通常の遺物の取 り上げに加え、微細な遺

物の取 り上げを目的とした調査も行った。

前者の遺物取 り上げでは、輔の羽口片が住居内の南隅から4点 まとまって出土している。鉄滓

は床面の中央から北側に偏って出上している。

後者の調査では、床面の土を25cmメ ッシュごとに取 り上げ水洗い選別し、一定の区分を用いて

砂鉄 。鍛造剥片・粒状津・鉄津ごとの集計 (第 2章第 3節 2遺構調査参照)を行った。それらの

出土状況を図化したのが第70図 である。それぞれの種別ごとの特徴は、まず砂鉄については、床

面の東側で0.lg以上1.Og未満のものが多 く、西側で1.Og以 上3.Ogの ものが多い。その中でも日

立つのは鍛冶炉部分とPl付近で、前者からは約48g、 後者からは約1l gも の砂鉄が出土してい

る。鍛造剥片については基本的に鍛冶炉とPlか らの出土が日立ち、その他の出土は0.lg未満

のものが多い。鍛造剥片②は鍛冶炉とPlを含む床面南側にまとまって分布が見られ、鍛冶炉中

から約8.5g、 Plで も深い部分を中心に10.lgが出上した。鍛造剥片③は鍛冶炉から約13.2g、

Plか ら約11.8g出 上した。鍛造剥片④は鍛冶炉から9.2g、 Plか ら約7.3g出土した。鍛造剥

片⑤は鍛冶炉から約15.8g、 Plか ら約10.3g出 土した。鍛造剥片⑥は鍛冶炉から約3.Og、 Pl

から約2.lg出上した。粒状津は鍛冶炉とPl近辺の狭い範囲で粒状滓③・④・⑤が出土した (粒

状津③については鍛冶炉のみからの出土であり、分布図は作成していない)。 いずれも鍛冶炉か

らの出土が目立ち、各々鍛冶炉から粒状滓③が9個、粒状津④が 3個、粒状津⑤が5個出土した。

鉄津はPl付近からの出上が目立ち、Plか らは鉄津④が0.5g、 鉄津⑤が1.8g、 鉄津⑤が0.4g

出土した。このほか、Pl内からは砂岩製の金床石破片が出上している。

上記状況から、鍛冶炉から約50cm南 に離れたPlについては砂岩製の金床石を据えたピットと

考えられる。そして、Pl周辺からも比較的多く鍛造剥片などが出土している状況は、先のPl

の性格を補完するものと思われる。

鍛冶関連遺物 鍛冶に関連した遺物は15の椀形鉄津や16の鉄塊系遺物、17～20。 22の輔の羽回、

そして21の金床石剥片や、微剤な鍛造剥片や粒状津が出上している。金床石は砂岩製のもので小

さな破片しか見つかっておらず、本体はこの工房での鍛冶作業終了後工人によって持ち去られた

ものと考えられる。この破片には鍛造剥片が付着していた。17の 羽日は器厚が厚いもので円柱状

となり特徴的である。胎土には籾殻が混入している様子が窺える。

所 見 本住居跡は鍛冶工房として利用されたもので、鍛冶炉や金床石を据えたと考えられる小

ピット以外は通常の小規模な竪穴住居跡と同様な構造と考えられる。床面の硬化部は見られず、

柱穴もないことから短期間の鍛冶作業を行うために作られた工房跡と考えられる。本遺構の時期

は出土遺物から古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと考えられる。
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9 10Cm

第71図 第 1号住居跡出土遺物 (1)

第 1号住居跡出土土器

図ONo
器種

種類
法量 (cm)

ttl主ほ直

残 存 率

雄   LF
胎土 色調 器形・法量の特徴 備考

l 琵

土師器

‐■０

開

Ａ

Ｃ

覆 土

20%
良好

長石O、 石

英〇、雲母
△、砂粒

にぶい橙 胴部外面ハケ調整、内面ヘラナデ。日縁部外面

ナデ、内面は輪積痕、ハケ調整。口縁部内外面

に媒付着。胴部は焼成後穿孔か。

Nc 9

2 釘ヨ?

土師器

Ｂ

Ｃ

覆土

100%

普通

長石○、石
英○、雲母
△

橙

にぶい赤褐

底部。底面は上げ底。外面ヘラミガキ。内面ナデ。 No12

3 重

土師器

４

α

Ｂ

Ｃ

覆土下位

100%
普通

長石◎、石

英◎、婁母
◎

にぶい赤褐

褐

底部。底面はやや上げ底。内面ヘラナデ。 No13

赤彩

4 豆

土師器

A:L14B」
C:(72)

覆上下位

％

通

２５
普

長石◎、石

英◎、婁母

◎

橙 顕部にタガ状の粘土組力朔占付され、国縁部が外

傾する。内外面は縦方向のヘラミガキ。

Nα14

5

土師器

A:148
B:4お
C:17B

土

％

通

覆

Ю
普

長石△、石

英○

明赤褐

橙

二重口縁重。日縁部は外反。外面及び回縁部内

面はヘラミガキ及びナデ。胴部内面にはハケ調

整。胴部には焼成後の穿子と。

Ｍ
形

6 重

土師器

C:(36) 覆上下位

30%
普通

長石△、石

英△

明褐 二重口縁壺の頚部で、やや外傾する。日縁部は

接全部で剥離したものと思われる。内外面ヘラ

ミガキ。

NQll

7 対

土師器

A [118]

(■9)C

土

％
桶

覆

３０
普

長石○、石

英○、婁母

○

明赤褐 湾由した胴部から頸部が屈曲し、日縁部が外傾

して開く。日縁部内外面ハケ調整。頚部外面に
ヘラで沈線を引く。

Nα 17

8 鉢

土師器

A:[224]
C:(41) 盈

肌
罰

長石◎、石

英◎、雲母

◎

にぶい赤褐 底部から大きく開く鉢で、日縁部は緩く屈曲す

る。内外面共に部分的なミガキ。内外面赤彩。

NQ16

赤彩
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第72図 第 1号住居跡出土遺物 (2)

第 1号住居跡出土石器

第 1号住居跡出土鍛冶関連遺物

単位 :cm・ g

単位 icm・ g

図版No
種

類

器

種
法量 (cm)

出上位置

残 存 率

焼  成

胎土 色調 器形・法量の特徴 備考

9 ねく

器

づ

師

手

上

箭

郷

鯉

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆 ■ 「 任

900/O

暮→踊

石 葵△ にぶい橙 底面がやや九底で、胴部に輸積痕を残し、日縁

部はいびつ。内面に指頭痕。

Nα18

図MNo 種類 器種 最大長 最大幅 最大厚 重量 材質 備考

石器 自然礫 ? 12400 砂岩 NQ358 剥離あり

石 器 自然I集 ? 50 42 42 1325 絹雲母片岩 NQ359 風化著しい

石器 敲き石 3お 960 安山岩 Nd36tl 床下周溝出土

石器 敲き石 60 花筒岩 hFd361 敲打痕4ケ 所

図顔No 種類 器種 最大長 最大幅 最大厚 重量 出上位置 備考

鍛冶関連遺助 鉄津 4区覆上 NQ362

鍛冶関連遺物 碗形鉄津 60 ■5 760 4区覆土下位 NQ363 分 析試料

鍛冶関連遺物 鉄塊系遺物 4区覆土 Nc364 分析試瀾

鍛冶関連遺物 輔の羽口 68 覆土 Nc365 分析試料
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第73図 第 1号住居跡出土遺物 (3)
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単位 :cm・ g

図dNo 種類 純 最大長 最大幅 最大厚 重量 出上位置 備考

鍛治関連遺物 輔の羽口 509 2区覆上下位 Na366

鍛冶関連遺助 輔の羽口 ■4 56 3α0 3区床面 No367

鍛冶関連遺物 輔の羽口 4区床面 NQ368

鍛冶関連遺助 金床石破片 05 10,0 鍛冶関連ピット内 Nc869 分析試料 砂岩製

22 鍛冶関連遺物 輔 の羽口 40 21 tl 1区床面 Nc370

第 2号住居跡 〔SI-2〕 (第 74・ 75図  P L18・ 57・ 58)

位 置 調査区中央Y-20。 21区 に確認された。

重複関係 なし。

主 軸 N-30° 一E。

規 模 3.1× 3.lmの 方形を呈する。確認面からの深さはおよそ15clllを 測る。

床 床面は全体的に平坦で、北西方向壁寄 りから南東方向にかけて硬化面が見られる。北西方向

壁際には、硬化した床面の高まりが見られ、住居入 り口に関わる痕跡と考えられる。床面の東隅

付近や西隅付近に焼土が見られた。

壁 外傾して立ち上がる。

炉 住居中央から南に寄って確認され、25× 35cmの不整楕円形を呈し、僅かに凹んでいる。焼土

は硬イとしていない。

柱 穴 住居内には柱穴らしきものは検出されていない。しかしながら住居跡の外刺 に3カ 所の

ピットが確認されている。深さはPと が14.8cm、 P2が66.7cm、 P3が最深で71,3cmを 測る。柱

穴の可能性があるものかも知れない。

入口施設 西壁際の床面に40× 20cmの楕円形の硬化した床面の高まりが見られ、入 り口に関わる

ものと考えられる。

貯蔵穴 住居跡の西隅に構築されている。平面形が長径60× 短径48cmの 楕円形で、深さが最深部

で約35cmを測る。底面は九みを持つ。貯蔵穴の覆土は5層で構成される。

その他の施設 住居内の南隅付近には、極浅い壁溝が途切れがちながら確認された。深いところ

で約10cmで あった。

覆 土 覆土は8層で構成されている。

遺物出土状況 1の上師器養が細かく割れた状態で確認面近 くから出上した他は、床面近 くから

出土している。接合関係にあるものの中には貯蔵穴内外で接合したもの (7・ 8)がある。この

ほか第 6号住居跡出土土器と接合したものがある。

出土遺物 土師器や土製品、そして石製品が出土している。 1～ 4は土師器奏である。 5は端部

をつまみ上げたような形態を持ち、内外面にミガキが施されている壼の回縁部か。 6は椀である。

7は球で、胴部には九 く打ち欠いた様な痕跡をとどめている。8。 9は高杯と思われるものである。
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1 75YR4/6 褐色 燒■疵中、ローム蔵少

2 75YR4/4 襴色

8 10YR4/6 褐色 ローム疵中

4 10YR4/6 再色 ローム疵多

5 10YR4/6 褐色
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A27.0

1 7● YR4/3褐 色 ローム中 小僚

2 75YR4/3褐 色 ローム大～小徴

3 75YR4/8掲 色 焼主拉銀

4 1044/4 偶色 携土小歳、焼土疵中

5 75YR4/6 褐色 ローム拉中

6 7BYR4/4 褐色 泉イヒ拉億 ローム小 戴少

7 75YR4/4 得色 ローム中無 ローム小 拉少

8 75YR4/4褐 色 廃主赳無 ロームHa

第74図 第 2号住居跡・遺物出土状況
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8は郭部底面から脚部までの貫通痕は見られない。 9は郭部底面方向から貫通はしないが孔が開

けられている。10は ミニチュア土器の底部である。11は土製品で、船形もしくは「レンゲ」の様

な形態のものである。12は 金属製品を砥いだ扁平な砥石で、使い込んでいる。

所 見 本住居跡は古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと位置付けられる。

本住居跡は遺跡内で確認された同様な時期の住居跡の中で最小の規模のものと言える。そして、

確認された多 くの住居跡の入口施設が、南から東方向を向くのに対して、本住居跡は北西方向を

向いているのが特徴と言える。また、本住居跡出土土器には、第 6号住居跡出上のものと接合す

るものが見られ関連が窺われる。

第2号住居跡出土土器

第 2号住居跡出土土製品 単位 icmo g

図IFNo
種

類

器

種
法量 (cm)

置

率

成

�

存

出

残

焼

胎 土 色調 器形・法量の特徴 備考

ユ 髭

土師器

ほ

Ｖ

λ

Ａ

Ｂ

Ｃ

土

％

通

覆

９５

普

長石△、石

英○、雲母
△

明赤橙

にぶい赤褐

日縁部内外面ナデ。胴部外面上位ハケ調整・ヘ

ラ削 り、下位ヘラミガキ。底部側縁ヘラ削り。

日縁部から胴部に炭化物付着。

No19

炭化物付着

2 箋

土師器

つ

＆

Ａ

Ｃ

土

％

通

覆

７０

普

長石○、石

央○、雲母

○

にぶい橙 球胴から直線的に外傾する日縁部が付く。日縁

部外面ハケ調整。胴部外面荒いかすかなハケ調

整。内面に輪積痕残る。

血 22

3 養

土師器

７

０

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

面

％

通

床

９５

普

長石○、石

莫○、雲母

○

明赤褐 上下にやや潰れた胴部で、顕部は括れ、口縁部

は外反する。胴部外面はハケ調整・ヘラ削 りの

後ナデ。内面ナデ。

No20

炭化物付着

4 小型養

土師器

Ｌ

娼

ほ

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

95%
やや不良

長石○、石

英○、雲母

○

にぶい橙 頭部はくの字状、日縁部は外傾。胴部外面細か

なハケ調整。胴部内面に輪積痕、指頭痕。日縁

部内外面ナデ。底面ヘラ削り。

NQ21

炭化物付着

被熱

5

器師

一壁
土

[140]

(17)

Ａ

Ｃ

覆上下位

30%

良好

長石△、石

英△、雲母

△

橙 口縁部破片で頚部から外反し、端部つまみ上げ

られる。内外面丁寧なヘラミガキ。日縁部下端

二重回縁状となる。

No26

椀

土師器

Ю

６

０

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆土

90%
やや不良

長石○、石

英○、雲母

〇、砂粒

にぶい橙 胴部は扁平で、頸部は括れ、口縁部外傾。顕部

外面ハケ調整。底部は上げ底。外面ヘラミガキ。

内面はハケ調整、ヘラナデ。

No27

7 対

土師器

１０

４

７

Ａ

Ｂ

Ｃ

貯蔵穴底

60%
やや不良

長石○、石

英◎、雲母

○

橙 胴部は扁平で顕部は括れ、日縁部は外傾する。

底部は平底。外面ヘラミガキ。胴部は焼成後穿

孔の痕跡か。

No25

高郭

土師器

Ｂ

Ｃ

貯蔵穴

80%
良好

長石△、石

英△

橙 高イの脚部でハの字状に開く。外面はハケ調整

の上にヘラミガキ。内面はナデ。透かし孔 3ケ 所。

Na24

高郭

土師器

[104]

(56)

Ｂ

Ｃ

覆上下位

70%
普通

長石○、石

英○、雲母

○

にぶい赤褐 高杯の脚部でハの字状に開く。外面丁寧なヘラ

ミガキ。透かし孔3ヶ所。上端に未貫通孔あり。

被熱。

Nα23

ミニチュア

土師器

７

＆

Ｂ

Ｃ

面

％

通

床

９０

普

長石○、石

英○、砂粒

にぶい橙 胴部が外傾して立上る底部。底面は平底でヘラ

削り。内面ヘラナデ。被熱。

N028

図hNo 種類 器種 最大長 最大幅 重量 出上位置 残存率 備 考

土製品 舟形土製品 床 面 部分 No328

第 2号住居跡出土石製品

図ONo 種類 納 最大長 最大幅 最大厚 重 量 材質 備考

石製品 砥 石 747 凝灰岩 Nd874
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第 3号住居跡 〔SI-3〕 (第76～78図  P L19・ 58)

位 置 調査区中央のW-21・ 22、 X-21・ 22・ 23、 Y-22区に確認された。

重複関係 なし。

主 軸 N-50° ―W。

規 模 5,8× 5。8mの方形であるが、北西側の一辺は5.5mで ある。確認面からの深さはおよそ32cm

を測る。

床 全体に平坦で、硬化面は見られなかった。 Plと P4の 内側に地山掘 り残しによる扁平な高

まりが2カ 所確認された。

壁 外傾 して立ち上がる。

炉 長軸85× 短軸80cmの不整精円形を呈する。最深部で 3 cmを測る。炉内から小さな円礫 (小砂

利)が多 く出上している。

柱 穴 Pl～ P4が主柱穴である。深さはPlが 50clll、 P2が 8 cm、 P3カM2cm、 P4は28cm

で一定ではない。その他は、P7・ P8があるが小規模なものである。

入口施設 P5が入 りロピットであろう。深さは21cmで ある。

貯蔵穴 住居跡内の南隅に確認される。P6が位置的に貯蔵穴と考えられる。平面形は長径45×

短径35cmである。深さは43cmである。

その他の施設 Plと P4の 内側に地山掘 り残しによる扁平な高まりが2ヵ 所確認された。Pl

の南側のものが50× 50cmの 方形のもので、P4の東側のものは一辺50cmの 三角形に近い形状のも

のである。この高まりは高さ約 3 clllで、中央部分が一番高くなっている。その他に、貯蔵穴の北

側に「く」の字状の落ち込みが確認された。

覆 土 覆上の上層には、壁に沿って面的に焼上の推積が3カ 所見られた。この焼土は厚さ5 cm

程度のもので、非常に硬 く焼きしまったものである。

遺物出土状況 全体の傾向として、北隅から南4Hllへ拡散するように出土している。北隅には奏が

多 く、南側には器台・高郭がまとまって出土している。第 5・ 6号住居跡出土土器と接合 してい

るものがある。14の上器片を転用した砥石は貯蔵穴から出上した。

出土遺物 土師器・石製品。鉄製品が出土している。 1～ 8は奏である。 9は壷の口縁部である。

11は器台、10。 12は高郭、13は対と思われる。14は土師器を転用した砥石、15は砥石である。16

は棒状の鉄製品である。断面は方形で、上端はさびが広がっている。

所 見 覆土中から出土した焼土は、他の住居跡から出土した焼土と質的に異なる様子が窺われ

る。Plと P4の内側に確認された、地山掘 り残しによる扁平な高まりは特徴的である。本住居

跡出土土器には、第 5。 6号住居跡出上のものと接合するものがあり関連が窺われる。床面より

出土した遺物から、古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと考えられる。
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C270

75YR4/4 褐色 ローム大～小微、ローム粒

少携乱層

75YR4/4 褐色 撹乱層

7うYR4/4 褐色 ローム中・粒微

75YR4/4 褐色 ローム粒少 撹乱層

■5YR4/4褐色 焼土小・粒中、ローム中・

小少、ローム粒微
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粒中 撹乱層
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褐色 焼土小微、焼土粒中

褐色 焼土粒微、ローム中微、

ローム粒中

褐色

褐色

褐色

褐色 ローム大微、ローム粒中
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褐色 焼土大・中微、焼土小中、

焼土地多、ローム粒少
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6

7

8
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10 ■5YR4/4
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15 7Ы R4/4

16整崩れ土75YR4/6
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Pl

粒

  闇

④ P8

第76図 第 3号住居跡
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第77図 第 3号住居跡遺物出土状況・炉・貯蔵穴

m

75YR4/6

75YR4/6

75YR4/6

■5YR4/6

褐色 ローム粒中

褐色 焼と小少、焼土粒中、ローム中

撫 ローム小・粒少、黒色上中微

褐色 焼と小微、焼土粒少、炭化物中、

ローム小・粒少、黒色土中微

褐色 焼土粒少、炭化物少、炭化減中、

ローム小微、ローム粒少

b'

b'
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第 3号住居跡出土土器

図ONo
種

類

器

種
法量 (cm)

置

挙

成

�
存

出

残

焼
胎 土 色 調 器形・法量の特徴 備考

1 甕

土師器
酬
勒

Ａ

Ｃ

土

％

通

覆

拗
普

長石○、石

英△、婁母
△

にぶい橙 養の日縁部。頭部は括れ日縁部は外傾する。内

外面にハケ調整。

NQ37

発

土師器

Ａ

Ｃ

土

％

通

覆

Ю
普

長石○、石

英○、雲母

○

にぶい橙 甕の口縁部。頭部は括れ日縁部は外傾する。内

外面にハケ調整。外面煤付着。

Nc40

莞又は壺

土師器

B163
C:(179)

覆上下位
60%
普通

長石◎、石

美△、雲母

△

にぶい褐

橙

胴部下位に最大径を持ち、底部は平底。外面は
ハケ調整の上にヘラナデ。内面は輪積痕、指頭

痕が残る。外面被熟赤化。

Nd32

4 甕

土師器

C:(132) 覆上下位
400/O

普通

長石◎、石

英◎、雲母

◎

にぶい橙 下膨れの胴部で上位はハケ調整、下位はヘラナ

デ。底部外面は被熱赤化。胴部に炭化物付着。

Nd33

甕

土師器

Ｂ

Ｃ Ｐ‐
既
鈍

長石△、石

英△、雲母
△、赤色粒

○

にぶい赤褐

灰褐

養底部破片。底部に厚みを持ち、緩く外傾する。

内外面ハケ調整の後ナデ。被熱赤化。

Nは36

奏

土師器

Ｂ

Ｃ

[67]

(21)

覆上下

300/O

普通

長石○、石

英〇、婁母

にぶい赤褐

にぶい褐

養底部破片。底面から緩く外傾する。外面はハ

ケ調整の痕跡とヘラミガキが見られる。底面と

内面はナデ。被熟赤化。

NG38

7 甕

土師器

Ｂ

Ｃ

面

％

通

床

６０

普

長石◎、石

英◎、砂粒

◎

赤褐

にぶい赤褐

養底部破片。底面から緩 く外傾する。器壁は薄
い。底部側縁・底面 。内面ヘラ削 りの後ナデ。

外面被熱赤化し一部煤付着。

No39

垂

土師器

Ａ

Ｃ

良

他

　

不

面

％

や

床

３０

ゃ

長石◎、石

英◎、雲母

△

灰褐

にぶい褐

奏底部破片。底面から緩 く外傾する。底面はヘ

ラ削り。外面はヘラミガキ。内面はナデられる

が剥離し荒れる。

NQ35

重

土師器

＆

■

Ａ

Ｃ

面

％
好

床

９０
良

長石◎、石

英〇、雲母

にぶい橙 顕部が直立気味で回縁部がやや外傾。日唇端部

面取り。外面ハケ調整・ヘラ削りの後ナデ・ヘ

ラミガキ。内面ハケ調整・ヘラ肖Jり の後ナデ。

No34

高杯

土師器

開

め

Ａ

Ｃ

床面他

60%
やや不良

長看○、石

英○、雲母

△、砂粒○

橙 高不の不部破片で脚部は欠損する。僅かに内湾

して立上がる。内外面ともにナデられているが、

全体的に荒れている。

Nα29

ll 器台

土師器

Ci(43) 覆上下位

90%
普通

長石○、石

英〇、雲母

○、砂粒○

にぶい橙 器台脚部破片。ハの字状に開く脚部で、杯部底

面に貫通孔が開き、透かし孔が3ヶ所見られる。

外面ヘラミガキ。内面ナデ。

Nc41

高イ

土師器

C:(35) 床面

900/O

やや不良

長石○、石

英△、雲母

○、砂粒○

にぶい橙

橙

高郭脚部片。ITN部 の底部が僅か残り、脚部は3ヶ

所に穿たれた透かし孔部分で破損。外面にハケ

調整が見られるが、全体的に荒れている。

No30

オ P

土師器

Ｂ

Ｃ

覆上下位

50%
良好

長石・石莫・

雲母・砂粒

△

にぶい橙

橙

平底の底部から外傾して立上がる。外面はヘラ

削 りの後、丁寧なナデ・ミガキ。内面はナデ。

器壁は薄い

No42

第 3号住居跡出土土製品 単位 :cm・ g

図ONo 種類 器 種 最大長 最大幅 最大厚 重量 材質 備考

土製品 転用砥石 7 土師器 NQ43貯蔵穴出土

第3号住居跡出土石製品 単位 :cm・ g

図MNo 種 類 髄 最大長 最大幅 最大厚 重量 材質 備考

石製品 砥 石 ■0 300 石英 Nd371 2片接合

第 3号住居跡出土鉄製品 単位 :cm・ g
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図版No 種 類 器 種 最大長 最大幅 最大厚 重量 材 質 備 考

鉄製品 棒状鉄製品 04 鉄 NQ372



第 4号住居跡 〔SI-4〕 (第79～90図  P L20。 21。 59～ 61)

位 置 調査区中央のX・ Y・ Z-17・ 18、 Y-19区に確認された。

重複関係 なし。

主 軸 N… 35° 一E。

規 模 4.1× 4.Omの方形を呈する。確認面からの深さはおよそ25cmを測る。

床 平面形と同様な形状を持ち、東西南北の隅付近以外は硬化している。東隅の床面は一部焼け、

焼土化していた。床面には炉が2ヵ 所確認された。また西隅には貯蔵穴が 1カ 所確認された。

壁 床面から外傾して立ち上がる。北西隅のみ傾斜が緩い。
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√
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貯

(E)P5

A270

1 75YR4/3 褐色 ローム粒少、黒色土粒中

2 10YRν 6 褐色 ローム中 小微、ローム粒多、黒

色土粒微

3 75YR4/6 褐色 ローム中 小微、ローム蔵中、黒

色土燕微

4 75YR4//3 褐色 ローム粒少、黒色上粒中

5 75YR4/4 褐色 焼土小少、焼土粒中、炭化物中、

ローム粒少

6 10YR4/6 褐色 ローム粒中、黒色土粒微

7 ■5YR4/6 褐色 ローム粒中、黒色土粒中

第79図 第 4号住居跡

山
101

Ш 引

75YR4/4 褐色 炭化粒微、ローム大微、ローム小

粒中

■5YR4/4 褐色 焼上中～粒中、ローム小 粒少

10YR4/6 福色 ローム粒多

■5YR3/2 賭鶴色 焼上燕少、炭化材僚、炭化物少、

炭化粒中、ローム粒少

■5YR4/6 褐色 焼土小 粒中、ローム粒少

75YR3/4 暗褐色 炭化粒少、ローム粒少

75YR4/4 福色 ローム粒少
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5YR3/6 暗赤褐色 境土小 荘多、ローム燕中

″うYR4/6 獨色 焼■蔵中

75YR4/6 褐色 焼土蔵中
ロームプロック、擁土蔵少

zOI 疵

泣

小

少

一
一

社

ロ

ロ

ロ・ム髄
絶勅］］

a26.3
b'

C

C268

b268

1 10VR4/6 褐色 流土粒少、ローム荘多
2 5YR4/6 赤網色 焼i小少、焼土戒多
3 5YR3/3 暗赤褐色 焼主粒中、ローム粒多

第80図 第 4号住居跡・炉・貯蔵穴

炉 2ヵ所確認された。炉 1は住居内の中央から北壁よりに検出され、平面形は不整楕円形 (長

径72× 短径60cm)で、深さは最深部で 5 cmを測る。底面はわずかに凹み、皿状をなす。炉 2は床

面中央の南東よりに検出され、長径80× 50cmの不整楕円形を呈する。底面は皿状をなし、最深部

は約 7 cmを測る。中央部分には焼上が見られなかった。この 2つの炉には時期差が存在するもの

と考えられる。

桂 穴 住居内にはPlの 1カ 所のみが確認された。この他、住居外の周囲にP2～P9が確認さ

れた。各ピットの深さはPl

が33.lcmで あった。住居外の

ピットはP2が77.Oclll、  P3が

23.lcm、  P4が 7.9cm、  P5が

15.7(�、 P6が924cm、  P7が

15.lcm、 P8が 70.8cm、 P9が

14.6clllで ありばらつきが見 ら

れ、柱穴になるか不明である。

貯蔵穴 貯蔵穴は住居内の西

隅にある。形状は円形で、規

模は直径約75cmを 測 り、深さ

は最深部で約30cmを 測る。覆

土は3層からなる。貯蔵穴内

やその周辺からの玉作関連遺

物の出土が目立ち、貯蔵穴が

玉作作業と関わる箇所である第81図 第 4号住居跡炭化材等出土状況
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B270

第82図 第 4号住居跡遺物出土状況 (1)

第83図 第 4号住居跡遺物出土状況 (2)

と考えられる。

入口施設 床面の硬化面が南南

西壁から広がりを見せているこ

と、炉の状況、そしてピットや

貯蔵穴の位置から、同所に本住

居の入日が想定される。

覆 ± 14層 の上層か らなる。

東壁から炉付近にかけ人為的な

ローム層の堆積が見られた。

遺物出土状況 住居の北北東壁

から北西壁にかけて、壁際にλ

化物が見られた。上器は貯蔵穴

及びその周辺、また炉2の上に3・

4が伏せた状況で出土している。

出土遺物 土器や玉作関連遺物

が出土している。 1～ 3は壺で、

4は器台である。5はその痕跡か

ら鉄製品用の砥石と考えられる。

玉作関連遺物出土状況 メノウ

製の玉未製品が貯蔵穴周辺を中

心に出土している。貯蔵穴底面

から内磨き砥石 (12)が 出上し、

その上縁から台石と考えられる

もの (19)が出上している。工

具と考えられる敲き石など (16

～18)は住居北側の床面近 くを

中心に出上している。砥石の中

には、第90図 2・ 3の ように第

6号住屋跡出上のものと接合し

ているものがある。
｀
また、メノ

ウ製未製品の中には第90図 1の

ような第 8号住居跡出土遺物と

・ 土器

B'

B'

口玉未製品
。砥石

・ 石器

15孔 9t刊
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土層サンプル採集区 メノウ材出土状況

片岩材出土状況

■ 10g以上

■ 5g以上 108未満

圏 0.lg以上 5g未満

□ 0.lg未満

第84図 第4号住居跡遺物出土状況 (3)

接合するものがある。このことから、本住居跡と第 6・ 8号住居跡との関連性が窺われ、道具が

形を変えて継続的に使用されていることが理解できる。

床面上や貯蔵穴覆上の水洗い選別 (第 2章第 3節 2遺構調査参照)の結果では、メノウと片岩

の微細剥片などが採集された。メノウ製微細剥片は貯蔵穴のみから0.2g採集され、片岩製微細

剥片は貯蔵穴内 (1.3g)と壁際 (1.5g)に見 られた。このほか、小円礫が貯蔵穴内外から採集

されている。全体的に見れば、微細な工作関連遺物の出土は僅かである。

玉作関連遺物 本住居跡からメノウ製勾玉未製品 (6～ 11)や砥石 (12～ 15)、 石製の工具 (16
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可Ocm

第85図  第 4号住居跡出土遺物

第4号住居跡出土土器

第4号住居跡出土石製品 単位 tcm・ g

～19)が出土している。 6～ 8は荒割工程、 9は形割工程、10。 11は側面打裂工程と考えられる。

6の表裏面と下側面に自然面が見られ、左右の両側面が打割される。 7は表面の稜部分には細か

な剥離が見られ、一部摂理面が残る。裏面のほとんどと側面の一部は自然面である。 8の下側面

に自然面が残る。 9には左側面のみが打割された明確な剥離面が残る。10の 上側面の一部と裏面

に自然面が残 り、下側面を除き細かな剥離が見られる。下側面は左側面からの力によって破損し

たものと思われる。表面の上部に研磨面が若干見られる。11の上下側面には自然面が残る。本資

図MNo 絶
籐

法量 (cm)

出上位置

残 存 率

焼  成

胎 土 色調 器形・法量の特徴 備考

l

器師

一堕
土

A:[154]
C:(99)

貯蔵穴内他

80%
普通

雲母△、長

石 石英○

にぶい黄橙 壼の胴部上半～口縁部。頚部が屈曲し、日縁部

が外反する。外面はハケ調整の後、ナデ・ヘラ

ミガキ。日縁部の破面磨れ、炭化物付着。

Ｍ
彬

2 豆

土師器

C:(31) 庁 威 爪

100%

やや不良

石

母
ヽ
奎
〓

○
　
ヽ

石

○

長

英

○

橙

にぶい黄橙

壺の顕部で意図的に割られ、上下端の破面は全

体的に磨れており、転用されたものと思われる。

炭化物が内外面や破面にも付着。

No44

3 壺

土師器

Ｂ

Ｃ

上

陽

通

炉

Ю
普

長石△、石

夫△、雲母

△

にぶい橙 重の底部。輪積部で意図的に割られいる。外面
ヘラミガキ。内面は剥離が見られ荒れている。

不状の器形を意識した転用品。

Nc45

4

器

台

師

器

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

炉上

90%
やや不良

長石△、石

英△、雲母

△

橙 不部径は脚部径よりも小さく、全体の高さの

1/3を 占める。外面はヘラミガキがなされるが、

全体に被熱赤化し剥離が見られる。

NQ47

脚部内面に赤

彩残存か

図版No 種類 静種 最大長 最大幅 最大厚 重量 材質 備 考

5 石製品 砥石 345 軽石 玉102 床直
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第86図 第 4号住居跡出土遺物 (2)
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第87図 第 4号住居跡出土遺物 (3)

料は第8号住居跡出土資料 (第 126図26)と 接合する (第90図 1)。 本来は直方体の個体が中央で

半分に久損してしまったものである。

片岩製の砥石には12の内磨き砥石や、13・ 15の ような平砥石、そして内磨き兼平砥石とされる

14がある。14は第6号住居跡出土資料 (第 117図96)と 接合する (第90図 2)。 15についても第 6

号住居跡出土資料 (第■6図87・ 88)と 接合する。
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ｍ

ｕ

1      18

第88図 第 4号住居跡出土遺物 (4)
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10cm

第89図 第 4号住居跡出土遺物 (5)

その他の工具としては、16～18の敲きるの類や19の 台石と考えられるものが出土している。

所 見 本住居跡は玉作工房として利用されたものと考えられ、貯蔵穴を中心に作業が行なわれ

た可能性が考えられる。しかしながら、微細な玉作関連遺物の出土状況はほかの工房跡の状況と

異なる。また、未製品の出土状況からメノウ製勾玉の荒割工程を中心に形割・側面打裂工程の資

料が出土している。そして、本住居跡出土の玉作関連遺物の中には第 6・ 8号住居跡出土のもの

と接合するものがあり関連が窺われる。

本住居跡の時期は、出土遺物から古墳時代前期中棄から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと

考えられる。
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第90図 第 4号住居跡ほか接合資料
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第4号住居跡出土玉作関連遺物

図ONd 種 別 長 さ (clll) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石材 備考

勾玉荒割工程 3酎 95 CXD &38 メノウ 玉 3

勾玉荒割工程 230 811 638 メノウ 玉 6

勾玉荒割工程 220 ,65 75 メノウ 玉 2

勾玉形割工程 削 側 681 メノウ 玉 1

勾玉側面打裂工程 Z65 Z10 副 メノウ 玉 5

勾玉側面打裂工程 Z20 1つ0 140 7お 8 メノウ 玉4 S18(26)と 接合

内磨砥石 590 a85 82開 片岩 玉9 貯蔵穴内出土

平師 650 &10 闘 12お3 片岩 玉 8

内磨砥石兼平砥石 280 銀 5 0お 0 1220 片 岩 玉7 S16(96)と 接合

平砥石 635 8400 片岩 玉10 SI‐6(87)他 と接合

敲き石 10刑 5副 ■80 437V チャート 五14 端部散打 被熱

敲き石及び磨石 剛 &10 224鰐 砂岩 玉13 面端部戴打痕 炭化物付着

凹み石 1020 680 ■70 39595 石英斑岩 玉12 被熟炭化物付着

台石 1470 12■0 1090 2,52α 23 花画岩 玉15 貯蔵穴脇出土

第4号住居跡ほか玉作関連遺物接合資料 単位 :cmog

第 5号住居跡 〔SI-5〕 (第91～94図  P L22・ 62)

位 置 調査区中央南側のYoZ-25。 26区 に確認された。

重複関係 なし。

主 軸 炉が未確認で不明と言わざるを得ないが、およそN-25° 一Eか。

規 模 長軸1.8× 1,7mの 正方形に近い形状。深さは、床面下の溝状の落ち込み底面で確認面か

らの深さは26～28cmを 測る。

床 床面は平坦であったが、床面全体にわたり幅50clll前後の溝状の落ち込みが見られた。また床

面の硬化した部分は見られず、南側に深さ4 cmの浅いピットがあるのみである。

壁 壁は緩 くなだらかに立ち上がる。

炉 住居の覆土中に焼上のまとまった堆積は見られたが、炉らしいものは確認できなかった。

柱 穴 床面には浅いピット1つのみが確認された。柱穴とは見なし難い。

入口施設 入 リロピットや入 り口部の床の硬化面などは確認されていない。

貯蔵穴 ない。

その他の施設 床面下に方形に巡る溝状の落ち込みが確認された。第 1号住居跡床面下に確認さ

れたものと同様のものといえる。

覆 土 木住居跡の覆土は16層 からなり、一部に焼土・炭化物が入り込む。

遺物出土状況 出土遺物は、住居跡内南側を中心に出土している。 3の上師器養は正位の状態で

司
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

図8Na 種 別 長 さ (clll) 幅 (cm) 厚 さ (clll) 重量 (g) 石材 備考

l 勾玉側面打裂工程 365 Z20 1お 1624 メノウ SI・4(11)+S18(26)

2 内磨兼平砥石 8」70 4酎 0側 43側 片岩 S14(14)+S16(96)

3 内磨兼平砥石 1810 2Ю 0 3皓90 片岩 S14 (15) +S16 (89)
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1 75YR3/3 暗褐色 焼土粒・炭化粒・ロームか撥(ローム粒少

2 ■5YR4/4 褐色 焼土中・炭化粒 。ローム粒微、焼土小少、

焼ELu中

3 ■5YR3/2 黒褐色 焼土粒・炭化粒・ローム小憮 ローム粒少

4 イ5YR4/4 褐色 ローム粒微

5 75YR3/2 黒褐色 焼土小・庚化粒・ローム小・ローム粒微、

焼土粒少

6 75YR4/6 褐色 ローム中微、 ローム小・粒少

7 75YR3/3 暗褐色 炭化粒・ローム中微、ローム小・粒少

8 75YR4/6 褐色 ローム小微、 ローム粒少

9 75YR4/4 褐色 ローム小傲、 ローム粒少

10 75YR3/2 黒褐色 ローム小微、ローム粒少

11 75YR3/3 暗褐色 炭花辻・ローム小微、 ローム粒少

12 75Y船/2 黒褐色 ローム中・小微、ローム粒少

13 7う YR3/2 黒褐色 ローム小・粒微

14 75YR4/4 褐色

15 76Ⅵ盟/4 褐色 ソフトローム粒多

16 7ЫR4/6 褐色 ソフトローム粒多

一ｍ

A A'

ml

A27.1

ｒ
．卜
劇

く

hl

第91図 第 5号住居跡・掘り方
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A'

A271

第92図 第 5号住居跡遺物出土状況

出土した。床面下の溝状の落ち込みからの遺物の出土はほとんどない。本住居跡出土土器には、

第 3号住居跡出上のものと接合しているものがある。

出土遺物 出土遺物は土師器発がまとまって出土した。 1～ 9は養であり、10は壺、11は鉢である。

発には 1・ 6。 7の ような大型のものや、 2～ 5の ような小型のものが見られる。 3は特微的な作

りの奏で、内外面に輪積痕が残る。また、出土状況も他の上器と異なり、住居跡の東隅で潰れた

第5号住居跡出土土器

A

図8No 籐
籐

法量 (cm)

置

率

成

難
存

出

残

焼
胎土 色調 器形・法量の特徴 備考

L 発
生師器 B,[78]

C:255

[200]A 覆土上位

60%
普通

長石・石英

〇、雲母◎

明責褐 顕部が括れ日縁部が外傾 し、口唇部が外反。頸

部内外面や外面の胴部中央付近にハケ調整が日

立つ。胴部中央に最大径を持ち、作りは荒い。

Na58

炭化物付着

2 小型壽
土師器

A:[144]
B:[52]
C:(167)

覆土

40%
普通

長石 O、 石

英〇、雲母

△

橙 球胴形の発で、器厚は全体的に薄い。頚部は括

れ、日縁部が僅か外傾する。外面の胴上半は丁

寧なヘラナデ、胴下半は雑なハケ調整。

NQ59

3 小型琵

土師器

A:[153]
B:G3
C:135

覆上下位

50%
やや不良

長石△、石

央△、婁母

△

橙 口縁部に最大径を持つ小型莞。内外面に輪積痕

が残る。器面は内外面共に被熟によって荒れて

おり、調整も不明瞭。底面に木葉痕。

Nc56

4 小型養

土師器

A:[1罷 ]

B:■9

C:142

覆上

70%
普通

長石O、 石

英○、婁母
△

明赤褐 球月同形の羹。頸部は括れ、日縁部が外傾する。

外面全体や口縁部内面に細かなハケ調整。底面

はナデ。

NQ57

胴部煤付着

5 菱

土師器

A:[138]
C:(78)

覆上下位

10%
やや不良

長石〇、石

英◎、雲母
△

にぶい橙 頚部は括れ、日縁部が外反する。器面は荒れて

いる。胴部外面に細かなハケ調整。

NQ51
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第93図  第 5号住居跡出土遺物 (1)
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第94図 第 5号住居跡出土遺物 (2)

状態で出土した。

所 見 本住居跡は出土遺物から古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと位

置付けられる。住居として基本的な施設である炉が存在せず、小型の住居のためか柱穴も存在 し

ないことが特徴と言える。本住居跡出土土器には、第 3号住居跡出上のものと接合するものがあ

り関連が窺われる。

図版No 縫
麟

法量 (cm)

出上位置

残 存 率

焼  成

胎土 色調 器形・法量の特徴 備考

莞

土師器
邪
①

Ａ

Ｃ

覆上下位

10%
やや不良

長石〇、石
英○

橙 頚部が括れ日縁部が外傾する。日縁部内外面に
ハケ調整。頚部内面に緻密なハケ調整。全体的

に被熟により荒れる。

Nc55

7 養

土師器

B:[216]
C:(36)

覆土

3眺
やや不良

長石△、石

英△、婁母

△

橙 頸部が括れ、日縁部が外傾する。日縁部内面に
ハケ調整。全体的に被熱により荒れる。

NQ54

災化物付着

露
土師器

４

％

Ｂ

Ｃ

覆上下位

冊%
普通

長石 O、 石

英△、雲母

△

にぶい赤褐

にぶい橙

発の底部。やや上げ底となる。外面にハケ調整。

内面はナデられ媒付着。外面被熟し赤化。

配

豆

土師器

２

Ｂ

Ｂ

Ｃ

覆 土

％

通

３０
普

長石△、石

英△、雲母

○

にぶい褐

橙

壷の底部破片。外面・底面ナデ。内面は一部ミ

ガキ。

No53

壺

土師器

C:(66) 土

％
好

覆

詢
良

長石△、石

英△、雲母
△ 胎土緻

密

にぶい橙

栓

胴部破片。外面には丁寧なヘラミガキ。内面に

は輸積痕が残り、ミガキが施される。

NQ50

郵

土師器

A:[16つ ]

B:25
C:61

覆上下位

70%
やや不良

長石◎、石

英○、雲母

△

にぶい赤褐 小さな上げ底の底部から胴部が開く。大きな口

縁部は内面に陵を持ち外傾する。胴部外面は粗
いハケ調整、日縁部は丁寧なヘラナデ。

Nd60
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第 6号住居跡 〔SI-6〕 (第95～ 117図  P L23～ 25。 62～ 70)

位 置 調査区中央南側のT・ S-20。 21・ 22から確認された。

重複関係 東側の壁の一部が第45号土坑と重複し、本住居跡が古い。

主 軸 N-52° 一W。

規 模 およそ8.0× 8.Omの方形を呈し、調査区内の古墳時代前期の住居跡の中では一番規模の

大きなものである。確認面からの深さはおよそ50cmを測る。

床 床面には中央部分と南端の部分を除き、ベッド状遺構が壁から1～ 2mの幅で作られている。

この他、壁際には壁溝が巡 り、入 り口部分からP2・ Plに通じて間仕切 り溝が確認された。床

面の硬化面は入 り田部分のP5・ P6周辺に見られ、またベッド状遺構の内側にも見られた。特

にP5の北西側には貼 り床が確認された。

壁 部分的に壁の崩落が見られるが、多くは急激に立ち上がっている。壁際には全周して壁溝が

確認された。壁溝の幅は約30cmで 、深さ約15cmを測る。その上層の状況を見ると一様に、壁際は

ロームブロックの混入が少量で色調が濃 く、住居中央側はロームプロックの混入が多いことが観

察された。このことから壁際には板状の壁構築材が巡っていた可能性が想定される。

炉 Pl・ P4を結ぶラインより南東側でややP4側 に寄っている位置に確認された。規模は長

軸90clll。 短軸75cm・ 深さは 4 clllを 測る。炉の覆土には径 2～ 5111111程度の小円礫 (砂利)が多量に

含まれていた。

桂 穴 Pl～ P4が主柱穴で、それぞれの上面径は1.0～ 1,3mを測る円形である。深さはいずれ

も90～ 95cm程度である。いずれも底面の幅は狭 く上部ほど広がりを見せることと、土層の堆積状

況から、柱の抜き取 りが行われた可能性が考えられる。この中でP3のみが上面径が小さく、南

側にテラス状の部分が見られた。P4の第 6層の下位から第110図45の ミニチュア土器が出上した。

貯蔵穴 P6が貯蔵穴に相当する。住居内の南東隅にP3と 接して確認された。長軸1.1× 0,8m。

深さ40cmを測る。覆土は6層 (第 9。 10・ 21,23～ 25層)か らなり、第24層 は埋め戻されたよう

な土層で、第25層 は水中で泥が沈殿したようなきめの細かい土層である。

入口施設 P5が入 り口施設に相当し、南東方向に向かって斜めに穿たれている。上面径は30cm・

深さ24cm・ 傾斜角は60° を示す。同ピット周辺に硬化面が見られた。

その他の施設 間仕切 り溝が確認され、住居内の南東壁からP2・ Plへとクランク状に折れ曲っ

て作 られている。Pl側は浅 く、南東壁側は深さを増す。入 りロピット周辺に小さなピットが 9カ

所確認された。

覆 土 覆土は22層から構成され、第 1層から第 4層 は暗褐色を呈し、下層の上層とは区別され

る。

遺物出土状況 多 くの遺物は北西壁 。南壁際にまとまって出土している。同所の間での遺物の接
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合関係が多 く見られた。本住居跡出土土器には、第 2。 3号住居跡出土土器と接合したものがあ

る。また、本住居跡出土玉作関連遺物には、第4号住居跡のものと接合したものがある。

出土遺物 出土遺物には土師器と土玉、そして玉作関連遺物が出土している。土師器には 1～ 18

の奏、19～26・ 28の重があり、29～ 32の小型鉢、27・ 33・ 35。 36の対、34の椀、37～43の 器台、

45の ミニュチア土器、46～49の手づ くね土器が出上している。これらの中で特徴的なものに、養

では5や 8があり、「 S」 字状口縁奏を意識したような口縁部断面形態を見せる。また、26は大

型重の日縁部であり、断面形も特徴的であるのと同時に側面に棒状浮文が貼付されている。出土

土器の全体的な傾向として、養や器台が比較的まとまって出上している。そして、これらの土師

器の中で、21の重、30。 32の小型鉢、33・ 36の対、40。 42の器台、45の ミニチュア土器には赤色

顔料が塗布されている。

出土した土師器の中には意図的に穿孔されたものがあり、12・ 13。 15の奏や21の壷が該当する。

いずれも焼成後の穿子しであり、12は底部に見られ、13。 15・ 21は胴部に穿孔が見られる。12や21

の穿孔方法は、断面形が九い棒状のもので打ち抜いた様な状況である。また、13・ 15は少しずつ

打ち割 りながら破砕し、およそ円形の大きめの孔を開けた様に思える。

土製品としては50・ 51の上玉がある。

玉作関連遺物出土状況 玉作関連遺物の出上位置を図化したものが第98図 である。住居内の入 り

ロピットや貯蔵穴が見られる床面南東側を中心に出土していることが分かる。

今回の調査に当たっては、床面に25cm方眼 (約 1000区画)を設定し、各方眼からサンプルした

上を水洗い選別し、玉作関連の微細な遺物の採集に努めた (第 2章第 3節 2遺構調査参照)。 そ

の結果は、玉素材としてメノウ 。滑石・緑色凝灰岩・琥珀の微細剥片などが出上しており、これ

らが玉製品の材料として用いられていたことが分かる。以下は微細な玉作関連遺物の種別ごとに

その出土状況の特徴について述る。メノウについては、間仕切 り溝の西側の入 りロピットから貯

蔵穴にかけ濃密に分布が見られる。 1区画での最高重量は4.9gであり、細かく見れば貯蔵穴周

辺よりも入 リロピット周辺の方がやや多い傾向が見られる。その他の床面ではほとんど出土して

いない。住居内施設ごとのメノウの出土状況は、最も多 く出上したのが貯蔵穴で24.7gであった。

琥珀は間仕切 り溝西側と床面東側に散発的に出上している様子が窺え、ほとんどの採集区は0.1

g以下であったが北西の採集区のみ0.2g出上した。住居内施設ごとの琥珀の出土状況は、最も

多 く出土したのはやはり貯蔵穴でおよそ0.2gであった。緑色凝灰岩は入 りロピット周辺の限定

された区画のみで確認され、最も多い区画で0,3gの出土であり、ほかは0.lg未満であった。滑

石は2ケ所の採集区のみから出上しており、いずれも0。2gであった。住居内施設ごとの滑石の

出土状況で、最も多 く出土したのはやはり貯蔵穴でおよそ0.2gであつた。

これらの玉材料と言える微細資料以外に、玉作関連遺物として玉作用砥石の材料である片岩の

司
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止
| B27.0

F27.0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

■5YR3/3 暗褐色 ローム中・小・粒少、黒色土プロック大 ,中中

75YR3/3 暗褐色 焼土粒微、ローム中少、ローム小・粒微

■5YR3/3 暗褐色

■5YR3/3 暗褐色 焼と小・粒微、ローム小中、ローム粒少

■5YR4/4 褐色 焼土粒・ローム大微、ローム小中、ローム粒少

■5YR4/6 褐色 ローム大微、ローム中少、ローム小・粒中

■5YR4/4 褐色 ローム大 。中・小・粒少 ロームプロック多

■5YR3/3 暗褐色 焼土粒・ローム中微、ローム小中

■5YR4/4 褐色 ローム中・小微、ローム粒中

■5YR3/3 暗褐色 ローム粒少

75YR3/3 暗褐色

■5YR3/3 暗褐色 ローム大・小・粒少

猛5YR3/2 暗褐色 ローム中・粒少

14 5YR3/4
15 7う YR4/6
16 75YR4/6
17 75YR4/4
18 75YR3/3
19 75YR4/6

20 76即 6

21 75YR4/6
22 76YR4/6

暗赤褐色

褐色 ローム小少、ローム粒中

褐色 ローム大・中・小少、ローム粒中

褐色 ローム中・小少

暗褐色 ローム中少、ローム小中

褐色 焼土中 炭化物・炭化粒・ローム小少、焼土小・ロー

ム粒中、焼土粒多

褐色 炭化物 ローム小少、ローム粒中

褐色 ローム中少、ローム小・粒中

褐色 ソフトロームプロック

げ
一

C27.0

D270

E270

G27.0
A270

第95図 第 6号住居跡
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a265 a b265

d26.5

f265 r

1 75YR4/6 褐色 ロームイヽ中、ローム粒多

2 10YR4/6 褐色 ローム中少、ローム小中、ローム粒多

3 75YR4/3 褐色 ローム大・中・粒少、ローム小中

4 75YR4/6 掲色 焼土小微、ローム大 。中中、ローム小・粒多

5 75YR4/6褐色 ローム大・中微、ローム小 粒多

6 75YR4/6 褐色 ローム中微、ローム小・粒多

7 10YR4/6 褐色 ローム小・粒極めて多

8 ■5YR4/4 褐色 焼土小・炭TLu ローム大微、ローム粒多

9 盗 YR4/4 褐色 焼土小・ローム大後、ローム小 池中

10 7屈R4/4 褐色 焼土小微、ローム中・粒中

11 術 YR4/6 褐色 焼土小微、ローム小中、ローム粒極めて多

12 75YR4/6 褐色 ローム小多、ローム粒極めて多

13 75YR4/4 褐色 ローム小中、ローム粒少

14 75YR4/6 褐色 ローム粧極めて多、暗褐色土プロック

15 75YR4/6 褐色 ローム粒種めて多

16 10YR4/6 褐色 ローム大微、ローム中ガ、 ロームオヽ中、ローム極めて

多、ツフトローム多

17 ■5YR4/6 褐色 ローム粒極めて多、暗褐色土少

18 7う YR4/4 褐色 ローム小少、黒色土小少

19 7斑R3/4 暗褐色 ローム大 。中中、ローム小少

20 75YR4/4 褐色

21 75YR4/3 褐色 焼土小微、ローム月ヽ中、ローム粒多

22 75YR4/4 褐色 ローム粒多

23 75YR4/6 褐色 ローム大中、中少、粒多

% 75YR4/6 褐色 ローム大微、中少、粒中、黒色土プロック徴

25 子5YR4/6褐色V間 仕切り溝

ローム中微、ローム小少、ローム粒中

ローム大少、ローム粒中

g

炉

5YR3/6 暗赤褐色 焼土大・中 ローム粒少、焼土小・

粒中、炭化粒欲 ガヽ砂利多

0           1m

1 75YR4/4 禍色

2 75YR4/4 褐色

s265

0          2m

第96図 第 6号住居跡柱穴等土層
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微細剥片が多数出土している。この出土状況はメノウの微細剥片分布状況に類似し、間仕切 り溝

の西から貯蔵穴の間に集中している。1区画での最高重量は15.lgで入 リロピット周辺部であり、

貯蔵穴周辺は比較的少ない。住居跡内施設ごとの出土状況では、貯蔵穴から20.lg出 上している

が、その他のピットではほとんどが1.Og未満である。

このほか玉作関連遺物とは言えないが、微細な資料で小円礫や小土器片が出土しており、小円

礫 (砂利)については炉跡や入 り日付近からの出土が目立った。住居跡内施設ごとの出土状況で

は炉跡から57.9g出 上し、意図的に持ち込まれたものと考えられる。小土器片については入 り口

付近にも多 く見られるものの、住居内全体に分布している様子が窺える。

本住居跡での玉作では、特にメノウ材の使用頻度が高く、滑石や緑色凝灰岩、琥珀の出土は極

僅かであった。このことから、メノウ製勾玉製作を主に行なっていた様子が窺われる。また、住

居内における玉作作業の中心的な場所は、玉作関連遺物の出土状況から入 り日部分から貯蔵穴周

辺が想定される。また、本住居跡出上の玉作関連の砥石の中には、第4号住居跡出土のものと接

合したもの (89。 96)があり、同住居跡との関連が窺われる。これらの砥石の接合状況は、砥石

が使用時の折損などで形を変えながらも用いられ続けた様子が窺える。

玉作関連遺物 玉作関連遺物には、玉の未製品や材料、そして玉作の道具が出土している。材料と

して把握されるのはメノウ・滑石・緑色凝灰岩・琥珀である。玉未製品を工程ごとに分類すれば、

メノウ製としては、採集原石 (52)、 荒割工程 (53)、 形割工程 (54～58)、 側面打裂工程 (59～65)(59・

61は形割工程とすることも可能)、 研磨工程 (66～ 73・ 75。 76)、 穿孔工程 (74)の ものが出土している。

52の採集原石の形状は一様に厚さ l cm程度の平たい板状のもので、表面には荒れた自然面が見

られる。側面の大部分には剥離面風の自然面が見られ、人為的な剥離面とは異なり滑らかで光沢

を持つ。531よ板状原石を長方形の形態を意識して打割している。上側面と左側面が明確な剥離面

となっている。54～ 56・ 581よ直方体を意識して打割され、表面―側面の角度が直角に近い。56

の上 。右側面には明確な剥離面が見 られるが、その他は自然面と思われる。54・ 55。 57・ 58の

裏面に自然面が残 り、表面は結晶質面となる。55と 58は 同一母岩と思われる。59～65は側面打裂

工程のものと思われ、その多 くが半円形やC字状の形態を意識して加工されている。59。 61は半

円形を意識した形態で、59の右側面は直線的に打割され、表面と側面の角度も直角に近い。60も

59同様の直線的な打割が見られ、その他の側面等に細かな押圧剥離が施されている。その結果、

表面の自然面が少なくなり、勾玉の腹に相当する分部はより押圧剥離が集中する。製作上の安定

性確保のためか裏面は全体が自然面のままである。63は C字状の形態を意識して剥離がなされ、

表面には自然面や結晶質面が残らない。上端が欠損したものと思われる。64は扁平なC字状を呈

し、勾玉の形態を明瞭に理解することができる。腹部分の決 りを入れる作業で久損してしまった

ものであろう。やはり表面には自然面や結晶質面が残らず、裏面には押圧剥離による自然面の切
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第97図 第 6号住居跡遺物出土状況 (1)
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。片 岩 (砥石剥片)

。その他

第98図 第 6住居跡遺物出土状況 (2)
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土層サンプル採集区

メノウ材出土状況

■ 4.Og以上

■ 1.Og以上 4.Og未満

田 0.2g以上 1.Og未 満

□ 0.2g未満

o       2m
参 ,

第99図 第 6号住居跡遺物出上状況 (3)
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琥珀材出土状況

緑色凝灰岩材出土状況

■ 4.Og以上

■ 1.Og以 上 4.Og未満

田 0.2g以上 1.Og未満

□ 0.2g未満

第100図  第 6号住居跡遺物出土状況 (4)

-141-

2m



滑石材出土状況

片岩材出土状況

■ 4.Og以上

■ 1.Og以 上 4.Og未満

圏 0.2g以上 1.Og未 満

□ 0.2g未満

第101図  第 6号住居跡遺物出土状況 (5)
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小円礫出土状況

小土器片出土状況

■ 4.Og以上

■ 1.Og以 上 4.Og未満

囲 0.2g以上 10g未満

□ 0.2g未満

0       2m
中

第102図 第 6号住居跡遺物出土状況 (6)
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メノウ材出土状況

琥珀材出土状況

10.Og以上

5.Og以」L10.Og未 満

1.Og以 」i5,Og未満

¶.Og未満

■

■

囲

□

第103図 第 6号住居跡遺物出土状況 (7)
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滑石材出土状況

片岩材出土状況

■ 10.Og以上

■ 5.Og以上 10.Og未満

田 1.Og以 上 5.Og未満

□ 1,Og未満

第104図 第 6号住居跡遺物出土状況 (8)
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小円礫出土状況

小土器片出土状況

■ 10.Og以上

■ 5,Og以上 10,Og未満

囲 1.Og以 上 5.Os未満

□ 1.Og未満

0       2m
中

第105図 第 6号住居跡遺物出土状況 (9)
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除がなされ始めている。65は裏面に自然面が残 り、側面の一方が直線的で他方が曲線的となる。

表面には上下端からの大きな剥離や細かな剥離が見られ、前者により破損したものと思われる。

曲線的な側面の一部に研磨痕が残る。66～ 73・ 75。 76は研磨工程のもので、およそ半円形または

C字状の形態のものである。66は表面の押圧剥離がなされた後に研磨を行い、裏面は一部研磨面

が見られるが大部分は自然面である。腹部には表裏面方向から快 りを意識した押圧剥離が集中し

ている。67・ 68は表裏両方又は表裏一方と側面の一部にも研磨痕が残る。671よ右側面に剥離が見

られ、68は上端の剥離で欠損したものと思われる。69・ 70に は表裏と背部に研磨痕が残 り (69の

腹部側面の一部も研磨)、 70の腹部は押圧剥離による快 りが始められ、69の腹部は決 りが進んで

いる。7と は表面にのみ研磨痕が残 り、右側面で欠損している。72も 表裏面と背部に研磨がなされ、

腹部の快 り作業途中に折損したものであろう。73は仕上げ研磨工程のもので、穿孔がなされた後

の腹部の研磨作業中に折損 したものであろう。本資料から窺える勾玉の形態は、「 C」 字状とい

うより「コ」字状に近い。74は穿孔途上で薄く剥離したものと考えられ、穿孔の日径は73に比べ

細 くて一定であるのが特徴的である。75。 76も 仕上げ研磨工程のもので、腹部の研磨がなされた

折損品である。76の断面形は角が取れ丸みを持つ。このほか、77～82は メノウ材の剥片である。

滑石製玉類では枡磨工程 (83・ 84)、 穿子と工程 (85)、 完成品 (86)が出上している。

83・ 84が勾玉の研磨工程のもので、小型のものである。久損品ではないが製作を中止し廃棄さ

れたものである。851ま管玉の穿孔工程のもので、穿孔途中で作業をやめてしまったものである。

86は管玉の完成品であるが、未製品との形態差が大きく、一連の玉作作業で製作されたものかは

不明である。

このほか、水洗い選別で緑色凝灰岩や琥珀の微細剥片が採集されている。これらの石材を用い

て製作された玉類がいかなるものかは明確にし得ないが、およそ緑色凝灰岩製管玉と琥珀製勾玉

が想定される。

玉作関連道具の出土品としては、87～96の片岩製の砥石が出上し、92・ 93は 内磨砥石、95な ど

は平砥石、87・ 90。 91・ 94・ 96は内磨兼平砥石といえる。意外と砥石は内磨き。平砥石と用途を

限定せず用いている様子が窺える。97は石英製の不明石器である。片岩製の砥石の石材は大きく

2種類に分けられ、やや青みがかる色調の87・ 88・ 91～ 93・ 95。 96と やや黄みがかり砂質感のあ

る90。 94である。

所 見 本住居跡は出土遺物から古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと位

置付けられる。名称としては住居跡としているが、その中で行われていた行為を考えれば、玉作

工房と位置付けられよう。玉の種類としてメノウ製勾玉を中心に滑石製の勾玉 。管玉なども製作

されたものと考えられる。そして、メノウ製勾玉の製作工程の中でも側面打裂工程や研磨工程の

資料が目立って出土し、道具類については敲き石などが見られず、砥石のみの出土であることが
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第106図  第6号住居跡出土遺物 (1)



第107図 第 6号住居跡出土遺物 (2)
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第108図  第6号住居跡出土遺物 (3)
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第109図 第 6号住居跡出土遺物 (4)
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第110図  第 6号住居跡出土遺物 (5)

第6号住居跡出土遺物

図MNo
種
類

器
種 法量 (cm)

置

率

成

範
存

出
残
焼

胎土 色調 器形・法量の特徴 備 考

1 貴

土師器

Ａ

Ｂ

Γ

主

％

涌

夜

９０

学

長狛Ψ、狛

奥◎、雲母
△

にぶい種

褐灰

上下 にや や潰 れ た球形 の胴 部 で顕 部 が緩 く括

れ、口縁部がやや外反。口唇端部 は九 い。胴上

位 はハケ調整、下位 はヘ ラ削 り。日縁部ナデ。

NQ63

胴部煤付着。

艶

土師器
Ｗ
Ｂ
秘

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆土

70%
やや不良

長石◎、石

実◎、婁母

にぶい橙 球形の胴部で顕部が括れ、日縁部が外傾する。
日唇端部は九い。胴上位はハケ調整の後ナデ、

下位・底面はヘラ削り。口縁部はナデ。

躙
辣

奏
土師器

[196」

(26)

Ａ

Ｃ

土
％
涌

稜
罰
普

長41∪、雲

母△
衛 灰

にぶい赤褐
養の口縁部破片。括れた頚部から口縁部が外傾

し、口唇部がやや外反する。内外面共にハケ調
勇奎̂

NQ79

裁

土 師器

＆

５

Ａ

Ｃ

主

％

桶

復

１０

誓

kね くり、  4E

英◎、雲母

にぶい橙

灰褐

顕部が緩 く括 れ口縁部が外反。日縁端部 は九い

内外面ナデ。

Nd82

外面媒付着

養
土師器

[175]

(74)

Ａ

Ｃ

覆上下位

30%
普通

長石◎、石

英◎、雲母
△

にぶい橙 丸い胴部から頸部が括れ、日縁部は中荘に棋を

持って端部が延びる。胴部外面はハケ調整とヘ
ラ音Hn_

NQ74

露

土 師器

４

８

Ａ

Ｃ

覆上下位

30%
由r

長 ね ∪ 、 4E

英○
にぶい種 顕部が屈曲し口縁部が外傾する。口唇部はやや

外反する。胴部外面ハケ調整。口縁部外面ナデ。
胴部内面に輪積み痕あり。

Nα78

7 舞

土師器

名

Ｂ

Ａ

Ｃ
工
％

桶

復
２０

善

雲甘△、乳

白色粒

にぶい橙

橙

やや外反す る口縁部破片。顎部 にハケ調整、 日

縁部 はナデ。 炭化物付着

8 箋

土師器

８４
０

Ａ

Ｃ

土

％

通

覆

２０

普

長石◎、石
英◎、雲母

衡 炊

にぶい黄橙
露の口縁部破片。銀部が屈出し口縁部は甲程に

段を持って端部が外反する。 S字状口縁を意識
1シ た のヽか。器厚は意く、作りはシャープ。

Nα75

9 琵
土師器

■

６

Ａ

Ｃ
二
％
浮

複
３０
意

長41∪、41

英○、雲母
△

筒 狭

にぶい赤褐
養の口縁部破片。顕部で屈曲し、日縁部が外傾

する。口唇部はやや外反する。内外面共にナデ。
頚部内面に輪積痕あり。被熱を受ける。

Nα80

Sと3土器と接合
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図顔No 維
顧

法量 (cm)

出上 1ヱ 直

残 存 率

焼  成

胎 土 色 調 器形 ,法量の特徴 備 考

幻

土師器

Ｂ

Ｃ

復 ェ rμ
30%
普 :涌

長41∪、ね

英△、雲母
△

衛 炊

にぶい黄褐
半底の履部か ら綾 く開 く。雑 なハケ調整が外 向

と底面 に見 られ、内面 はナデ られる。 炭化物付着

琵

土師器

８

４

Ｂ

Ｃ

床面

80%
普通

長石◎、石

実◎、雲母

にぶい褐

にぶい黄橙

底 部は厚手で中央がやや凹み、胴部へ大 きく開

く。外面 にはハケ調整が見 られ、内面 は剥離 し

荒れている。

No72

舞

土 師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

＆

７

＆

回

％

嶺

床

８０

普

長石◎、石

英◎

にぶい貢橙

にぶい栓

球形の胴部か ら顕部が緩 く括れ、 日縁部が外傾

し口唇部 はやや外反。外面胴部中位 を中心 にヘ

ラ削 り^胴 ヒ位 飛び日縁部内而 はハケ調率 .

NQ64

底 面 に焼 成 後

の穿〒|

菱
土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

９

０

２

ハ Fl

95%
喜涌

長 tlり、 狛

英◎、雲母
△

にぶい種 上下 にやや漬れた球杉の胴部で、鎮部が綾 く亀

れ口縁部がやや外反。 日唇端部 は九 い。胴上位

はハケ調啓、下位 はヘ ラ削 り。 国縁部ナデ。

NαりO B Hl着 Ⅲ幻電

成 後 穿 孔。 外
而樫付善 ^

盗

土 師器

[74]

(120)

Ｂ

Ｃ

土

％
通

覆

５０
普

長石◎、石

英◎、雲母

にぶい褐 口径が器高 よ り大 きな奏で、頸部が括 れる。底

径 もほかの甕 に比べ大 きい。外面 にはハ ケ調整

やヘ ラ削 り。内面 にもヘ ラ削 りが 目立つ。

No68

静 3土器と接合

炭化物付着

発

生師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[157_

48
201

覆上下位
70%
誓 甘働

砂粒△、雲

母△、白色

針状物暫

にぶい赤褐 胴 部中位 に最大径 を持つ。頸部 は緩 く括れ、 日

縁 部は外傾す る。胴部下半 は被熱赤化 し器壁 が

帝れる^胴乱
「

半か ら覇都 はハケ調啓ハ

Nα69

胴 部 焼 成 後 穿
71あ、

菱
土師器

Ｂ

Ｃ

灯厳本
40%
喜→涌

長石△、

英△
石 仄 筒

橙
発の底 部破 片。 困外 向ナデ。 NQ83

琵

土師器

Ｂ

Ｃ

土

％
通

覆

２５
普

長石△、石

英◎

にぶい赤褐

褐灰

発の底部破片。ヘラ削りされた平底の底部から
胴部が外傾する。胴部もヘラ削り。内面はナデ。

Nα73

冤

土 師器

Ci(66) 土
％
解

覆
２５
芭

長石△、石

英△、雲母
△、秒対

にぶ い赤 褐 顕部が括れ口縁部が外傾する。顕部は輪積みで

剥離する。外面頸部ハケ調整、胴部ヘラナデ。
丙面菊●Rハケ鍋愁_

NQ76

被熟赤化

土師器

[75]

(200)

Ｂ

Ｃ

″ツWはか

50%
やや不 i

長 ね Ψ 、 狛

英◎
便

明赤褐
球形の胴部で、毅部か ら回縁部 は欠損。外 向に

は雑 なヘ ラ削 りが全体 に施 され、一部ハ ケ調整

も見られる。

被熱し荒れる

豆

土師器

Ａ

Ｃ

L172]

(261)

覆上下位

60%
普通

長石○、石

英○、赤色

粒

橙 胴部下位 に最大径 を持つ。頸部が括 れ口縁部が

外 反す る。 日唇端部 は摘 み上 げ られる。胴部 は

ハケ調整の後ナデ。日縁部内外面 はハケ調整。

N認5

1

土師器
阻
４４
‐７４

Ａ

Ｂ

Ｃ

床回
90%
普通

石英①、小
石、白色針
状物質○、
緻密

にぶい橙

灰褐

球形で属平な胴部から頸部が括れ直立し、口縁
部は二重口縁。底部はやや上げ底。外面や口縁
部の内面はヘラミガキ。胴部内面はハケ調整。

NQ84 赤彩

胴 部 下 位 に焼

成後穿孔

土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[116J

[52]

130

TIAJは か

60%
学→爵

長狛 鬱 、ね

英 ◎、 雲 母

△

にぶ い種 底 罰∫は九底 に近 く、胴部 は球形 で頸部が格 れ、

日縁 部が外傾す る。外面 と口縁 部内面 は密 なヘ

ラ ミガキななされる。胴都内面 には指頭痕。

No71

土師器

Ｂ

Ｃ

[54]

(105)

面

％
通

床

２５
普

長石◎、石
英◎、雲母

にぶい赤褐

橙

胴部 は球形で、底部 は平底。顕部 は括 れる。外

面ナデ、内面ヘ ラナデ。33対 に類似す る。

NQ70

土師器

０

２７

Ｂ

Ｃ

覆上下位
70%
普 :目

長石△、石

英△、雲母
△

にぶい貢橙 上下 に潰 れた胴部で、頸部 は括れ直立 し、口縁

部が外傾す る。 日縁 部は二重 口縁 で、下端 に亥U

み 日が付 ぐハ外而 にはハケ調愁の終ヘ ラナデ
^

Nα86

土師器

３

Ｂ

Ａ

Ｃ

復 二 r41r

10%
蔵浮

長石△、石

英△、赤色
対

にぶ い赤 褐 弥返 し回縁重 の口縁部破片。 口縁 部下端 に快 を

持 ち、内外面共に丁寧 なヘ ラミガキが施 される。

No89

土師器
C:(45) 土

％

通

覆

１０

普

長石△、石

英△、雲母
△、灰 白色

粒

橙 二重回縁重の口縁部破片。刻みが付く4条の捧
状浮文が添付される。非常に厚手の口縁部であ
る。

Na88

町

土 師器

L190」

(75)

Ａ

Ｃ

面
％
通

床
２０
普

長石○、石

英○、雲母
△、赤色粒

橙

にぶ い橙

lIの口縁部破片。外面ハケ調整の後ヘラミガキ。
内面ナデ。

No102

土師器

５

Ｂ

Ａ

Ｃ 触
跳
端

長ね 9、 ね

英◎、雲母
△、ホ伍締

にぶ い種 折 返 し口縁豆 の 日縁 部破片。外 向にハ ケ調整、

内面にはハケ調整の後ヘ ラミガキ。

No87

鉢

器

型

師

小

土
[123]
21
(41)

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

80%
普通

長石△、石

英 O、 赤色

粒

にぶい責橙
にぶい橙

底面は上げ底で、胴部が大きく開く。頭部内面
に陵を持ち、口縁部は段を持って外傾する。器
厚は薄い。不部外面は丁寧なヘラミガキ。

Nα 100

/Jヽ 型祭
土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[l14」

30
47

上

％

桶

覆

９５

普

長石◎、石

英◎、婁母

○

亦
橙

上下に潰れた胴部から頸部が括れ、内面に陵を
持つ。日縁部には段を持つ。外面はナデられ、
内面はナデの後底面に放射状のヘラミガキ。

NQ98

全面に赤彩

3 ４
器

型
師

い
土

Ll■8J

(35)

Ａ

Ｃ

覆上下位

20%
誓 桶

長石 △ 、石

英△ 、 雲母

△

1こ ぶ ヤゝ橙 閑湾す る胴部か ら頸部が綾 く格れ、 日縁部が外

反す る。顕部外面 にハケ調整が残 る。 日縁部 は

ナデの後 ミガキ6胴部はヘ ラ削 りぅ

Nα101

纂
器

型
師

小
土

４

お

Ａ

Ｃ

覆上下位

30%
普通

長 石 △、石

英O、 雲母△、

胎土緻密

赤 顕部で緩 く括れ、日縁部 は外傾す る。 内外面共

にヘ ラ ミガキが密 になされ る。内外面 に剥離見

られる。

No103

内外面赤彩
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図顔No
種
類

器
種

法量 (cm)

置

率

成

並
存

出
残
焼

胎 土 色 調 器形・法量の特徴 備 考

テロ

土師器

C:(85) 復 工 r

25%
普 桶

」貫 狛 くン 、  ね

英◎、雲母

明赤種

橙

やや上下に潰れた胴部で、下位に最大径を持つ。

外面ハケ調整の後ヘラミガキ。内面ナデ。

No162

外面赤彩痕残
る

椀

土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

95%
普通

長石○、石

英 O、 雲母

△

にぶい貢褐

にぶい褐

平底で上下に潰れた胴部に、頭部が括れ、短い

口縁部が摘み上げられる。底面と胴部下半はヘ

ラ削り。胴部の一部に蛇成後の穿孔か。

No109

ITT

土師器

０

６

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

P3内
100%
誓 :騒

長石 △ 、石

英△ 、雲母

△

種 扁平な胴部に大きな口縁部が外傾する。顕部内

面には稜を持つ。底面はやや上げ底。jTN部 はヘ

ラ肖Uり の後ナデ、日縁部外面にはヘラミガキ。

Nは99

>日

土 師器

覆上下伍

30%
普通

長石△、石

英△、雲母
△、赤色粒、
鯖籍

明赤褐 平底の底部から緩く立上がる。内外lH共 にヘラ

ミガキが施される。

NQ105

全面に赤彩

37 器含

土師器

[86]

[120]

l14

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆土下位

90%
良好

長石○、石

英○、雲母
△、小石

にぶい橙 全形が理解 で きる器 台。裾 部 に最大径 を行 ち、

脚部が長い。郭部底面 に 1孔 と脚部裾 に 4孔の

務か i´ 〒1が開 く。全体 にヘ ラ ミガキ。

Nc91

器

台

師

器

土

る

Ю

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

位下土

％

好

残

９５

良

石葵△、赤

色粒

にぶ い赤褐 脚部裾の一部が欠けるのみ。杯部底面に 1孔 と

脚部に3孔透かし孔が開く。杯部内外面と脚部
外面は丁黛なヘラミガキ。脚部内面ナデ。

No90

喬育

土 師器

A
C

:L64」
|(66)

炉 肉ほか

80%
誓 桶

長 狛 ∪ 、 狛

芙O、 雲母
0、 /1ヽ石

にぶい赤褐 裾部 に最大径 を持 ち、不部 は小 さい。測か く破

砕 さる。郭部底面 に 1孔、脚部 に 3孔の透か し

孔が開 く。外面ヘ ラミガキ、内面ヘ ラナデ。

Nd96

40
器

含

師

器

土

Ａ

Ｃ

覆上下位

70%
普通

長石△、石

英△、雲母
△

にぶい赤褐 杯部の口縁部は外反す る。脚部の鴨 は欠損する。

郭部底面 に透か し孔 1子し、脚部 に 3孔開 く。外

面はT蜜菱ヘ ラ ミガキ。内面 はナデ。

Nα92

不 部 内外 面
脚部外面赤彩

器台
土師器

６

４

Ａ

Ｃ 回
陽
涌

床

１０

普

石

母
ヽ
そ
芸

◎
　
ヽ

石

◎

長

英

△

にぶ い赤褐 粗製器台の杯部か。全体に荒い作 りで、脚部は

太く短い。外面にはハケ調整残り、内面はナデ。
邦部底面に透かし孔 1孔開く。

Nd93

42 喬 育

土 師器

Ｂ

Ｃ

夜 二 r41/

95%
誓 桶

長 ね Ψ 、 41

英△、婁母
明赤褐

橙

器台の脚部。裾の一部が割れ。裾部は緩 く広が

る。郭部底面に 1孔 と脚部に3孔の透かし孔が

開く。外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ。

No94

郷部内面赤彩

器台
土師器

Ａ

Ｃ

覆上下位

80%
普通

長石◎、石

英◎、雲母
△

橙 不部の口縁部 は外傾 し、日唇部が立上が る。脚

部の裾 は欠損。邦部底面 に透か し孔 1孔、脚部

に 371開 く。外面はヘ ラ ミガキ。

No95

44 器台 また

は高
jTN

土師器

Ｚ

７

Ｂ

Ｃ

面
％
嶺

床
２０
導

長石 ① 、石

英O、 雲母
△

にぶい種 据部の破片で緩く開く。透かし孔が 1孔見られ

る。外面はヘラミガキ。

Nα97

ミニチュア
土師器

Ｂ

Ｂ

氏

Ａ

Ｂ

ｒ
蜘醜錦

長有∪、有

英○、雲母

赤褐 胴部上位 に最大径 を持 ち、顕部が括れ、 日縁部

が立 ち上が る。胴部 には指頭痕 が各所 に残 り、

全体 にいびつである。

Nαl10

外面 と口縁部
内面にホ彩

46 手づ くね

土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

面

陽
通

床

Ю
普

長石○、石

英△、雲母

△

にぶい橙 平底 の底部か ら口稼部へ外傾す る。国縁部 は摘

み上 げ られ る。外面指頭痕や荒 いナデ。内面 は

ハケ調諮が残 る。

Nalll

手づ くね

土師器

A:L75」
B:38
C:38

回

％

嶺

凰

９５

誓

長ね∪ 、ね

英△ 、雲 母

にぶい貢種

にぶい橙

平底から口縁部に向かい外傾し、口唇部は摘み

上げられる。外面には細かなハケ調整。内面に

はヘラナデ。底面ナデ。

No106

手 つ く r.l

土師器

Ａ

Ｃ

篠」三い1ヱ

30%
娑→話

長石○、石

英△、雲母
△

にぶい赤褐 底部の形態 は不 明。底部付 近か ら外傾 して口縁

部が立上 が る。 日唇 部 は摘 み上 げ られてい る。

外面に指頭痕 あ り。

黒色の付着物
あり

手づ くね

土師器

３８

２

狙

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

60%
普涌

長石△、石
英△

にぶい貢橙 底部から外傾して胴部が立上がる。内外面に指

頭痕残る。

No107

図版No 種類 器種 最大長 最大幅 重量 出上位置 残存率 備考

土製品 土 玉 北隅 90% Nα320

土製品 土 玉 入り日付近 完形 Nα321

第 6号住居跡出土土製品 単位 icm・ g

特徴的である。このことは、遺跡内で同時に複数存在する玉作工房で異なる工程の作業を行って

いた可能性を示唆するものともいえる。また、特筆すべきは本住居跡出土の砥石が第 4号住居跡

出土砥石と接合しており、遺構間の関連が窺える。同様に、本住居跡出土土器には第 2・ 3号住

居跡のものと接合したものが見られた。そして、出土土器には比較的多 くの穿子とされたものが見

られ特徴的である。
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第115図  第 6号住居跡出土遺物 (10)

第6号住居跡出土玉作関連遺物

図版No 種  別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 石 材 備考

勾玉採集原石 30 2235 メノウ ]三23

勾玉荒割工程 290 00 メノウ 玉21 換 り、打割

勾王形割工程 160 325 メノウ 玉43

勾玉形割工程 160 60 メノウ 玉42

勾王形割工程 250 メノウ 玉 32

勾玉形割工程 290 230 20 メノウ 玉49

58 勾王形割工程 220 50 メノウ 玉39

勾王側面打裂工程 45 1771 メノウ 玉34 形割工程でも可

60 勾玉側面打裂工程 375 250 メノウ ]こ 24

勾玉側面打裂工程 240 1006 メノウ 玉35 形割工程で も可

勾王側面打裂工程 100 メノウ ]三 38

63 勾玉側面打裂工程 220 150 メノウ ]三 40

勾玉側面打裂工程 503 メノウ 玉22

65 勾玉側面打裂工程 250 250 230 メノウ 玉25 -部研磨

66 勾玉研磨工程 メノウ 玉45 2面研磨

勾玉研磨工程 463 メノウ 玉16 打割、扶 り

68 勾玉研磨工程 180 メノウ 玉46 2面研磨

69 勾玉研磨工程 メノウ 玉30 打割、快り

勾玉研磨工程 2紹Э 180 894 メノウ ]豆 37

勾玉研磨工程 100 095 メノウ 玉17
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図版h 種  別 長 さ (clll) 幅 (cl l) 厚さ (cm) 重量 (g) 石材 備考

勾玉研磨工程 150 145 OB0 265 メノウ 玉18

勾玉仕上げ研磨工程 195 070 メノウ 玉20 穿孔

勾玉穿孔工程 225 140 0 6tl 221 メノウ 玉26 穿孔

75 勾王仕上げ研磨工程 130 090 139 メノウ ]三 36

76 勾玉仕上げ研磨工程 135 40 a70 303 メノウ ]三 20

77 剥片 220 90 130 669 メノウ 玉4

78 剥片 210 70 623 メノウ 玉31

剥片 刑 160 456 メノウ 玉 5tl

80 剥片 250 50 503 メノウ ]巨27

剥片 200 70 578 メノウ 玉33

剥 片 50 メノウ 玉44

83 勾玉研磨工程 α75 035 086 滑石 王28

84 勾玉研磨工程 α5Cl 220 滑石 玉29

管玉穿孔工程 6tl α75 169 滑石 玉47

管玉完成品 つ5 0罰 084 滑石 玉48

内磨兼平砥石 12 1Xl 720 lB0 20870 片岩 玉57 Sと4 (15)他 と接合

平砥石 510 340 085 1640 片岩 玉60 S14 (15)他と接合

89 内磨兼平砥石 1250 22490 片岩 玉57+玉 611

内磨兼平砥石 870 a9o 3006 片岩 玉52

内磨兼平砥石 610 α90 1577 片岩 玉54

92 内磨砥石 1100 55tl 143Ю8 片岩 玉58

内磨砥石 4つ 5 l牡58 片岩 玉56

内磨兼平機石 7■0 430 090 3531 片岩 玉55

平砥石 340 065 片岩 玉51

内磨兼平砥洒 630 420 090 3080 片岩 玉53 SI-4(14)と 接合

不明石器 280 23890 石 英 玉 59
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第8号住居跡 〔SI-8〕 (第■8～134図  P L26～28,70～ 75)

位 置 調査区中央のX-15区、W-15。 16区から確認された。

重複関係 なし。

主 軸 N-70° 一E。

規 模 南壁4.5m、 東壁4.5m、 西壁5,Om、 北壁5。lmの台形を呈する。深さは確認面からおよそ

45cmを 測る。

床 住居の北隅から東隅、そして南隅にかけてベッド状遺構が存在する。幅はおよそlmを測り、

高さは5 cm前後である。その末端は北壁で炉に向かってスロープ状に落ち、南側では貯蔵穴に接

続している。床面の硬化範囲はP5の存在する入り口施設周辺とベッド状遺構北側のスロープ状

に落ちる部分に認められ、踏み締められていた。また壁際には壁溝が巡っている。その壁溝と接

して炉と対面するように関仕切り溝が設けられている。

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。壁に沿って壁溝が巡り、幅12cm・ 深さ10clllを 測る。

炉 Pl・ P4の 中間よりP4側に寄って作られている。直径約90clll・ 深さ5 cm。 炉覆土上層は

λ化物を多量に含む黒褐色土を呈している。

柱 穴 主柱穴はPl～ P4の 4本である。上面径は10～25cmと 小さい柱穴である。それぞれが

直角に配置されておらず、住居平面形に符合して柱穴の配置も崩れている。

貯蔵穴 住居内の南隅に設けられており、長軸84× 短軸62cmの楕円形を呈する。貯蔵穴の外側か

ら落ち込むように焼上の堆積が見られた。覆土は8層に分層され、第4・ 5・ 7層 に (特に第5

層には多量に)焼土や焼土粒が含まれ、赤化した土師器片も混入している。

入口施設 P5が入リロピットに相当し、南東側に傾いて穿たれている。平面形は長径45cm× 短

径25cmの楕円形を呈している。

その他の施設 間仕切り溝は壁溝に接続し長さlmにわたり確認され、幅20cm。深さ15clllを 測る。

ベッド状遺構の北端には径60clll・ 深さ10clllの皿状の土坑が確認された。覆土は非常にしまってい

た。底面から風化の激しい板状の秋質砂岩が出土した。

覆 土 覆土は12層からなる。上層の第2～ 4層 はローム粒子を非常に多量に含む。最下層の第

8層 は黒褐色を呈し、炭化物粒を多量に含む層である。第11層はローム粒が多く含まれ、壁が崩

れたものと考えられる。

遺物出土状況 住居内の遺物として土器や多量の炭化材、そして玉作関連遺物がある。出土土器

で接合するものは、住居内西側から南側にかけての壁寄りに確認された。完形に近い土器も出土

している。住居内の北側から東側にかけては接合関係のみられるものはない。1の上師器奏はそ

の場で細かく割れていた。炭化材の多くはいずれも底面近くから出土しているが、登近くでは壁

に寄りかかるように傾斜して出上している。住居跡中央付近のものは床面との間の間層が薄く、
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「

Ю
Ｎ
Ｌ

ｒ
．膵
飩

Ш

炭化物・粒久 ロー

ム小中、ローム粒少

二
8務 YR2/2離

繊 軸 織
めて多、コーム大微、

I ■5YR3/4 暗褐色 焼土小・粒

微、ローム中akロ ー

ムJ、 粒少
2 75YR4/4 編色 焼土小・粒欲

炭イヒ粒敏、ローム小

少、ローム粒多
3 75YR4/4 褐色 ローム中転 ロ

ームけ 、ローム粒多
4 10YR4/6 褐色 ローム中 小中、

ローAnEbr多
5 75YR4/4 福色 ローム小・粒少

6 76YR4/4 絶  ローム大Dヽ ロ

ーム刀悼
7 75YR4/4 褐色 焼土小・齢 、

ローム紗

9 75YR4/4 褐色 焼土小うヽ 焼

土粒中、炭化粒少、
ローム小 粒中

10 Z5YR4/4 褐色 焼土小・粒少、

炭化物 粒うヽ ロー

ム小中、ローム粒少

11 75YR4/4 福色 ローム大～粒

中、建崩落土

12 10YR4/6 福色 ローム大多、
ローム中中

A27.1

B271

C271

第118図 第 8号住居跡
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・棒状の炭化物

・板状の炭化物

C'

(断面が円形)

(断面が半円または方形)C'

第119図  第 8号住居跡炭化材出土状況

壁際では厚い。炭化材の形態は断面形が半円または方形の板状のものと、断面形が円形の棒状の

ものが見られた。炭化材の出土状況には一定の規則性が窺われ、住居跡内の屋根材などの構造を

一定反映した出土状況といえる。

出土遺物 出土遺物は土師器 。石製品。玉作関連遺物が出土している。 1～ 9は土師器養である。

3は底部に焼成後の穿孔がなされている。10は大型の日径が広い特徴的な鉢である。11～ 14は 土

師器壼で頚部に粘土紐によるタガが巡る、12は赤彩され胴部下位が穿孔されている。15は土師器

対である。16は小型壺である。17～201ま手づくね土器である。21・ 22は砥石で刃物の類を研いだ

ものと思われ、21の縁辺は剥離している。

玉作関連遺物出土状況 玉作関連遺物はメノウ・緑色疑灰岩製未製品 。片岩製砥石やメノウ。琥珀 。
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10

e

a266

1 75YR4/6 褐色 ローム大～小少、ローム粒中

2 7544/6 褐色 焼上粒憮 ローム小少、ローム粒中

3 75YR4/6 褐色 焼土粒徳 ローム小・粒少

4 5YR4/8 赤褐色 焼主中微、焼上小・粒多、災化物

粒少、ローム粒少

第120図 第 8号住居跡遺物出土状況 (1)。 貯蔵穴

e
a a

a26.6

5 75YR4/4 褐色 焼土粒無、炭化効少、ローム粒少

6 75YR4/6 褐色 炭化粒少、ローム粒中

7 7う YR4/6 福色 焼土小・粒微、ローム大～小少、ロー

ム粒中

8 ■5YR4/6 褐色

a

0            1m
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D271

ロメノウ (未製品、剥片)

E緑色凝灰岩 (未製品、剥片)

`微細な玉作関連遺物 (平面分布のみ)

。片岩 (石氏石)

。礫器等

第121図 第 8号住居跡遺物出土状況 (2)

砥石の微細剥片が出上した。メノウ製未製品や微細剥片及び片岩製砥石微細剥片は間仕切り溝の西

端から貯蔵穴の西側にわたり多く見られた。特に貯蔵穴の西側で集中する様子が窺える。そして、

緑色凝灰岩 (凝灰岩)製の玉未製品や剥片は住居内北側から東側壁寄りのベッド状遺構上でまとまっ

て出土している。これらの緑色凝灰岩の未製品や剥片の中で接合するものは見られない。そして、そ

れに伴って同石材の微細剥片は出土しておらず、メノウ製勾玉の状況とは異なるcま た本住居跡出土

のメノウ製勾玉の側面打裂工程の資料 (26)が第4号住居跡のものと接合しており関連が窺われる。

本住居跡については、時間的な制約で床面上覆上の水洗い選別調査を一部しか実施していない

が、玉作作業の中枢的な空間は、玉素材及び片岩製砥石の微細剥片の出土状況などから入 りロピッ

ト付近から貯蔵穴とその周辺付近と考えられる。

4q♂ ７
。弘

弛

硝
Ъ

２
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第刊22図 第 8号住居跡出土遺物 (1)

工作関連遺物 玉類の材料 としては、メノウ・緑色凝灰岩 。琥珀などが確認できた。メノウは

勾玉を製作 したものと考えられ、荒割工程 (23)、 形割工程 (24・ 25。 28)、 側面打裂工程 (26・

27・ 30)、 研磨工程 (29)の もが出土しており、このほかに剥片が出土している。

23は荒割工程のもので、腹部側を意識したと考えられる直線的な打割が見られる以外には、表
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戸 スも

第123図 第 8号住居跡出土遺物 (2)

裏の自然面や側面に人為的でない光沢を持つ剥離面が見られる。24は本来自然面の見られる部分

が表裏面となるものであり、剥離面の見られる部分が側面となるべきものである。およそ半円形

を意識した形態ではあるが厚みがないことから、上端からの力で薄く剥離してしまった資料と考

えられる。28は勾玉の腹部に相当する部分に直線的な打割がなされ、背部には九みが残る。26は

第 4号住居跡出土資料と接合するもので、側面や表裏縁辺に押圧剥離がなされる。27は裏面にの
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第124図 第 8号住居跡出土遺物 (3)
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0                1ocm

第125図 第 8号住居跡出土遺物 (4)
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み自然面が残 り、本来はC字状を呈するものと思われる。腹部に決 りのための押圧剥離が集中し

ている。30の表面には結晶質面が残 り、裏面には自然面が残る。29は研磨工程のもので、表面に

結晶質面が残 り、裏面には自然面が残る。背部の一部に研磨痕が見られる。このほかの31～33は

剥片である。

緑色凝灰岩 (凝灰岩)剥片については管玉を製作したものと考えられ、荒割工程 (34)、 側面打

列工程 (37・ 411)の ものが出土し、このほかは剥片である。34は側面の一部に自然面が残 り、直

方体を意識した形態となっている。37は 自然面が残っておらず、剥離によって直方体が形成され

ている。40は押圧剥離が見られ側面打裂工程の資料と考えられ、基部の断面形は方形となる。そ

の他の35・ 36・ 38・ 39。 41～47は剥片と考えられ、多くは部分的に自然面を残している。

微細な剥片からは、琥珀を材料とした玉類の製作も考えられる。同石材による製作された玉類

の種類については勾玉が想定される。そして、微細剥片についてはメノウ製のものが日立って出

土したが、緑色凝灰岩 (凝灰岩)の ものは肉眼では確認できず、一部覆上の水洗い選別の結果で

も確認できなかった。

玉作の道具類として片岩製などの砥石や敲き石などが出土している。砥石には51の内磨砥石、48

～50の内磨砥石兼平砥石、52の筋砥石、53平砥石兼筋砥石兼敲き石、54の筋砥石兼敲き石、55の平

砥石兼敲き石がある。この砥石の石材の大多数は片岩で、青みがかったものである。51は角礫凝灰

岩製で、52は非常に軟質の凝灰岩製のものである。53は厚さが一定の平たい礫を用いたもので表裏

は平砥石として、側面中央には溝が見られ筋砥石として、上下端部には敲打痕が見られ敲き石とし

て用いられたことが観察される。54はやや軟質の砂岩礫の表面 。側面に筋が見られ筋砥石として用

いられた後、側面全体を敲くための道具として用いている。55の平砥石兼敲き石は石英製のもので

湾曲した平坦な砥面が特徴的であり、玉製品の砥石というよりは鉄製品の砥石かもしれない。縁辺

に敲打痕が残る。56は敲き石である。そのほかの57～60は使用痕が明確でない自然礫であり、敲打

用の道具として用いるつもりで持ち込んだのかもしれない。この中で59については他の石に比べ大き

く、貯蔵穴に落ち込むよう出土しており、貯蔵穴の蓋にかかわる重石の可能性も否定できない。

所 見 本住居跡は出土遺物から古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと位

置付けられる。名称としては住居跡としているが、その中で行われた行為を考えれば、玉作工房

と位置付けられよう。玉の種類としてメノウ製勾玉、緑色凝灰岩 (凝灰岩)製管玉などを中心に

製作したものと考えられるが、緑色凝灰岩の素材についてはその状況から一定割られたものが持

ち込まれている可能性がある。本住居跡出土遺物に第4号住居跡出土遺物と接合するものがあり、

その関連が窺われる。そして、出土土器には穿子しされたものが見られ特徴的である。また、本住

居は焼失住居であり炭化材出土状況から屋根構造が残る状況で焼失し、燃焼途中で上が投入され

ているようである。
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第 8号住居跡出土土器

図ONO 種
類

希
種

法量 (cm) 出上位置

残 存 率

焼  成

胎 土 色調 器形 法量 の特徴 備 考

1 養

土師器

７６

４

００

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

70%

普通

長石◎、石

英◎、雲母

○

にぶい橙 球形の胴部で頚部が屈曲し、口縁部が外傾する。

胴外面や底面は明瞭なハケ調整がなされる。胴

部下半は被熱赤化。媒付着。

Nα142

養

土師器

名

Ｂ

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

90%
普通

長石◎、石

英○、雲母

○

にぶい褐

褐

球形の胴部で顕部が屈曲し、口縁部が外傾する。

胴・頭部外面や底面は明瞭なハケ調整がなされ

る。顕部内面もハケ調整。全体に被熱。

No 144

発

生師器

５

つ

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

貯蔵穴他

800/O

良好

長石 O、 石

英○、雲母

明赤褐 顕部は屈曲。口縁部はやや外反。胴下半がすぼ

まる。胴部外面はヘラ削り、口縁部内外面はナ

デ。全体に被熟赤化、炭化物付着。底部穿孔。

Nα145

養

土師器

４４

２

％

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

80%
普通

長石◎、石

英◎、雲母

○

にぶい赤褐 胴都中位に最大径を持ち、頭部は屈曲し、日縁

部は外傾。胴部下位と底面はヘラ削り、胴部上

半はハケ調整の後ナデ。日縁部内外面ナデ。

Nα143

内外面全体に

吸炭

羹

土師器

＆

お

Ｉ

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

95%
普通

長石○、石

英○、雲母
◎

にぶい褐 球形の胴部で中位に最大径を持つ。頚部は括れ、

日縁部は外傾、端部は外反。胴・顕部外面にハ

ケ調整が明瞭、底部付近は不明瞭。

Nα150

炭化物付着

琵

土 師器

Ｂ

４６

射

Ａ

Ｂ

Ｃ

面

％

好

床

附
良

長石△、石

英△、雲母

にぶい赤禍 球形の胴部で顕部が括れ、日縁部が外傾し、端

部が外反。胴部外面ヘラ削りの後ナデ。底部ヘ

ラ削り。日縁部内外面はナデ。被熱赤化。

Nα141

-部媒付着

7 甕

土師器

A:[192]
C:(42)

覆上下位

40%
良好

長石◎、石

英○、雲母

◎

にぶい橙 口縁部破片で接合部で剥離。頸部が括れ、口縁

部は外傾する。内外面細かなハケ調整。一部輪

積痕。

NQ146

養

土師器

０

■

Ａ

Ｃ

土

％

通

覆

３０

普

長石○、石

英○、曇母

△ 砂粒

橙 口縁部破片で顕部が括れ、日縁部は外傾し端部

はやや外反する。内外面ハケ調整。器面被熱し

荒れる。

No147

養

土師器

師

つ

Ｂ

Ｃ

土

％

好

覆

３０
良

長石△、石

英○、雲母

○、赤色粒

にぶい赤褐

黒

底部に厚みを持ち外傾する。外面ハケ調整の後

ナデ。内面はヘラナデ。底面には木葉痕が残る。

No148

鉢

器

型

師

大

土

Ｂ

３

Ａ

Ｃ

覆上下位

70%
普通

長石△、石

英△、雲母

X、 赤色粒

橙
にぶい橙

底部欠損。胴部は九く、顕部は緩く括れ、口縁

部は外傾する。外面と口縁部内面はハケ調整さ

れ、胴部下半や口縁部はハケ調整の後ナデ。

No149

壷か

土師器

２

２３

Ｂ

Ｃ

覆上下位

70%
やや不良

長石○、石

英○、雲母
△、砂粒

にぶい黄褐 球形の胴部。外面の胴部上半は粗いハケ調整が

なされ、下半はヘラ削りの後ナデ・ミガキがな

される。底面もヘラ削り。内面は剥離著しい。

NQ153

上師器

９６

Ｂ

４５

Ａ

Ｂ

Ｃ

氏 回 他

80%
やや不良

長石△、石

英△、雲母

△ 軟質の

胎土

にぶい赤褐

にぶい橙

胴部下位に最大径を持ち、頸部はほぼ直立し、

日縁部は二重口縁。内外面ともに剥離が著しい。

胴部下位に穿孔。外面と口縁～頸部内面赤彩。

No151

土師器

２

２３

Ｂ

Ｃ

覆上下位

70%
普通

長石△、石

英◎、雲母

△

にぶい褐 胴部中位 に最大径 を持 ち、球形。頸部 は接合部

で剥離。胴部 と底部外面 はヘ ラ削 りの後 まだ ら

にヘ ラ ミガキを施す。

NQ154

土師器

多

４

Ａ

Ｃ 敵
賜
好

貯

Ю
良

長石○、石

英○、婁母

にぶい橙

にぶい責橙

壺の口縁部。頭部から直立気味に外傾する。頚

部には粘土帯が巻かれる。外面密なヘラミガキ。

内面はナデ。

Nα152

対

土師器

州

Ｄ

Ａ

Ｃ

土

％
好

覆

４０
良

長石◎、石

英◎、雲母

∩

にぶい責橙 外傾しながら開く対の口縁部。器壁は一定で薄

く、密で丁寧なヘラ磨きが施されている。

Nα156

小型重

土師器

４

＆

Ｂ

Ｃ

庁 威 泉 困

90%
普通

長石◎、石

英○、雲母

にぶい橙 丸い胴部から顕部が括れる。ややいびつで、胴

部下半には指頭痕が多く残る。胴部上半は磨か

れる。内面には輪積痕やハケ調整が見られる。

Nd157

17 手づ くね

土師器

０

３

Ｂ

Ｃ
土
聰
通

覆

Ю

普

長石◎、石

英◎、宴母

○

にぶい責橙

にぶい褐

底部から開く器形で器壁は薄い。底部は平底。

外面には指頭痕が多 く残 り雑な作 りである反

面、内面はナデられ雑な作りではない。

Na158

手づくね

土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

土

％

通

覆

９５

普

長石◎、石

莫◎、雲母
△

にぶい黄褐 底部は平底ではなく、口縁部もいびつに摘み上

げられている。内外面に指頭痕が目立つ。

Nα 161

手づくね

土師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

覆上下位

90%
やや不良

長石△、石

英△、雲母

△

にぶい赤褐 底部は平底。日縁部はいびつに摘み上げられる。

内外面に指頭痕が目立つ。胎上が赤・白色粘土

によリマーブリング状となり特徴的。

NQ160

手づ くね

土師器

B:33
C i29

覆上下位

80%
普通

石

母
ヽ
雲

○

ヽ

石

○

長

英

△

にぶい橙 底部は平底である。口縁部はいびつに摘み上げ

られる。内外面に指頭痕が目立つ。

No159
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第126図  第 8号住居跡出土遺物 (5)
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第127図 第8号住居跡出土遺物 (6)
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第128図  第 8号住居跡出土遺物 (7)
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第129図  第 8号住居跡出土遺物 (8)
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45

Cm

単位 :cmog

第130図  第 8号住居跡出土遺物 (9)

第8号住居跡出土石製品

図版No 種類 静 種 最大長 最大幅 最大厚 重量 材質 備考

石製品 砥石 1015 3■ 195 10&0 凝灰岩 玉94

22 石製品 砥石 183 &9 365 680Ю 凝灰岩 玉95

第8号住居跡出土玉作関連遺物

図ONo 種 別 長さ (cm) 幅 (clll) 厚さ (clll) 童量 (g) 石材 備考

句王荒割工程 375 475 3120 メノウ 玉80

24 勾玉形割工程 2だЮ 659 メノウ 玉82

勾玉形割工程 2B0 1つ5 50 盈04 メノウ ]巨78

勾玉側面打裂工程 240 175 165 メノウ 玉85 S14 (11)と 接合

27 勾工側面打裂工程 lB5 479 メノウ 玉65

28 勾玉形割工程 330 210 120 896 メノウ 玉79

勾玉研磨工程 200 100 807 メノウ 玉62

30 勾玉側面打裂工程 330 175 15Ю 1025 メノウ 玉61

剥片 39Ю 320 1118 メノウ 玉84

32 剥片 175 146 460 メノウ 玉83
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0                 10cm

第131図 第 8号住居跡出土遺物 (10)



0                10cm

第132図  第3号住居跡出土遺物 (11)
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第133図  第 8号住居跡出土遺物 (12)
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第134図 第 8号住居跡出土遺物 (13)
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図版血 種 別 長 さ (clll) 幅 (clll) 厚さ (cm) 重量 (g) 石材 備考

33 剥片 1411 240 み93 メノウ 工81

34 管玉荒割工程 留75 20Ю 2側 692 緑色凝仄岩 玉66

35 剥片 295 105 850 緑色凝灰岩 玉73

剥片 45tl 4411 1■0 1猫 緑色凝灰岩 玉72

37 管玉側面打裂工程 2611 185 lB5 13B4 緑色凝灰岩 玉67

剥片 320 255 150 9211 凝仄岩 玉 69

剥片 280 350 120 1032 緑色凝灰岩 玉76

40 管玉側面打裂工程 44 230 l.60 名15 緑色凝灰岩 玉71

剥片 470 l lXl 9811 凝灰岩 王74

42 剥片 30Ю 200 170 l178 緑色凝灰岩 玉75

剥片 235 7器 凝灰岩 ヨ三63

44 剥片 305 7お 緑色疑灰岩 玉64

45 剥片 2』 8■9 緑色凝灰岩 玉77

剥片 275 210 125 425 緑色凝灰岩 玉70

47 剥片 260 275 110 7■ 0 緑色凝灰岩 玉68

48 内磨兼平砥石 170 l&27 片岩 玉88

内磨兼平砥石 695 1■0 4968 片岩 玉86

50 内磨兼平砥石 520 み70 070 1223 片岩 玉87

内磨砥石 開 0 205 14753 角礫凝灰岩 玉89

52 筋砥石 8D0 罰 11300 凝灰岩 玉90 軟質

平砥石兼筋砥石兼敲き石 1110 7削 410 550お 凝灰岩 玉91

54 筋砥石兼敲き石 箭 5 50907 砂岩 玉 92

平砥石兼散き石 920 690 3罰 31070 石英 玉96 Nd73と 接合

56 Atき 石 7011 ■00 3剖 13425 砂岩 玉97 端部敲打

57 自然礫 lα10 ■60 4対 27705 砂岩 玉99 被熟

58 自然礫 1680 猪20 2制 30224 砂 岩 玉ltlll

59 自然礫 6.20 4酎 1,23334 石英斑岩 玉101 貯蔵穴内 被熱

60 自然礫 &40 730 2副 206拇 砂岩 玉98 被熟片面
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第17号住居跡 〔SI-17〕 (第 135図  P L75)

位 置 調査区北側の2A・ 2B-7・ 8区に確認される。

重複関係 第2号集石と重複している。本住居跡が新しい。

主 軸 N-5° 一W。

規 模 長軸40× 短軸3.8mのほぼ正方形を呈し、深さは確認面からおよそ15cmを測る。

床 床は全体に平坦であるが、北西隅に床の一部に円形の盛 り上がりが見られた。径櫛cm・ 高さ

は 5 cmで ある。

壁 ほぼ垂直に立ち上がる。

炉 北側に長軸70× 短軸50clllの不整形の炉が確認された。掘 り込みがほとんどない。

柱 穴 ない。

入口施設 北西壁隅近くの床面に円形の高まりが存在し、入 り口に関わる施設とも考えることが

できる。

貯蔵穴 なし。

覆 ± 4層から構成される。

一〇

o         5cm

―
l 巧 YR4/6 褐色 ローム中・小微、

ローム粒中

2 ■5YR4/6褐色

3 7dはV6 褐色 ローム粒多

4 75YR4/4褐色 焼土粒微、ロー

ム小・粒微０
．膵
劇

Ｏ

止

01

A27.0

B27.O                                V

第135図 第17号住居跡 。出土遺物

Φ 司

B'

‐
ｌ

パ
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遺物出土状況 小破片が故発的に出上した。第 2号集石とかかわると思われる自然礫が数点出土

している。

出土遺物 出土遺物は土師器養小破片が少量出上しているが、微小なためほとんど図化していな

い。 1は奏底部破片である。 2は砥石破片で、刃物などの鉄製品を砥 ぐためのものと思われる。

所 見 本住居跡は出土遺物や、遺構配置状況から古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から

後半)の ものと位置付けられる。出土遺物は近接して存在する第18号住居跡同様に非常に少ない。

住居内の施設から見て、機能的に住居として使用されたかは疑問なところがある。

第17号住居跡出土土器

第17号住居跡出土石製品 単位 icm・ g

第18号住居跡 〔SI-18〕 (第 136。 137図  P L29。 75)

位 置 調査区北側のZ-5。 6区から確認された。

重複関係 なし。

主 軸 北東壁際の土壇状の高まりを入り口に関係する施設と考え、N-38° 一Eと 推定。

規 模 一辺がほtr3.2mの正方形を呈し、確認面からの深さはおよそ35cmを測る。

床 住居内の中央に径40cm・ 深さ5 cmの 浅いピットが確認され、その周囲のみが硬化 している。

北東壁に接して土壇状の高まりがあり、高さ9 clllを 測る。

壁 住居の北隅は緩 く立ち上がるが、他はほぼ垂直に立ち上がる。

炉 なし。

柱 穴 Plか らP5ま で確認された。柱穴らしいものはP2で深さ107cmを 測る。他のピット

はいずれも10cm以 内の深さのものであり、柱穴と呼ぶには規模が小さい。

入口施設 北東壁際に半円形の土壇状の高まりが存在し、入 り口に関わる施設と考えることもで

きる。

貯蔵穴 なし。

覆 土 北西壁から南東壁にかけての床面上に焼上の分布が見られる。焼上の分布に伴って炭化

物が出上している。覆土上層にはローム粒が多 く含まれる傾向が見られた。

遺物出土状況 少数の上器片が散発的に出上している。

出土遺物 土師器と土製品が出上している。 1は土師器養であり、 2は土師器対である。 2は外
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図版No 維
籐

法量 (cm)

置

率

成

難

存

出

残

焼
胎 土 色調 器形・法量の特徴 備考

1 菱

土師器

Ю

睛

Ｂ

Ｃ

覆上下位

80%
暮→面

長石△、石

英△、雲母

△

にぶい赤褐

明赤褐

弱の底部破片。外面はナデ、内面は剥維してい

る。被熟によって荒れている。

No230

図MNo 種類 純 最大長 最大幅 最大厚 重量 排 質 備考

2 石製品 砥 石 04 凝灰石 No43



bl

Ａ

一
　

Ｂ

一

01

A27.0

B27.0

1 75YR4/4褐 色 焼土粒概、 ローム中微、ローム小少、

A'          黒色土粒微~~~  2 75YR4/6 
褐色 焼土粒微、炭化粒機、ローム小微、ロー

ム粒多

3 ■5YR4/3 褐色 焼土小 粒少、ローム小 粒少、黒色

土中微

4 お YR4/4 褐色 ローム中少、ローム小微、ローム粒中

B, 5 5YR3お 撓奄紀晟、管士奮ポ,等

｀

どピ蛍埓峰

焼上粒多、

6 75YR3/3 暗褐色 焼土中微、焼上小少、焼土粒中、炭

化物・粒多、ローム粒少

7 ■5YR4/6 褐色 ローム小少、ローム粒中

8 75YR4/4 褐色 ローム粒少

9 璧崩語土

10 炉穫土

H 柱欠覆土

０
ド

劇

０

B'

B27.0

bl

Ｏ
Ｐ５Ｑ

鈍

絢 Ⅷ
Ⅵ  飴

第136図 第18号住居跡・遺物出土状況
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0                 10cm

―
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雲

'3
第137図 第18号住居跡出土遺物

面に炭化物が付着している。 3は土玉である。

所 見 本住居跡は出土遺物から古墳時代前期中葉から後半 (4世紀中葉から後半)の ものと位

置付けられる。出土遺物は近接して存在する第17号住居跡同様に非常に少ない。住居内の施設か

ら見て、機能的に住居として使用されたかは疑問なところがある。焼上の分布と炭化物の出土状

況から、本住居跡は焼失したものと考えられる。

第18号住居跡出土土器

第18号住居跡出土土製品 単位 :cm・ g

図MNo
種

類

器

種
法量 (cm)

出二任直

残 存 率

準   Lj
胎 土 色調 器形・法量の特徴 備考

l 冤

土師器

‐４

側

Ａ

Ｃ

覆土下位

50%
やや不良

雲母△、砂

粒、赤色粒

にぶい橙 頚部は緩く括れ、口縁部は外傾する。外面及び

口縁部内面にはハケ調整、胴部内面には指頭痕

が残る。

NQ231

2 オ
土師器

A:[126]
B:36
C:猛 4

覆上下位

鉛%
普通

長石◎、石

英◎、雲母

△

にぶい赤褐

にぶい橙

扁平な不部からやや頭部が括れ、日縁部が外額

して立上がる。頭部内面に稜を持つ。底面平底。

外面郭部ナデ、日縁部ナデとヘラミガキ。

Nd232

炭化物付着

図ONo 種 類 器 種 最大長 最大幅 重量 出上位置 残存率 備考

3 上製品 土 玉 383 覆土 完形 NQ322
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2.竪穴遺構 (SX)

第2号竪穴遺橋 〔SX-2(旧第14号住居跡)〕 (第 138図  P L29)

位 置 調査区中央のY・ Z-13・ 14区から確認された。

重複関係 なし。

主 軸 N-20° 一E。

規 模 長径2.4m× 短径2.2mの小型の隅丸方形を呈し、確認面からの深さはおよそ8 cmを測る。

床 平坦に構築されており、硬化面は見られない。

壁 わずかに緩く立ち上がる。

炉 長径55cm× 短径40cmで床面の北側にlヶ 所確認された。

桂 穴 なし。

入口施設 不明である。

貯蔵穴 なし。

覆 土 焼土粒やローム粒が含まれる暗褐色土で占められていた。

遺物出土状況 土師器小片が出上した。

出土遺物 土師器小破片が出土したが、図化できるものはなかった。

所 見 本遺構はその在 り方や覆上の状況から古墳時代前期中葉から後半(4世紀中葉から後半)

のものと考えられる。遺構内には狭いながらも床面らしき平坦な部分が見られ、北側によって炉

が確認されているが、規模が非常に小さい。通常の竪穴住居跡に見られる柱穴や貯蔵穴などの施

設は確認されないことから、竪穴遺構として取 り扱った。

第138図  第 2号竪穴遺構
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第3節 平安時代

平安時代の遺構として竪穴住居跡、火葬墓、溝跡が確認されている。竪穴住居跡は半島状に突

き出た台地先端部に 1軒確認されたのみである。台地中央部では7基の火葬墓が不規則に散開し

て存在し、墓域の様相を呈する。これらの遺構以外に調査区内では溝跡が 1条確認された。また、

調査区の谷を挟んだ西側の台地縁辺付近 (周知の追跡外)か らは造成工事中に火葬墓が 1基発見

されており、出上位置は明確にし得ないが火葬墓の項で合わせて報告することにした。

1.竪穴住居跡 (SI)

平安時代の竪穴住居跡は1軒のみ確認されており、半島状に延びた調査エリア内の先端部分か

ら検出された。

第19号住居跡 〔S卜 19〕 (第139～ 142図  P L30。 76)

位 置 調査区の北端にあたる3A。 3B-1区から確認された。半島状の台地先端部にあたる。

重複関係 第49号土坑と重複し本遺構が古い。

主 軸 N-91° ―E。

規 模 一辺がほぼ3.4mの方形を呈し、深さ50cmを 測る。東壁の南隅付近にカマドが構築され

ている。

床 住居内のカマ ド焚き口西方で第49号土坑と重複 し掘 り込まれている。床面はおよそ平坦で、

床面中央部の東西にピットが 2基確認された。床はカマ ド内で見られる焼土や砂質粘土混じりの

上層で貼 り床されていた。貼 り床の厚さは最大で 7 cm程 であり、土器の混入も見られた。

壁 住居跡の壁はほぼ垂直に立ち上がる。カマ ドが構築された壁際を除き壁溝がほぼ全周する。

壁溝の幅はおよそ25cmで深さは4～ 5 cmで ある。

カマ ド 東壁の南隅付近に寄ってカマ ドが構築されている。規模は長軸170clll・ 短軸79cmで、壁

外を50cIIl程 度掘 り込んで構築されている。カマ ド燃焼部は浅 く皿状に凹み、その前方の焚き口部

は床面から10cm程窪んでいる。袖は住居跡壁面に接 して、左右に砂質白色粘上で構築されていた。

土層は■層で構成され、第 8。 9層に焼土粒が多量に含まれていた。第 5層には白色粘土粒が多

量に含まれており、粘土で構築された天丼部の崩落上の可能性があろう。

その他の施設 床面中央の西側と東側に 1基ずつピットが確認され、Plは長径30cm× 短径20cm・

深さ11.8cmで、入 り口に関わるものかも知れない。P2は長径30clll× 短径20cm・ 深さ46.6cmで あっ

た。

覆 土 遺構覆土は10層で構成され、いずれの上層も褐色を基調とする土層からなる。第4層 に
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ZO

1 ■5YR4/4 褐色 ローム小多、ローム粒中、

黒色土プロック小少

2 7うⅥ強/4 褐色 ローム刀り、ローム粒中、

黒色土粒少

3 7うWR76 褐色 ローム小少ヽ ローム粒多

4 75YR4/4褐 色 炭化物中、ローム小久

ローム粒多

5 75YR4/4 褐色 ローム小少、ローム粒多

6 75Ⅵ望/6 褐色 炭化粒少、ローム中少、

ローム小中、ローム粒多

7 75YR3/3 暗褐色 黒色土プロック中少

8 76YR4/6 褐色 ローム大～小中、ローム

粒多

9 76YR4/6 褐色 ローム泣多

10 75Ⅵ望/6 褐色 ローム大～小中、ローム

粒多

第139図 第19号住居跡・遺物出土状況

は炭化物粒が比較的多 く含まれる。第 1層下の層界は明瞭で堆積状況が異なることが想定される。

遺物出土状況 カマ ド燃焼部奥から須恵器郭や土師器奏破片が重なるように出上している。重な

り具合は、下から8→17→13→ 7→16→ 5→ 9の順番である。須恵器郭はいずれも底部を上にし

て重ねられ、土師器奏底部も同様である。土師器奏破片は胴部破片を横に用いている。これらの

中には土師器イは見られない。これらの上器は支脚の転用品としての役割が考えられるが、郭の

間に発破片を挟む重ね具合には不安定さが伴い、機能的とは思われない。このことから、その重

なり具合には特別な意味合いを感じさせる。また、 3の上師器高台付郭は床下の貼 り床土中から

出土した。

出土遺物 出土遺物は土師器と須恵器が出土している。 1・ 2は土師器郭でいずれも内面黒色処

-190-



粂 7

1 ■5YR4/3 欄色 焼土粒微、ローム小 粒少

2 10YR4/6 褐色 炭化物微、炭■減少、ローム小少

3 ■5YR3/4 暗褐色 焼土粒撫 ローム小少

4 10YR4/6 褐色 焼土小少、ローム小少

5 ■5YR4/4 褐色 焼土粒中、資色砂賓粘土

“

少、自色粘土粒極

めて多

6 ■5YR4/3 褐色 焼■粒中

7 10YR4/6 褐色 焼土小微                0

/隻千
壬嗅 8

lm
:爵歌 憲探亀色

焼
歳室省歩笹蔑缶ギ焼堡短多

少
10 5YR4/6 赤褐色 焼土中微、焼土小 粒少

11 5YR4/4 にぷい赤褐色 焼土小中

第140図  第19号住居跡カマ ド・遺物出土状況

理されたものである。 1の側面に「豊」、 2の底面には判読不明な文字が 3文字程度墨書される。

3・ 4は高台付杯の高台部で、 3の側面には墨書の痕跡が残る。 5～ 10は須恵器郭で、 5の よう

な底径がやや広めのものも出土している。 6の口縁部内面には油煙が付着しており、灯明を点し

た痕跡と思われる。 9の底面には焼成後の意図的な穿孔が内側からなされている。12は須恵器高

台付皿である。11・ 13～ 17は土師器奏である。14～16の口縁部形態は当地域で一般的なものであ

るが、13は異質なものである。13の胎土には金雲母が含まれ、ほかの上師器奏の胎土とやや異なる。

所 見 平安時代の竪穴住居跡は本跡の 1軒のみである。その確認状況も特徴的で、半島状に張

り出した台地先端で見つかり、集落とは隔絶した状況を示してしる。類似した確認状況は同区画

整理事業地内の長峯遺跡第10号住居跡や、壱杯清水西遺跡の重複した第 7・ 16号住居跡があげら

れる。長峯遺跡例は立地やカマ ド内の遺物出土状況が類似する。また、壱杯清水西遺跡の第 7・

16号住居跡出土遺物に「条豊」や「□豊」の墨書土器が見られ興味深い。

遺構の時期は出土遺物に須恵器が多 く含まれる点や、内面黒色処理された土師器が若干見られ

るなどの特徴から、 9世紀後半のものと考えられる。この時期については火葬墓の作 られた時期

とも関連する可能性のあることが指摘できる。
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第141図  第19号住居跡出土遺物 (1)
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第142図  第19号住居跡出土遺物 (2)

第19号住居跡出土遺物

Ｙ
ヽ

＼

＼

＼

0            10cm

図版No
種

類

器

種
法量 (cm)

置

率

成

�
存

出
残

焼
胎土 色詞 器形・法量の特徴 備考

1 不

土師器

A:[139]
B:69
C:43

覆上下位

80%
良好

長石△、石

英△、_T母
△、赤色粒

にぶい橙

黒

口縁部一部欠損。ロクロ成形。底面は回転ヘラ

切 りの後一方向のヘラ削り。底部側縁手持ちヘ

ラ削り。内面はヘラミガキ、黒色処理。

No237

外面に墨書

「豊」

2 杯

土師器

[76]

(16)

Ｂ

Ｃ

覆土

25%
良好

長石△、石

莫△、雲母

△、赤色粒

にぶい褐
里

杯の底部破片。底面回転ヘラ削り。底部側縁ヘ

ラ削り。内面ヘラミガキ。黒色処理。

Nd239

底面に墨書「□
口 日 |

3 高台付杯

土師器

Ｂ

Ｃ

下

％
好

床

冊
良

砂粒、雲母

○

にぶ い橙

塁

高台付杯の底部。細 くやや開く高台が付く。底

面 ,外面はナデ。内面はヘラミガキで黒色処理

される。

NQ242

外面に墨痕又

は墨書か

4 局含1寸舅ヽ

土師器

B:[84]
C:(20)

覆土

40%
やや不良

長石△、看

英△、_‐母

橙

灰黄褐

高台付不の底部。やや高い高台が付く。底面は

回転ヘラ切り。外面被熱で赤化、内面は本来黒

色処理か。

No324

5 イ
須恵器

３

Ｂ

っ

Ａ

Ｂ

Ｃ

電内

100%

やや不良

長石◎、石

美◎、雲母

○

にぶい黄橙

にぶい橙

(一部)

ロクロ成形。底部から外傾して立ち上がる。底

部は回転ヘラ切 り。底部lHl縁手持ちヘラ削り。

器面がざらつく。

Nd235

転用支脚

6 郭

須恵器

‐３

０

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

竃内ほか

90%
やや不 良

長石○、石

英O、 雲母

○

灰黄

にぶい橙

(被熱部)

口縁部の一部を欠損。ロクロ成形。底部から外

傾して立ち上がり、日縁部がやや外反。底部は

回転ヘラ切り。底部側縁手持ちヘラ削り。

NQ238

-部被熱赤化

口縁部内面に

油煙付着

7 必

須恵器

＆

６

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

竜 円

100%

やや不良

石

母
ヽ
雲

○
　
ヽ

石

○

長

英

○

にぶい責橙 ロクロ成形。底部から外傾して立ち上がる。底

部は回転ヘラ切 り。底部側縁手持ちヘラ削り。

底面に敷物の圧痕。

No233

転用支脚

内外面に黒斑あり

8 不

須恵器

師

に

Ｂ

Ｃ

竃内

90%
やや不 良

長石◎、石

英◎、婁母

○

黄灰 口縁部を欠損。ロクロ成形。底部から外傾して

立上がる。底部は回転ヘラ切りの後ナデ。底部

側縁手持ちヘラ削り。日縁部は打ち欠きか。

No236

転用支脚

黒班あり

9 杯

須恵器

A:[132]
B:66
C:44

電内

95%
やや不良

長石◎、石

英◎、婁母

○、赤色粒

にぶい橙 口縁部の一部欠損。ロクロ成形。底部から外傾

して立上がる。底部は回転ヘラ切 りの後ナデ。

底部側縁手持ちヘラ削り。底面に嬢成後穿孔。

Nα234

転用支脚

郭

須恵器

Ｂ

Ｃ

土

％
好

覆

６０
良

長石△、石

英△、雲母

○

灰 白 杯の底部片。やや薄手。ロクロ成形。ロクロロ

良く残る。底部は回転ヘラ切 りの後一方向の削

り、そしてナデ。底部側縁手持ちヘラ削り。

No240

奏

器

型

師

小

土

Ｂ

Ｃ

土

％

通

覆

拇
普

長石◎、石

英◎、雲母

○

明赤褐 養の底部破片。底面に木葉痕と敷物の圧痕。外

面はヘラ削り。内面はヘラナデ。外面に白色の

付着物あり。

No249

-部被熱赤化

高台付皿

須恵器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[130]

[70]

24

覆土下位

40%
やや不良

長石○、石

莫○、雲母

◎

灰 ロクロ成形。直立した高台が付 く。皿部は水平

に伸び、日縁部がやや内傾する。皿部側縁はヘ

ラ削りがかすかに残る。

No241

甕

土師器

A:E190]
C:(184)

竃内ほか

30%
普通

長石△、

雲母△、

色粒

金

赤

黄橙 胴部肩は張りが見られず顕部へ続き、断面三角

形の口縁部が緩く外傾する。胴部下半はヘラ削

り、上半はヘラナデ。日縁部はナデ。

Nα243

被熟

転用支脚

発

生師器

A:[161]
Ci(70)

下

％

通

床

３０
普

長石○、石

英○、雲母

○

灰褐 胴部から口縁部の破片。頚部が括れ、日縁部が

やや外傾し口唇部が摘み上げられる。胴部外面

指頭痕、日縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

Nd246

-193-



図MNo 蘊
籐

法量 (cm)

出上位置

残 存 率

焼  成

胎土 色調 器形・法量の特徴 備考

露
器

型
師

小
上

A:L160」
C:(70)

重 四 は か

朗

暮 1蔵

員 石 ◎ 、 石

英◎、雲母
△

明赤褐 養の胴部から口縁部の破片。頸部の括れは綴く、

日縁郡はやや外傾して端部が摘み上げられる。

胴部タト面には指頭痕、内面にはヘラナデ。

NG247

被熟赤化

壽

土師器

Ｂ

α

Ａ

Ｃ 卸
靭
朗

長石◎、石

英◎、雲母

△

明赤褐 胴部から頚部が括れ、日縁部が外額 し口唇部が

摘み上げられる。外面はナデ、内面はヘラナデ。

17と 同一個体か。

聰

被熱赤イヒ

転用支脚

鶏

土師器
儀
岱

Ｂ

Ｃ

篭内

6tl%

良好

長石◎、石

英◎、婁母

△

明赤椅 菱の底部破片。底部から外傾 して立上がる。底

面には敷物の圧痕。外面はヘラHllり の後ナデ。

内面はヘラナデ。白色の付着物あり。

NQ248

被熱赤化
謙 用す 間
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2.火葬墓 (CT)

火葬墓としたものは須恵器や土師器、そして灰釉陶器を骨蔵器として、その中に火葬骨を入れ、

地中に埋納したものである。調査エリア内から火葬墓は6基確認され、骨蔵器は須恵器が 2点、

土師器が3点、灰釉陶器のものが 1点である。このほかに、調査エリア外から工事中に出上した

ものを1点加えて報告することにした。

第1号火葬墓 〔CT‐ 1〕 (第 143・ 144図  P L31・ 77)

遺 構 調査区の南端の2C-29区から木の根に押し潰さ

れた状態で発見された。土坑のプランは細かい根の撹乱に

よって確認が難しく、骨蔵器の上部を露出する程度まで確

認面を下げ、さらに土坑を半裁するサプトレンチを設定し

て土層観察を行った。その結果、確認面において径50cm、

深さ22cmの 円形土坑を確認した。土坑本来の規模はさらに

大きなものを考えて良いであろう。

覆土は暗褐色土の単一層である。骨蔵器は須恵器奏を本

体として正位に埋納し、大きな須恵器鉢を被せていた。ま

た、鉢の底部破片の間からは、須恵器郭が底部を上に向け

た状態で検出された。この郭は、当初中蓋として鉢の中に

置かれたものと考えていたが、日径が小さく奏の日を塞 ぐ

ことはできない。したがって鉢の上に載せられていた可能

性が高いが、鉢の底部の破壊が著しくこれを確定すること

はできなかった。

A271

1 ■5YR3/8 暗褐色 ローム粒少

0        50cm
|

第143図 第 1号火葬墓

出土遺物 骨蔵器は須恵器の発・鉢・杯で構成される。奏は完形で、比較的太い頸と大きく開く

口縁部を持ち、やや軟質の焼成を呈する。鉢はほぼ完形で、大きな口径を持つため甕の上半分を

覆うことができる。郭は、底部が小さく体部は直線的に大きく開く。約1/2が残存するが、完形

であっても発の日径に対応せず、中に落ち込んでしまう。中蓋としての使用は不可能と思われる。

養の頸部には墨書があり、赤外線写真の撮影を試みた。しかし、墨が滲み字形がはっきりしない

ため、判読できなかった。

火葬人骨の残存状況は不良である。計105gを検出し、鑑定の結果、成人女性と判定された。

なお、奏の中を精査した際、火葬人骨の他にネズミと思われる小動物の骨が検出された。この

骨は新しいもので、奏の中に落ち込んだ鉢の破片の下から集中して見つかっている。近年中に養

の割れ日から侵入し、鉢の破片によって圧死したものと思われる。顎の数から少なくとも4匹は
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第144図 第 1号火葬墓出土遺物



第 1号火葬墓出土遺物

確認されている。

所 見 本遺構は出土遺物から9世紀中頃のものと考えられる。骨蔵器内の人骨鑑定の結果、火

葬された人物は成人女性と判定された。

第2号火葬墓 〔CT‐ 2〕 (第 145・ 146図  P L31・ 77)

遺 構 調査区の中央やや西よりのQ-18区に位置し、最も近い第5号火葬墓との距離は約30m

程である。確認面では、不整円形の土坑に

土師器片が散乱する状態で発見された。遺

構の上半分が削平されてしまった状況であ

る。土坑は、径45clllの 円形土坑を中心に、

その北西側にも若干の掘 り込み部分が存在

する。深さは円形土坑の中心部が最も深 く、

確認面から25cmを 測る。骨蔵器は土師器奏

を用い、この円形土坑の中央に正位に埋納

されていた。

覆土は3層からなり、第2層は5 11ullほ どの

炭化物粒子を僅かに含んだ暗褐色土である。

出土遺物 骨蔵器の本体は、 2の土師器奏

である。奏の下半分、及び口縁部付近の破

片が残存している。長胴で体部中位に最大

径を持つ一般的な奏であり、比較的粗い作

A27.0

第 145図  第 2号火葬墓
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1 10YR5/6 黄褐色

2 10YR3/4 暗褐色 焼土粒少、炭化粒中

3 10YR4/6 褐色 焼土粒少、ローム塊多

A'

0       50cm

A

醜
血

器形 濾
ｍ

残存率 焼成 胎 土
色調 外面

内面
器形・技法の特徴 備考

l 杯
須恵器 剛

団
⑭

Ａ

Ｂ

Ｃ

普通 径 l mllの 長
石・石英粒を
多量、雲母片
を中量

色
色

仄
仄

底径が小さく、直線的に大きく開く
体部をもつ。体部下位に手持ちヘラ
削り、底部は切 り離し後一方向から
のヘラ削 りを施す。体部内面に回転
ナデが目立つ。

N趙45

2 al
須恵器

鯛
悧
邪

Ａ

Ｂ

Ｃ

ほぼ完形 やや不良 径 l Hulの 長
石・石英粒を
少量、雲母片
を多量

黒褐色
にぶい褐色

比較的大きな径をもつ鉢。体部はや
や九みを帯びて立ち上が り、直角的
に屈曲する口縁部がつく。日唇部は
小さく垂直方向につまみ上げる程度。
体部外面に縦方向の平行線の叩き、
下位にヘラ削りを施す。内面はヘラ
と指による横方向のナデと多数の指
頭圧痕がみられる。

NQ344

体部内面に豆
粒状の剥離が
僅かにみ られ
る。焼成が執
質でもろい。

3 琵

須恵器
”
‐６Ｂ
踊

Ａ

Ｂ

Ｃ

|まほ完形 やや不良 径 l aullの 長
石・石英粒を
多量、雲母片
を少量

にぶい褐色
にぶい褐色

最大径は体部中位やや上にあり肩が
張る。顕部は大 く、強い角度で立ち
上がる。口縁部付近は強く横方向に
張り出し、断面三角形の小さな口唇
部がつ く。体部外面に縦方向の平行
線の叩き、下位にヘラ削 りを施す。
内面は多数の同心円状の押さえ跡が
みられる。

NQ343

土師器に近い

色調を呈する。
頚 部 に墨 書、
判読不能。



第146図  第 2号火葬墓出土遺物
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りである。また、甕内部に落ち込む形で 1の須恵器奏の破片が残存していた。体部中位と底部の

破片のみであるが、特に前者には、割れ口を磨いて日縁を再生している様子が観察された。おそ

らく養の口縁部や体部上位を割り取り、鉢状の形の器形に再加工したのであろう。蓋として土師

器奏に被せていたものと思われる。

火葬人骨は705g残存しており、成人男性と鑑定された。

所 見 本遺構は出土遺物やほかの調査事例から9世紀前半から9世紀中頃のものと考えるのが

妥当かと思われる。骨臓器内の人骨鑑定の結果、火葬された人物は成人男性と鑑定された。

第2号火葬墓出土遺物

第 3号火葬墓 〔CT‐ 3〕 (第 147図  P L32・ 77)

遺 構 調査区の北よりの2B-8区 で確

認され、第 6号火葬墓に隣接する。確認面

において発の上半分が重機によって削平さ

れた状態で発見された。土坑は長軸50clll、

短軸38cmの楕円形プランで、深さは確認面

より18cmで ある。須恵器発を用いた骨蔵器

はこの上坑の底に正位に埋納されており、

第 1層の褐色土が周囲に充填されていた。

この褐色土の中にはローム粒のほかに、 1

cmに満たない災化粒が少量含まれていた。  1

意図的に混入したと考えるには少な過ぎる

量である。

出土遺物 骨蔵器は須恵器奏を使用してい

る。体部下位の約15cmが残存している。器  第147図

褐色 炭化小粒中、ローム粒微

0       50cm
|

図版

h 紡
法量

(clll)
残存事 焼成 胎 土

色 調  外 国

内面
器形・技法の特徴 備考

l 莞

須恵器

C:(10.1) 細片 不 良 微細な長石粒

を少量、婁母

片を中量

にぶい責色

にぶい黄橙

須恵器琵の体部中位 と底部の破片が

残存する。体部中位の破片の上方に

は割れ口を磨いた痕跡がある。体部

上位を割 り取って鉢状にした後、日

縁部を再生したものと思われる。体

部外面に横方向の平令線の叩きを施

し、内面には横・斜方向のヘラナデ

と押さえの跡がみられる。

Nc374

焼成は歎質

2 翼

土師器

A:E210]
B:G崎

C:[330]

音通 径 l IImの長石・

石 英 粒 を多

量、雲母片を

少量

にぶい責橙色

にぶい黄橙色

体部下位 と口縁部付近が残存する。

最大径は体部中位にあり、口径より

若干大きい程度と思われる。日縁部

はハの字に開き、薄い口唇部が強く

外反する。外面は体部中位以下に斜

方向にヘラ削 り、内面は横と斜め方

向のヘラナデを施す。

NQ346
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第148図 第 3号火葬墓出土遺物

形や調整は住居跡から検出される一般的な奏と共通するものである。この他に蓋に相当するよう

な土器は検出されていない。

火葬人骨の残存状況は、養内部への土の流入により不良であった。290gが残存し、成人女性

の骨と鑑定された。

所 見 本遺構は出土遺物やほかの出土事例からおよそ9世紀前半から9世紀中頃のものと考え

られる。骨蔵器内の人骨鑑定の結果、火葬された人物は、成人女性と鑑定された。

第4号火葬墓 〔CT‐ 4〕 (第 149・ 150図  P L32,77)

遺 構 調査区の西端であるC-17区に立地する。第2号火葬墓からは58m離れる。木の根の抜

き取り作業中、土師器発の日縁部が遺構確認面から露出している状況で発見された。土坑は長軸

52cm、 短軸43cmの 楕円形で、西側には木の根によって若干撹乱された部分がある。深さは、確認

面から最も深い中央部分で35cmを 測る。骨蔵器は土師器の発を使用して、土坑中央に正位に埋納

していた。埋納にあたっては、土坑の底に暗褐色土を充填し、そこに奏の底部を埋め込むように

して立たせ、その後から褐色土を周囲に充填していった様子をつかむことができた。

覆土は3層から構成され、第 2・ 3層には微細な焼土粒子や炭化粒が認められたが、ごく僅か

O         Sc

―

十 壽

第3号火葬墓出土遺物

図版

NQ
器形 胞

ｍ
残存率 焼成 胎圭

色調 外 国

内面
器形・技法の特徴 備考

1 舞

須恵器

Bi 142

Ct(156)
1/2 普通 径1山の長石・

石 英 粒 を中

量、雲母片を

少量

にぶい黄栓色

にぶい褐色

体都中位以下が残存する。体部はほ

は中位まで直線的に立ち上る。体部

外面に縦方向の平行線の叩き、下位

にヘラ削 りを施す。内面は体部に縦

方向、底部付近に横方向のヘラナデ
歩縮士^

NIc348

土師器に近い

色調を呈する。
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0       50cm
|

な量である。また、発の内部には、須恵器の高合付盤が日縁部を上に向けた状態で落ち込んでい

た。蓋として養の口を塞いでいたものと考えられる。

出土遺物 骨蔵器は、土師器の発を本体とし、須恵器の高台付盤を蓋としている。盤は口を上に

向けて奏を封じていたが、これは奏の日唇部が内傾しているため、日縁部どうしを合わせるより

も高台部を発の中に向ける方が収まりが良いためであろう。奏も盤も一般的な土器の転用品であ

るが、その組み合わせには便宜が図られているようである。

A

A266

1 7う YR4/6 褐色 炭化粒微 ローム小塊中

2 75YR4/4 褐色 焼土粒・炭化粒微

3 75YR3/4 暗褐色 焼土小塊少、炭化粒少

第149図  第 4号火葬墓

A'

第4号火葬墓出土遺物

図版

番号
秘

法量

(clll)
残存率 焼成 胎 土

色調 外面

内面
器形・技法の特徴 備考

1 高台付盤

須恵器

A:198
C:41
D:121
E:07

完形 良好 径 l a llの長石・

石英粒、雲母

片を中畳

灰色

仄色

口縁部付近

は暗青灰色

体部は緩やかな角度で直線的に立上

る。日縁部の立ち上が りも緩やかで

外反気味である。高台は開きが弱く、

端部が若干張り出す部分もある。高

台の内側に底部が落ち込むようにな

歪みがみられる。底部は切 り離し後

回転ヘラ削 りを行い、高台周辺に回

転ナデを施す。

Nは350

2 発

土師器

A:268
B:65
Ci3駐5

ほほ完形 普通 径 lmlの 長石・

石 英 粒 を多

量、雲母片を

微量

にぶい橙色

にぶい橙色

最大径は、口径よりも大きい。肩部は

九みを帝び、日縁部にかけてはくの字

に屈曲する。口唇部は内傾し、粘土紐

を端部に貼り付けたような膨らみをも
つ。体部中位以下は横方向にヘラ肖Uり

を行い、その上から4BIか な縦方向のミ

ガキを施している。内面に横方向のヘ

ラナデを施す。

Nd349
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第150図  第 4号火葬墓出土遺物

養の中には細かな植物の根が入 り込んでおり、火葬人骨の残存状況は不良であった。230gを

検出し、成人女性と鑑定されている。

所 見 本遺構は出土遺物から9世紀前半頃のものと考えられる。骨蔵器内の人骨鑑定の結果、

火葬された人物は成人女性と鑑定された。

-202-



第5号火葬墓 〔CT‐ 5〕 (第151図  P L33・ 78)

遺 構 調査区のほぼ中央にあたるX-14区

に位置する。重機による削平が著しく、土師

器片と骨片が散乱 している状態で発見され

た。土坑の径46cmの 不整円形で、深さは確認

面より僅か12cmしか残されていなかった。他

の火葬墓に比べ掘 り方が大きいのが特徴とい

える。骨蔵器は土師器の発を使用し、土坑の

中央や東寄 りの位置に工位に埋納していた。

覆土は 1層からなり、僅かに焼土粒と炭化

粒を含む褐色土である。

出土遺物 骨蔵器は土師器の養で、約1/3の

体部下位が残存する。蓋に相当するような他

の土器は一切検出されていない。

火葬人骨は370g程残存 し、成人男性 と鑑

定されている。

所 見 本遺構は出土遺物やほかの調査事例

から9世紀前半から9世紀中頃のものと考え

るのが妥当かと思われる。骨蔵器内の人骨鐘

定の結果、火葬された人物は成人男性と鑑定

された。

0        50cm

⑬

A271                    A'

1 ■5YR4/4 褐色 焼土粒・炭化池少、ローム粒中

第151図

1

0                  10

第 5号火葬墓・出土遺物

第5号火葬墓出土遺物

図版

h 器形 遼
ｍ

残存率 焼成 胎土
色調 外面

内面
器形・技法の特徴 備考

1 養

土師器

B:65
CI(1&0)

普通 径 l uullの 石英

粒を中量

にぶい赤褐色

にぶい黄褐色

養の体部以下が残存。組長い体部を

持つと思われる。外面は横方向にヘ

ラ削 りを行い、その上から縦方向の

幅広いミガキを加えている。内面は

横 。斜方向のヘラと指によるナデを

施す。

NIc351

底部に木葉痕
の痕跡
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第6号火葬墓 〔CT‐ 6〕 (第 152図  P L78)

遺 構 調査区の北寄りの2B-8区で確認され、第3号火葬墓の東に隣接し、第5号火葬墓か

ら約25mの距離に位置する。確認面において既に骨蔵器が露出しており、周囲に火葬人骨が散乱

している状態であった。土坑は確認されていない。本来の掘り方が浅く、重機によって削平され

てしまったものと思われる。

出土遺物 須恵器の奏を骨蔵器としており、底部付近のみが残存する。内面が褐色を呈するが、

非常に焼き締まりの良い奏である。他の部位の破片やこれと組み合う土器については検出されて

いない。

火葬人骨は、周囲に散乱していたものも採集したが75gしか残っていなかった。鑑定の結果、

性別不詳の成人の骨と鑑定された。

所 見 本遺構は出土遺物から9世紀代のものと考えられる。骨蔵器内の人骨鑑定の結果、火葬

された人物は成人であることが鑑定された。

第152図  第 6号火葬墓出土遺物

第 7号火葬墓 〔CT‐ 7〕 (第 153～ 155図  P L34・ 35・ 78)

遺 構 調査区東側の2Q-32区に立地する。遺構確認時に南北 3m× 東西2.5mの炭化物の混

入する褐色土の不整精円形プランが確認され、同所から土師器小片も出上した。このことから、

十字に幅25cmの 上層観察用ベル トを設定して掘 り下げを行った。土層の堆積状況は判然とせず撹

乱も見られためサブトレンチを設定して部分的な深掘 りを行った。結果的には、およそ中央部分

が深 く周辺部分が浅い掘 り込みが確認された。そして、土層ベルトの交点で土師器鉢の一部が日

縁部を下にして見られ、同ベル トを排除すると、先の土師器鉢は灰釉陶器の短頚壷に被せてある

o        5cm

―

第6号火葬墓出土遺物

凶 麒

NQ
器形

法量

(cm)
残存率 焼成 胎土

色調 外面

内面
器形・技法の特徴 備考

l 琵

須恵器

B
C

２

■

細片 堅機 ごく微細な長
石粒を多量

灰褐色

にぶい赤褐色

須恵器養の底部付近の破片。外面に

はヘラ削 りを施し、縦方向の平行線

の叩きも僅かにみられる。内面は横

と斜方向のヘラナデを施 している。

胎土は比較的級密で非常に良く焼き

締まっている。

M52
硬質な焼成
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ことが確認され、火葬墓であると判断した。掘 り方はおよそ南北軸270cm、 東西軸270cm、 深さ10

～15clllの浅い不整楕円形の掘 り込みと、中央の長軸80cm、 短軸60cm、 深さ45cmの 深い不整方形の

掘 り込みからなり、この後者の掘 り込み内に骨蔵器が埋納されていた。これらの掘 り込み内は全

体的に木の根による撹乱が著しく見られ、壁面のローム層中にも及んでいた。調査途中では浅い

不整円形の掘 り込みの底面については、明瞭に把握することができずローム層中まで掘 り進めて

hl

ド

A27.0

炭化物中、ローム粒少

炭化物・粒中、ローム粒少

炭化物多、ローム粒中、しまり弱

炭化物・粒少、ローム粒中、しまり弱

一ｍ

０

卜
側

ｍ

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

］］中］

第153図 第 7号火葬墓
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しまった。

覆土は4層 に分けられた。図面上は両者の掘 り込みを描いているが、本来の火葬墓掘 り方は中

央部分の不整方形掘 り込みのみと考えた方が妥当と思われる。周辺の浅い掘 り込みや遺構覆土内

の著しい撹乱状況については、火葬墓埋納後に遺構上に樹木が生育し根をはびこらせ、その根が

不朽 した痕跡と考えることが可能かも知れない。

骨蔵器は灰釉陶器の短頚壺を使用して、不正方形の上坑内に正位に埋納していた。埋納にあたっ

ては、土坑の底に大型の炭化材を含む褐色土を充填し、そこに短頸壷の底部を埋め込むようにし

て立たせ、その後から褐色土を周囲に充填していつた様子を理解することが出きる。

出土遺物 骨蔵器は灰釉陶器の短頚壼、土師器の郭、高台付郭、郭の4点で構成されている。短

頸壷を本体とし、その口縁部にはまるように郭を上に向けた状態で第 1番 目の蓋をしていた。次

に日縁部を下にした高台付杯を被せて第2番 目の蓋とし、さらに半裁 した鉢をこれに覆い被せる

ようにして第 3番目の蓋としていた。

短頸壷は、短 く直立する口縁部とやや長めで緩やかな曲線を持って立ち上る体部をもつ。最大

径は体部中位やや上にある。黒笹14号窯式期のものに比定される。鉢は九みを帯びた体部に強く

外反する日縁部をもち、内面に磨きと黒色処理が施される。日縁部および体部の約半分を久いて

いる。高台付郭は大型で、九みを帯びた体部は深 く、高台はやや高めである。内面に磨きと黒色

処理が見られる。郭は径の小さな底部と丸みを帯びて浅 く立ち上がる体部をもつ。

なお、短頸壷は体部上位に大きな破壊孔があり、向かって右側に鋭利な器物による殴打点が見

られる。短頸重の周囲や内面を精査 したがこの破壊子とに対応する破片は検出されなかった。従っ

て、骨蔵器としての使用以前にこの孔を開けたものと考えられるが、割れ日は全 く磨耗しておら

ず、破壊後は比較的短期間のうちに骨蔵器に転用されたものと推測される。また、鉢についても

同様に、割れ口が新しく、半載にして被せた残 りの破片は 1、 2点を除き周囲に検出されなかっ

た。ちなみにこの鉢は短頸壷に被せるには日径力朔 さヽく、完形のままでは短頸壷の肩部に乗って

いるだけの不安定な状態になる。破壊孔の開塞も意図しながら効率良く蓋をするには、むしろ半

ば破砕して覆い被せるようにした方が都合が良かったのではないかと思われる。

火葬骨の残存状況は、こうした配慮にもかかわらず上の流入によって良好ではない。205gが

残存し、成人女性と鑑定されている。

所 見 本遺構出上の灰釉陶器短顕壺の製作年代はおよそ9世紀前半頃のものと思われる。しかし

ながら火葬墓としての年代は出土遺物の上師器から9世紀末葉から10世紀前葉頃のものと考えられ

る。こうして考えると、灰釉陶器短頸壷が製作されてから一定伝制された後に火葬墓骨蔵器として

埋納された様子が窺える。骨蔵器内の人骨鑑定の結果、火葬された人物は成人女性と鑑定された。
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第154図 第 7号火葬墓出土遺物 (1)
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o        5cm
中

第155図 第 7号火葬墓出土遺物 (2)

第7号火葬墓出土遺物

酌
血

器形
法量
rrmⅢ

残存率 焼成 胎土
色調 外面

内面
器形・技法の時徴 備考

l 鉢

土師器

A:[286]
B:138
C:18B

2/3 普通 ごく微剤な石

英を多量、雲

母片を微量

にぶい黄橙色

黒色

体部は九みを帯びて立ち上がり、直角

的に屈曲する口縁部をもつ。口唇部に

浅い沈線が入る。外面は斜方向にヘラ

を押し当てたような叩き跡がみられ、

下位には面取りするかのような強いヘ

ラ削りを施している。内面は横方向の

ミガキと若子の指頭圧痕が見られ、黒

色処理を施している。全ての破片を接

合しても約1/3の部分が欠失している。

NQ354

割れ日は磨耗し

ておらず、短頸

壺に被せるため

に意図的に破砕

したものか。

高台付郭

土師器

A:170
C'62
D:94
E:10

完形 良好 雲母片を微量 橙色

黒色

大きな口径で深い体部を持ち、碗形を

塁する。体部は下位から中位にかけて

丸みを帯び、日縁部付近は外反する。

高台は比較的高くハの字に開く。体部

外面に回転ナデ、内面は横・斜方向の

ミガキと黒色処理を施す。底部は回転
ヘラ削り後軽くナデ調整を行い、高台

取り付けに伴う回転ナデを周囲に施す。

NQ355

外

土師器

Ail&2
B164
C:39

完 形 普通 雲母片 を微量 色

色

橙

橙
径の小さな底部を持ち、体部は全体的

に丸みを帯ぴている。体部内外面に丁

寧な回転ナデを施す。底部は回転ヘラ

削り後、一方向からごく軽いヘラ削り

を行う。体部下位のヘラ削り調整は施

されていない。

NQ356

疑毅豆

灰釉陶器

A:128
C:25B
D:154
E:OB

ほぼ完形 堅緻 黒色粒子を中

量含む緻密な

灰白色土

灰白色

灰白色

釉は明黄緑色

最大径は体都中位やや上にあり、器高

よりも大きな数値を測る。なだらかな

肩から口縁部が短く直立する。高台は

僅かな丸みをもって若干張り出す程度

で、踏ん張る感じではない。体部内外

面に回転なでを施し、外面下位には回

転ヘラ削りもみられる。釉は日縁部か

ら体部下位にかけて流下し、高台の内

側の底部面にも付着している。

躙 3

体部上位に破

砕子しがある。向

かって右側に殴

打点があり、割

れ口は鋭利であ

る。
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調査区外火葬墓 〔CT‐調査区外〕(第 156図  P L33)

遺 構 当火葬墓は、人幡脇遺跡西方の谷を挟んだ台地縁辺付近で造成工事中に発見されたもの

である。調査対象外区域ということもあり、火葬骨の存在によって辛うじて火葬墓と認識され、

工事関係者より通達を受けた次第である。発見地は石橋北・石橋南の両遺跡と同一の台地上で、

人幡脇遺跡とは北から湾入する浅い谷津を挟んで西側に対峙する地点である。発見当初より当地

点には重機による掘削が進んでおり、遺構の検出は不可能な状態であった。従って、骨蔵器と火

葬骨のみを報告することにする。

出土遺物 骨蔵器は土師器奏を使用している。奏の上部2/3は重機による削平を受けて欠損し

ており、蓋などの存在も不明である。発の体部下位には縦方向のヘラ削りに加え、ヘラナデない

し幅の広いミガキが施され、器壁は薄く作られている。体部の立ち上り方は一般的な長胴の奏の

ものと同じであり、日常使用される土師器奏を骨蔵器に転用したものであろう。

火葬骨は、発の残部にぎっしり詰まった状態で残存していた。全部で230gあ り、 2～ 4 cm大

の骨片を多く含んでいた。成人男性のものと鑑定されている。

所 見 本遺構は出土遺物から9世紀代のものと考えられる。骨蔵器内の人骨鑑定の結果、火葬

された人物は成人男性と鑑定された。

Cm

第156図  調査区外火葬墓出土遺物

調査区外火葬墓出土遺物

図版
No

器形
法量

(clll)
残存率 焼 成 胎土

色調 外面

内面
器形・技法の特徴 備考

l 垂

土師器

Ｂ

Ｃ

69

(123)

やや不良 長石・石英粒

を多量、婁母

片を微量

にぶい橙色 長胴養の底部で、器厚は最も薄いとこ

ろで3 EUl程になる。作りは粗く器面の

凹凸や輪積痕が日立つ。調整は表面に

縦方向の削りを施した後、ナデている。

内部はヘラによる斜方向の荒いナデが

施される。

Nα357

底面に木業痕あり
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3.溝跡 (SD)

第 1号溝跡 〔SD‐ 1〕 (第 157図  P L36・ 78)

遺 構 調査区の東側で、L-24区からK-33区のおよそ南北に弱く蛇行しながら延びる。北端

及び南端はエリア外に延びている。幅はおよそlmであるが、北端では2mと 幅広くなっている。

溝の断面形態は北端部以外では逆台形となり深さはおよそ20～30cmで あるが、北端では逆台形の

裾部が大きく広がり深さ60cm程度になる。関連する遺構か不明であるが溝跡の周辺に小ピットが

3基確認されている。

遺 物 遺物はほとんどが縄文土器片であつたが北端で1の須恵器郭が出土している。

所 見 出土遺物から9世紀後半の遺構と考えられる。この溝跡の東側の調査エリアには火葬墓

群の中でも最も新しい第7号火葬墓のみが存在し興味深い。

第 1号溝跡出土遺物

図版No 維
籐

法畳 (cm) 呻辮賊
胎 上 色調 器形・法量の特徴 備 考

l 郷

須恵器

A:〔 13.2〕

B:〔 60〕

C:43

土

％
通

覆

対
普

長石〇、石

英O、 雲母

○

灰 ロクロ成形。底部から外傾して口縁部に至る。

底面は回転ヘラ切り。底部側縁手持ちヘラ削り。

No264

-210-



>

A27.1 A'

1

2

3

4

5

6

75YR4/3褐色

75YR3/4 暗褐色

猛5YR4/6褐色

75YR4/4褐色

I醜 ′も 褐色

T咸離 /S褐色

ローム粒中

ローム小少

ローム極極めて多

ローム粒多

ローム粒極めて多

ローム粒極めて多

B27.1

C27.1

第157図  第 1号溝跡・出土遺物
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第4節 古墳時代以降の遺構外出土遺物 (第158図 )

ここでは古墳時代以降の遺構外出土遺物を掲載した。それらはおよそ古墳時代の遺物と古代の

遺物に分けられる。この遺跡の時代的な特性を反映したものといえる。

古墳時代の遺物は4・ 5。 8～ 11で、古代の遺物は1～ 3・ 6・ 7であり、12は古墳時代から

古代にまで及ぶものと思われる。 4・ 5は高郭脚部である。 8は重の底部である。9～ 11は小型

の手づくね土器であり、同様な大きさで形態 。作りも類似する。 1,2は土師器杯であるが、ロ

クロ成形され底面には回転糸切り痕が残る。両者ともに近接して出上し、類似した胎土を持つ。

3は須恵器の重底部であろうか。胎土の状況は地元産須恵器ではないことが窺える。6は土師器

の鉢底部であろう。内面は黒色処理がなされている。もしかすると火葬墓に埋納された骨蔵器の

蓋だったのかも知れない。 7は土師器奏の底部であるが、6同様に骨蔵器の一部であつた可能性

があろう。12は管状の土錘で手づくね成形である。

>く
4

ξご」こ:'9 10則

鯉

③

禁
12

第158図  古墳時代以降の遺構外出土遺物
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第 4章 総

今回の人幡脇遺跡の発掘調査では、縄文時代・古墳時代そして平安時代の特色ある遺構・遺物

が確認された。以下では各時代の特徴的な遺構・遺物について述べ、関連する事例などを取 り上

げて総括としたい。

1縄文時代

縄文時代の遺構は竪穴住居跡 (第 7・ 9・ 12・ 13・ 15。 16号住居跡)6軒、竪穴遺構 1基、土

坑38基、土器埋設遺構 4基、集石 2基などが確認されている。これらの多 くは縄文時代中期後半

の加曽利E3式期からE4式期にかけてのものであり、市内でもこの時期の集落跡を一定の広が

りを持って調査した事例は数少ない。以下は、調査エリア内で確認された遺構や出土遺物の特徴

について取 り上げる。

A遺構の特徴

本遺跡内で確認された縄文時代の遺構の時期は、細かく見れば前期末葉と中期後半のものに区

別できる。前期末葉の遺構で明確なものは第50号土坑 1基のみであり、遺構の存在としては希薄

さを感じえない。しかしながら、遺構外出土遺物を見れば比較的前期末葉の上器片も出上してい

ることから、遺構としては認識できなかったものの、当時の人々の生活の痕跡と理解すべきもの

と考えられる。この時期の遺物の出土に反する遺構の希薄さについては、当遺跡のみならず事業

地内の他遺跡 (土浦市教委1997a,土浦市教委1997b)で も認められる特徴といえる。このよう

なこの時期の明確な遺構として、本遺跡で検出された第50号土坑は貴重であり興味深い。このよ

うな土坑については、形態的に当地域で後の中期中葉期に群在して見つかる貯蔵穴との関連性が

指摘 (塚本2001)さ れ、類例の検討を含め今後注意を要する。

次に、本遺跡の縄文時代の遺構の大半を占める中期後半の時期についてであるが、確認された

遺構は竪穴住居跡・竪穴遺構・土坑・土器埋設遺構などがある。これらの遺構のうち、竪穴住居

跡や竪穴遺構は調査エリアの南側で見られ、調査エリア外に集落跡の中心が存在するものと考え

られる。竪穴住居跡は6軒で、竪穴遺構 としたものが 1基確認されている。これらの遺構の帰属

時期については、その出土土器から第 7・ 9号住居跡は加曽利E4式期、第12。 15。 16号住居跡・

第1号竪穴遺構は加曽利E3式期、第13号住居跡は加曽利E3式～加曽利E4式期とした。ここ

でいう、加曽利E3式土器としたものはその多 くが同式上器の中でも新しい様相のもので、加曽

利E4式上器としたものは同式上器の中でも古い様用のものと考えられ (註 1)、 いずれも近接
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した時期のものと考えられる。これらの竪穴住居跡等の配置は、調査区内の西側を中心に加曽利

E3式期のものが分布し、東側に加曽利E4式期や加曽利E3式期～加曽利E4式期としたもの

が分布するという特徴がある。そして、これらの竪穴住居跡や竪穴遺構の土器の接合関係では、

第 7号住居跡⇔第 9号住居跡、第 7号住居跡⇔第13号住居跡、第12号住居跡⇔第15号住居跡、第

16号住居跡⇔第 1号竪穴遺構の関係を導くことができた。これらの遺構間の関係は、第16号住居

跡⇔第 1号竪穴遺構の関係以外は比較的近場での接合であり興味深い。本来であれば、これらの

上器の接合関係の背景にどのような遺構間の関係が存在するのかの検討が必要であるが、現状で

は未了であり今後の課題としたい。

このほか、調査エリア内では竪穴住居跡等のまとまりから北側に離れて、土器坦設遺構・焼土

址・陥し穴と考えられる遺構が確認されている。これらの遺構のうち、土器埋設遺構・焼土址に

ついても竪穴住居跡と同様な時期のものと考えられる。広い意味での集落内の土地利用方法に関

わり興味深い検出状況といえる。しかしながら、陥し穴とした第28。 31～36号土坑の7基につい

てはその用途を狩猟用罠とした場合、竪穴住居跡群に近接して同時併存で使用されたかは堤問な

ところがあり、集落が展開する以前または集落廃絶後の遺構群と考えたほうが妥当かと思われる。

B出土遺物の特徴

今回の調査で出土した遺物の大半は、中期後半の時期に位置付けられるものである。土器以外

の出土遺物の中で特徴的なものに、土器片錘や有孔円盤があげられる。土器片錘については漁労

用の網の錘と考えられるもので、本遺跡全体で146点 出土している。出土状況は、竪穴住居跡や

土坑などの遺構の種別を問わず出土しているが、掘り込み容積が大きく廃棄される遺物の多い竪

穴住居跡からの出土が目立つ。その大きさは数センチの小さいものから、10cmを越えるような大

きなものまで見られる。これらの土器片錘の大きさや出土量の多寡については、先に述べた竪穴

住居跡の時期の違いで目立った変化は認められない。このような土器片錘について、同一事業地

内の中期前半の集落跡が確認された前谷遺跡群 (土浦市教委1998)と の状況と比べると、土器片

錘における規格の変化が理解できる。それは、中期前半のものは全体的に規格の大小における幅

が小さく、本遺跡の上器片錘を見ると規格の大小の幅が広がり、その差異が明確となる様子が読

み取れる。このことからは、一つの可能性として、時期的な漁労対象物の変化を想定できるのと

同時に、この変化に対応する縄文人の工夫の様子とも理解できるのではないだろうか。

同じ土器片を利用した有孔円盤については、正円形を基本としているが、中には楕円形のもの

も見られる。その最大の特徴として中央に孔が開く、または穿孔途中のものも存在する。孔の開

け方は土器片の裏面から作業を開始している。その状況は、先端がやや丸みを持ちながら尖る円

錐形の物体を、土器片内面に対して垂直に立て、回転運動を加えて摩擦している。その縁辺には
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擦 られた痕跡が明瞭である。この有孔円盤の出土数は遺跡内全体で10点であり、土器片錘に比べ

ると非常に少ない状況である。                        (関 口 満)

2古墳時代

古墳時代の遺構は竪穴住居跡 (第 1～ 6・ 8。 17・ 18号住居跡)9軒、竪穴遺構 1基が確認さ

れている。これらの遺構は、出土土器の組成の特徴からいずれも古墳時代前期中葉から後半の範

疇のものと考えられる。これらの竪穴住居跡の中には、第 1号住居跡のように鍛冶工房として用

いられたものや、第 4・ 6・ 8号住居跡のように玉作工房として用いられたものがある。このこ

とからすれば、本遺跡の集落跡が、専門技術を持った工人の集落跡であったかの様相を呈してい

るといえる。

以下は、鍛冶工房跡や玉作工房跡の遺構や出土遺物の特徴を中心に取 り上げる。

A鍛冶工房跡と出土遺物

確認された鍛冶工房跡は、第 1号住居跡としたもの 1軒である。同一事業地内で本遺跡の北東

300mに 位置する、尻替遺跡の第 7号住居跡 (土浦市教委2007)と 同様に前期のものであり、県

内でも最も古い時期の鉄器生産の痕跡といえる。尻替遺跡例は遺構や遺物の遺存状況が良くない

ものであったが、本遺跡の第 1号住居跡は良好であるといえる。遺構内の出土土器組成や、両遺

跡内の前期の遺構確認状況からすれば、尻替遺跡例よりも本遺跡例の方が時期的に古 くなる可能

性がある。

鍛冶工房である第 1号住居跡の遺構の特徴は、 1辺3つmの小型方形で、北側の床面に地床炉

が設けられ、一般的な竪穴住居跡に見られる柱穴や貯蔵穴、入り口施設などは確認されず、その

構造も全体的に簡易な造 りである。このような状況から、長きに渡って鍛冶作業を行った様子は

窺えない。このことは、先の尻替遺跡例でも同様である。本鍛冶工房内の施設としては、床面中

央には鍛冶炉が設けられ、その50cm程南には金床石を据え付けたと考えられる鍛冶関連ピットも

確認された。鍛冶炉の凹みは 5 cmほ どで、その周囲には西側を除き粘上が貼 られ焼土化している。

この粘上の途切れ具合は、送風装置の一部である輔の羽回の設置箇所と関連があるものと思われ

る。鍛冶関連ピットからは、鍛造剥片や砂岩製の金床石小破片がまとまって出土したものの、金

床石の本体は検出されなかった。これは、鍛冶作業終了後に調査エリア外に廃棄されたか、次の

鍛冶作業を行う場所に持ち出されたものと想定される。

鍛冶関連遺物には、鍛冶作業の道具にあたる輔の羽口や金床石破片、鍛冶作業の残津である碗

形鉄津、そして微細な鍛造剥片や粒状津などが出土している。鍛造剥片や粒状滓などの微剤 な鍛

冶関連遺物の出土状況を見ると、鍛冶炉や鍛冶関連ピットに最も集中し、その周囲からも出二し
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ている。鍛冶関連出土遺物で特筆されるものに、輔の羽日と碗形鉄津がある。この輪の羽日につ

いては、古墳時代中期に多用される高杯脚部を転用した羽口ではなく、粘土を握ねて成形した専

用羽口であることが重要である。その形態は全体が円柱状となり断面形態がおよそ円形で分厚い

造 りとなっており、胎土には籾殻が混和されていた。関東地方における同時期の良好な羽日の出

土例としては、神奈川県小田原市千代吉添遺跡出土例 (小田原市教委2006)が あり、形態的に類

似したものが出土している。これらに見られる羽回の形態的特徴は、鍛冶技術の中に輔の羽口が

導入される古墳時代前期的な特徴の一つとされる (村上2007)。 また、本遺跡でも出土した椀形

鉄津については、鍛冶技術の中において鉄素材の成分調整という高度な技術の産物とされる。本

遺跡の鍛冶工房出土の鍛冶関連遺物に関しては、金属学的な分析と放射化分析を実施 (註 1)し

ている。その結果によれば、今回調査された鍛冶工房跡では、朝鮮半島が起源とされる精製され

た鉱石系鉄素材が鍛冶原料として遺跡に持ち込まれ、工房内の鍛冶炉での鍛錬鍛冶を経て鉄器製

作がなされたと想定されている。同一事業地内の尻替遺跡出土鍛冶関連遺物でも同様のことが想

定され、国内の古墳時代前期の鍛冶技術や鉄器生産を考える上で、非常に興味深いものであると

いえる。このようなことから、本遺跡で確認された鍛冶工房やそこから出上した鍛冶関連遺物の

特徴は、弥生時代に比べ技術革新の進んだ複雑な技術工程を持つと指摘される、古墳時代前期の

鍛冶技術 (村上1998)の様子を良く伝えているといえる。そして、本遺跡の所在する地理的な位

置は、この時期に鍛冶技術が全国的に拡散するといわれる (村上1998)状況を反映している。

人幡脇遺跡の鍛冶工房で生産された鉄器については、それを物語るものがほとんど出土してい

ない。本遺跡で出土した鉄製品は、第3号住居跡出上の棒状の鉄製品 (註 2)のみであり、ある

意味特徴的である。そこで、間接的に鉄製品の製作・使用を想定できる出土品としては、第 2・ 3・ 4・

8号住居跡で凝灰岩や軽石製の刃物を砥いだ痕跡の残る砥石が出土している。同様な状況は尻替

遺跡でも見られ、明確な鉄製品は鉄鏃と刀子様の破片が 1点ずつ出土しているのみである。この

ような遺跡内での鉄製品の遺存状況からは、鍛冶工房での鉄器生産の目的を明確にし得ない。し

かしながら、人幡脇遺跡内の集落跡では鍛冶工房跡と同時に玉作正房跡も営まれた状況に重きを

置けば、玉作作業に必要な鉄製品の製作を行ったという想定が導き出される (註 3)。 この玉作作

業に関わる鉄製品としては、先の棒状の鉄製品を積極的に評価することによる、玉素材の調整剥

離用工具などの存在が考えられる。地域や時代は異なるが、遺跡内での玉作技術と鍛冶技術が有

機的な関係を保ちつつ共存する事例として、弥生時代の玉作が盛行する北陸地方の奈具岡遺跡や

林・藤島遺跡があげられる。両遺跡の比較を通して、鉄器生産技術の普及と玉作における玉作工

具の鉄器化する様子が指摘 (冨山1997、 河野1997)さ れており、本遺跡を考えるうえでも興味深い。

今回の発掘調査成果では、集落に逗留して鍛冶作業を行う鍛冶二人の姿を明確に理解すること

ができる。しかしながら、この遺跡で鍛冶作業を行った鍛冶二人の性格については不明と言わざ
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るを得ない。この時期の鍛冶二人については、弥生時代以来の一般的な生産用具を供給する鍛冶

工人と首長に従属する特定の鍛冶工人とが分離し始めることが指摘されている (村上1998)。 本

遺跡や尻替遺跡で鍛冶作業を行ったのはどのような二人であったのか、自らの意思で能動的に活

動したのか、又はある権力のもと受動的に活動していたのかなど、今後の課題となる事柄は多い。

先のような課題を考えるうえで、玉作工房群を伴う工人の集落の様相を呈する人幡脇遺跡と、当

地域において一般的な集落跡の様用を呈する尻替遺跡という古墳時代前期の性格を異にする二つ

の集落跡で、鍛冶工房跡が確認された意味は大きいものいえる。

最後に、茨城県内の同様な時期の鉄器生産の痕跡として遺構的に明確ではないものの、茨城町

の南小割遺跡第178号住居跡出土遺物 (註 4)や、近年報告された稲敷郡阿見町の薬師入遺跡第

78号住居跡遺物出土状況 (註 5)があげられる。 (関口 満)

B工作工房跡と出土遺物

八幡脇遺跡では、玉作関連遺物が出土する古墳時代の玉作工房跡として、第4号、 6号、 8号

住居跡と呼称した3棟の建物跡が発見されている (以下、便宜的に4、 6、 8号住と表記する)。

ここで、①玉作の内容と時期、②人幡脇遺跡玉作の二、三の特徴、③鳥山遺跡玉作との比較、④

霞ヶ浦土浦入 りにおける古墳時代玉作の特質、の4点にわけて調査成果の要点と若子の考察をま

とめ、総括としたい。

①玉作の内容と時期

玉作の内容については、まず玉素材と製作された玉の種類がある。 4号住からはメノウ勾玉未

成品が出上し、覆上の水洗い選別でもメノウ剥片以外は見つかっていない。 6号住からはメノウ

勾玉及び滑石勾玉・管玉の未成品と滑石管玉の完成品、ほかメノウ剥片が出上している。また、

覆上の水洗い選別では、メノウ、滑石以外に緑色凝灰岩と琥珀の微細剥片も採集されており、緑

色凝灰岩管玉や琥珀勾玉の製作も行われていた可能性が考えられる。 8号住からはメノウ勾玉と

緑色凝灰岩管玉の未成品、およびそれらの剥片が出土している。微細な剥片にはメノウが多 く、

6号住と同様に琥珀片も見つかっているが、反面、緑色凝灰岩の微細剥片が認められない状況も

注意される。

出土未成品の特徴と、そこから想定される玉作技法の問題がある。上記のように、本遺跡では

メノウ勾玉、緑色凝灰岩管玉、滑石勾玉・管玉の製作が確認され、このほか琥珀玉類 (勾玉)の

製作 も想定されるが、微細剥片のみで未成品がなくその実態については不明とせざるを得ない。

また、緑色凝灰岩管玉はわずかな未成品と剥片、滑石勾玉・管玉は研磨工程品のみと出土数が少

なく、製作技法の特徴や工程については判然としない。わずかに、前者が角柱状の形割品の作出
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を基本としていること、後者が長さ1.5cm以下の小型の勾玉と太さ 5 11ull程 の細身の管玉であるこ

となどが確認できるのみである。各工房跡から未成品が出上したメノウ勾玉の製作は、厚さ 7、

8 11ullか ら1.5cm程度の扁平板状の礫、おそらく河川の転石と思われる自然石を素材 とし加工した

ものと思われる。製作の基本は、形割や剥離 (側面打裂)に より表裏に自然面を残した板状半円

形品を作出することにあり (第 112図 60、 第127図 30)、 次いで表裏の自然面と外凋部 (勾玉の背部)

を研磨しているようである (第 113図 66。 70、 第127図 29)。 この後に行われる勾玉腹部の扶 りは、

打撃や押圧剥離によって成形しており (第113図 69)、 穿孔前の段階である。穿孔は片面穿孔で、

その後に腹部研磨と全体の仕上げ研磨をしたか、腹部研磨後に穿孔し、その後仕上げ研磨をした

かいずれかであるが、破損品の状態 (第 114図 73・ 76)な どを見ると前者の可能性が高いと思わ

れる (註 6)。

玉類製作に用いる工具の内容は多彩である。 4号住からは内磨き砥石、平砥石、内磨き兼平砥

石と敲き石の類や台石が、 6号住からは内磨き砥石、平砥石、内磨き兼平砥石など片岩製の砥石

のみが、 8号住からは内磨き砥石、平砥石、筋砥石などの各種砥石と敲き石が出土し、平砥石兼

筋砥石兼敲き石のように複数機能を併用する工具が目立った。以上のように、工房跡内に残され

た工具はすべて石製の工具で、鉄製工具は出上していない。ただ、ほぼ同時期と思われる鍛冶工

房跡 (1号住居跡)の調査所見等を考慮すれば、剥離や穿孔における鉄製工具の使用は十分に予

測し得るものであり、その背後にある北陸地方玉作との関係もまた一考の余地がある。ところで、

工具の石材には、主に片岩、砂岩、凝灰岩などが使用され、とくに片岩製の内磨き砥石 (兼平砥

石)が特徴的である。使用された片岩には、灰白色や赤褐色の厚手のものと褐色や黄褐色の薄手

のものとがあり、前者は大型、後者は小型の内磨き砥石に使用される傾向がある。地質学的には、

いずれも石英片岩ないしは紅簾片岩に属するようで、関東近隣に目を向けると、埼玉県長瀞町周

辺から群馬県南部にかけて広 く分布する奥秩父三波川変成帯産の原石を使用した可能性が高いと

想定される (註 7)。

玉作遺物の出土状況の最大の特徴は、入口脇の貯蔵穴内及びその周辺から玉素材の微剤剥片や、

片岩製砥石の微細剥片など玉作関連遺物がとくに集中して出土することにあり、この空間が玉作

工程の中心的な作業場であったと考えられる。この状況は3棟の工房跡すべてに共通しており、

通有の竪穴住居を玉作工房として利用 しつつも、定式化された姿であったと想定される。また、

6号住の25clllメ ッシュサンプリングではメノウ材の頻度がとくに高く、その他の玉素材はごく僅

かであった。この大勢は他の 2棟の工房跡でも同様であり、本遺跡の玉作の主体がメノウ勾玉生

産にあったことは疑いない。

玉作の時期は、各工房跡から出土している土師器が参考になる。 3棟の工房跡の中、 6、 8号

住からは奏形土器を中心に比較的まとまった量の上師器が出土している。両工房の上師器の様相

司
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は、平底奏、二重回縁壷、直口壷などの共通した形態から、両者ほぼ併行する時期が想定される。

なかでも、年代の指標は「 くの字」状口縁を持つ平底奏にあり、上総を中心に千葉県側に多出す

る養形土器の影響下にある。本例は「 くの字」状に屈曲する典型的な口縁形態と共に真球形を呈

する胴部形態が特徴的で、他の小型対や小型器台、直口重の特徴なども合わせ鑑みて、古墳時代

前期中葉から後半の時期が想定される (註 8)。 4号住出上の土師器はわずかで平底発の出上を

みないが、全形のわかる小型器台は6号住の出土例と類似しており、時期の隔たりはあまりない

と思われる。このように、 3棟の工房跡はほぼ同時期に共存 していたと考えられ、古墳時代前期

中葉から後半の年代が想定される。

②八幡脇遺跡玉作の二、三の特徴

上記玉作の内容から、人幡脇遺跡の特徴を考えると、以下の二、三の点が指摘できる。第一の

点は、メノウ勾玉及び滑石管玉・勾玉の生産と、その時期である。どちらも、関東地方のみならず、

全国の古墳時代玉作状況に照らしてみて、初期の生産例として注目される。メノウ勾玉及び滑石

管玉・勾玉ともに、その製作が古墳時代前期後半以前に遡る事例は数少なく、当地域以外には前

者では出雲地域、後者では上野地域 (高崎市下佐野遺跡)や畿内大和 (橿原市曽我遺跡、桜井市

上之庄遺跡)な どわずかに認められるにすぎない (河村2006a、 米田2008)。 それぞれの玉類が

製作された時期とくにその開始時期は、玉作技術の系譜や伝来とも深 く関わっている。片面穿孔

のメノウ勾玉は、碧玉・水晶勾玉などと共に出雲系玉の典型と考えられており、人幡脇遺跡など

当地域でのその製作には出雲系の技術導入があったと推測されている(河村2006a、 河村2006b)。

ただ、出雲におけるメノウ勾玉製作も古墳時代前期に遡る実例は数少なく、出雲玉作遺跡宮垣地

区71C Ⅱ号工房跡 (玉湯町教委1986)が その初例とされるが (米田2005)、 古墳時代前期前半以

前に遡る確かな事例は認められないように思われる。つまり、メノウ勾玉の製作に関しては、人

幡脇遺跡は出雲とほぼ同時期か遅れても大きな時期差はない可能性が高い。前述したように入幡

脇遺跡では勾玉腹部の扶 りを打撃や押圧剥離によって成形しているが、出雲では研磨による成

形が主流のようで (米田2005)、 両地域の製作技法が同一ではなかったことも予測される。また、

八幡脇遺跡では微細剥片の出土から琥珀勾玉の生産も想定されるが、出雲ではヒスイと共に琥珀

は玉素材として全 く用いられていないなど、出雲地域と比較すると時期の近接と共に、両地域間

の異相と人幡脇遺跡の独自性が浮上してくる。古墳時代前期の滑石玉類に関しては、その系譜関

係は判然とせず、畿内と関東でほぼ同時に成立したと考えられているが (河村2006a)、 人幡脇

遺跡のある当地域もこの滑石玉類成立事情の一端を担っていた可能性が考えられる。

二点目は、 3棟の工房跡から出土した多様な石製工具のあり方と、内磨き砥石の顕在化の特色

である。まず、石製工具のあり方に各工房間での偏在が認められ、 4号住では敲き石の類が、 6
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号住では大型・小型の内磨き砥石が、 8号住では筋砥石が目立っている。とくに、 6号住出上の

工具は内磨き砥石のみで、その偏 りは際立っていると言えよう。内磨き砥石は量の多寡はあるが、

3棟の工房跡すべてから出土している。石材は 1点 (角礫凝灰岩)を除き片岩製で、前述のごと

く石英片岩や紅簾片岩などほとんどが奥秩父周辺の三波川変成帯産であったと想定される。平砥

石としても兼用され、大型と小型とがあり、機能分化や工程による使い分けなども考えられる。

メノウ勾玉の製作を主体とする本遺跡の玉作においては、これら内磨き砥石は必要不可欠の工具

として定形化し、最も有用な砥石として利用されていた様子が窺われる。

三点日は、玉作遺物の出土状況にみられた工房間相互の関係についてである。各工房跡から出

上した玉作遺物の比較から、 4号住と6号住との間で大型・小型の内磨き砥石を 1点が接合 し、

また4号住と8号住の間でメノウ勾玉側面打裂未成品 1点が接合するのが判明している。工房間

の大きな時期差はなく同時併存していたと考えられることから、この接合関係は、工房操業中、

工人が工具や玉の未成品を持って工房間を移動していたこと示している。本遺跡では、前述のご

とく、工房間で工具の偏在が認められた。これは、特定の工程への専従を想定させ、工房間で作

業工程を分担していた可能性を示唆するものとも考えられる。工具のみでなく、出土未成品の内

容にも各工房間で偏 りが認められる。すべての工房跡から出土したメノウ勾玉未成品を見ると、

4号住は形割段階までが多 く、 6号住では側面打裂工程や研磨工程の未成品が目立ち、 8号住で

は全体量は少数ながら荒割段階から研磨工程までの未成品が揃っているなど、その内容は一様で

はない。やはり、先の接合関係は偶発的な移動によると考えるより、工房間分業を想定し、作業

工程の分化や工程の進展に伴い工人及び未成品が工房間を移動したと考えたほうが状況を理解し

やすいものと思われる (木崎2007)。 なお、緑色凝灰岩及び滑石はメノウに比べ出土量が少なく、

6号住の滑石は最終研磨段階のわずかな勾玉・管玉未成品のみが出土し、 8号住の緑色凝灰岩は

一定程度割られた荒割・形割品のみでしかも微細剥片が認められないなど特化 した状況を呈して

いる。本遺跡だけでそれらの製作が完結していたのか、工房間分業とあわせて近隣遺跡間との分

業の可能性も考慮する必要があろう (註 9)。

③鳥山遺跡工作との比較

八幡脇遺跡玉作の特徴を踏まえて、霞ケ浦土浦入 り南岸に近接し、古墳時代前期に遡る烏山遺

跡玉作と本遺跡とを比較し、土浦入 りにおける古墳時代玉作の特質について考えてみたい。鳥山

遺跡では、およそ4棟の工房跡からメノウ勾玉、緑色凝灰岩管玉、滑石管玉・勾玉のそれぞれの

未成品や玉素材が出上し、その生産が明らかにされている (寺村1988、 塩谷1993)。 鳥山遺跡の

玉作は、古墳時代前期後半を中心とし、一部中期初頭に下る時期が想定される。人幡脇遺跡とは

操業時期が重なっているが、土器の様相は、八幡脇遺跡の方が前期中葉に近い時期でやや古相を

司

＝

冊

＝

租

雑

母

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

＝

１１

１

一

-220-



示している。玉作の内容は、琥珀 (勾玉)以外は人幡脇遺跡と同じ品目の玉類が製作されていた。

古墳時代前期後半に遡るA-57号住は、鳥山遺跡では最も多量の玉類未成品を出上した工房跡で、

メノウ勾玉、緑色凝灰岩管玉、滑石管玉・勾玉いずれも、荒割段階から研磨 。穿孔段階まで各工

程の未成品が揃っている。また、工具も、短冊形を呈する大型の内磨き砥石や小型の内磨き砥石

(兼平砥石 )、 敲き看などが各工房から出上しており、中でもA-57号住では内磨き砥石が 7点と

その顕在と盛行ぶりが窺われる。鳥山遺跡出土の内磨き砥石もすべて片岩製で、石英片岩、紅簾

片岩の他に緑泥片岩を利用したものも認められるなど、その産地は、人幡脇遺跡と同様に奥秩父

周辺の三波川変成帯に求められる可能性が高い (註10)。 人幡脇遺跡から出上した内磨き砥石を

観察すると、小型の砥石は全体に摩耗し利用度が進んでいるが、短冊形を呈する大型の砥石は摩

耗が部分的かつわずかであまり利用が進んでいない状況が指摘できる。これに対 し、烏山遺跡の

内磨き砥石は側面を中心に全体に磨耗が著しく、使用度合いが格段に高く、工作工房の操業期間

の長さをも窺わせるものと推量される。

人幡脇遺跡で第一の特徴としたメノウ勾玉と滑石管玉・勾玉の製作に関しては、鳥山遺跡も古

墳時代前期に遡る初期の生産例として特筆される。滑石管玉は、人幡脇遺跡同様の大さ 5 11ull以下

の細身の管玉で、滑石勾玉は長さ2 cm弱 の断面に九味のあるものや、扁平で中期初頭に下るもの

など大型化、扁平化し、人幡脇遺跡より後出する特徴も認められた。とともに、人幡脇遺跡でそ

の特徴を指摘した、メノウ勾玉腹部の扶 りを打撃や剥離によって成形する技法は、鳥山遺跡でも

同様に確認される。上記の操業期間の長さも含め、鳥山遺跡の玉作は、八幡脇遺跡の玉作技術を

継承 しつつ、安定した生産が盛行したものと考えられる。

①霞ヶ浦土浦入りにおける古墳時代玉作の特質

最後に、人幡脇遺跡や烏山遺跡のある霞ヶ浦土浦入 りにおける、古墳時代玉作の特質について

触れておきたい。土浦入 りの古墳時代玉作は、中間に江戸崎周辺の工作遺跡を挟んで、成田市大

和田玉作遺跡群や人代玉作遺跡群など、下総の古墳時代玉作遺跡と古霞ヶ浦の内海を介して密接

な関係にあった (塩谷1996)。 両地域の玉作遺跡については、操業時期は土浦入 りが古墳時代前

期中葉から後半を、下総が前期後半から中期前半を主体とし、玉作の内容は前者がメノウ、碧玉、

滑石、琥珀の玉類、後者が碧玉、滑石の玉類と、土浦入 りの先行性とメノウ勾玉、琥珀 (勾玉)

など下総には久落する玉製作にその独自性が認められる。

土浦入 りの玉作に顕在化した片岩製の内磨き砥石は、下総の玉作遺跡にも確認されており、道

具の伝播と共に碧玉、滑石玉類の製作技法も土浦入 りから下総へと波及したものと思われる。片

岩製の内磨き砥石は、古墳時代前期後半における関東地方の玉作遺跡で顕著に使用され、工具と

して確立したと推測されており (大岡2008)、 その後畿内や出雲地方へも波及したものと考えら
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れる。土浦入 りの玉作は、全国的に見てもメノウ勾玉や琥珀 (勾玉)の製作に先行性と独自性が

あり、片岩製内磨き砥石の顕在化も認められることから、当地域がこの工具の確立と定型化の大

きな原動力となったことは想像に難くない。石英片岩や紅簾片岩の産地である埼玉県長瀞町周辺

から群馬県南部にかけての三波川変成帯 (神無川、鏑川流域)は、他にもメノウや緑色凝灰岩、

滑石などの玉素材の関東地方における主たる産地とも考えられている (高橋 1992、 木崎2007)。

土浦入 りでは、勾玉素材のメノウに関しては、出土する扁平な礫の特徴と比較して、玉川など茨

戎県北部久慈川流域の転石を入手し利用していた可能性が高い (寺村1988)。 久慈川流域は、当

地から直線距離にして約60血と遠方ではあるが、玉素材の不U用 に適したメノウ産地としては最も

至近な距離にあったと思われる。内磨き砥石の産地に比定する三波川変成帯は、直線距離にして

およそ100～ 120kmと さらに遠方に位置している。石英片岩や紅簾片岩は、含有物など石材の特徴

が研磨に有効であったことから、片岩の中でも内磨き砥石に最も適した石材として選ばれたので

あろう。また、片岩だけでなく、同時に緑色凝灰岩や滑石玉類の素材をも入手するねらいがあっ

た可能性も考慮する必要があろう。

土浦入りの古墳時代玉作の特徴は、古霞ヶ浦の内海に面する交通の要衝に位置し、上記のよう

な遠方かつ多方面からの玉材・石材の入手と、さらに関東以北を主たる対象としたであろう東日

本への製品流通の最適の地として選ばれたところにある。ここでは、北陸の工作技術を背景に関

東で始まった古墳時代玉作の中で、土浦入り玉作の特色であるメノウ勾玉生産が、出雲系技術の

導入ではなく、ほぼ同時期に始まる出現期の独自な生産であること。また、不可欠な工具である

内磨き砥石の確立と定型化にも当地が大きな役割を果たしたことなどをあらためて提起し、選地

の背景と共にその歴史的意義を強調しておきたい。 (塩谷 修 )

3平安時代

平安時代の遺構は竪穴住居跡 (第 19号住居跡)1軒 と火葬墓 7基、そして溝跡が 1条確認され

ている。竪穴住居跡は台地の端部に 1軒のみ確認され、出土遺物から9世紀後半の時期の遺構と

判断される。台地上に広 く展開した火葬墓で構成される墓域を避ける意識を持って構築されてい

るようにも見える。この住居跡は、カマ ドの遺物出土状況や出土遺物が特徴的である。同住居跡

のカマ ド内からは郭や養破片が重ねられて出上した。その状況は、カマ ド使用時の転用支脚とも

考えられるが、土器の重なり具合に不安定さが伴い、土師器奏破片を除き明確な被熱の状況が認

められない。そして、最上部の郭には底部に穿孔も見られる。その状況には実用的というよりも

儀礼的な意味合が強く感じられ、特別な観念の存在が想定される。同様な出土例は、同事業地内

の長峯遺跡 (土浦市教委1997b)で確認された第10。 15号住居跡をあげることができる。第10号

住居跡については、その立地も特徴的で、細尾根状の台地上に営まれた集落跡からかけ離れた台
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地先端で検出されている。また、第19号住居跡の特徴的な出土遺物には、「豊」と書かれた墨書

土器が出上しているが、同様な墨書土器は壱杯清水西遺跡 (上浦市教委1997a)で「豊」や「集

豊」があり、寺畑遺跡でも「集豊」と書かれたものが検出されている (上高津貝塚1998)。 長峯

遺跡例は9世紀後葉に位置付けられ、壱杯清水西遺跡例も9世紀後葉から末葉に位置付けられて

いる。寺畑遺跡や長峯遺跡では規模は異なるものの、いずれも四面庇付きの仏堂らしい建物跡が

見られる。両者の遺跡では仏教関連遺物も見られることから、「案豊」の文字は僧名とみる考え

方がある (上高津貝塚1998)。 このような状況から、本遺跡事例も上記事例と関連し、同様な思想・

規範を共有する集団により営まれた遺跡であることが考えられる。

また、本遺跡における最も重要な土地利用として、葬送に関わる墓域としての性格が色濃い。

火葬墓はエリア外のものを除き全部で7基確認され、第7号火葬墓とした 1基のみ蔵骨器に灰釉

陶器を用い、その他は土師器や須恵器を用いている。ほとんどの火葬墓は9世紀前半から中葉の

範疇のものであるが、第7号火葬墓のみ黒笹14号窯式期相当の短頸壷を蔵骨器として用いている

ものの伴う土師器から9世紀末葉から10世紀前葉のものと位置付けられる。これらの中で、その

在り方も特徴が見られ、第7号火葬墓のみ第 1号溝跡の東側に存在し、ほかは全て西側に展開し

ている。第7号火葬墓のみを特別視するかのごとくの配置状況である。第 1号溝跡の構築時期に

ついては、第7号火葬墓構築より早い可能性があり、火葬墓埋納以前に墓域の中のある限定した

土地を溝の区画によって確保していたという想定も可能となる。そして、火葬墓内に遺存した火

葬骨の鑑定では、いずれも成人の骨で女性が4例、男性が2例、性別不明が 1例であった。なか

でも灰釉陶器に埋納されたのが成人女性であることは興味深い。

このように墓域の様子を見てくると、先に触れた単独の竪穴住居跡の役割については、墓域に

強く関わりを持つことが想定される。それは、カマド内の遺物出土状況から特別な観念が窺われ、

墨書土器や燈明転用土器から仏教的な色彩が感じられる。人幡脇遺跡の平安時代の遺構群につい

ては葬送儀ネとと一体となったものであった可能性が想定される。加えて、同遺跡は事業地内の他

の平安時代の遺跡とも有機的な関連を持って存在 していたことが窺われる。 (関 口 満)
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註釈

1縄文時代。

(1)加曽利E3式から加曽利E4式上器については、 (齊藤1987)や (鈴木2007)な どの考え方

を参考に大枠で時期設定をした。

2古墳時代

(1)大澤正己・鈴木瑞穂「田村沖宿遺跡群 (八幡脇・尻替遺跡)出土鍛冶関連遺物の金属学的

調査」九州テクノリサーチ・TACセ ンター及び、平井昭司「人幡脇遺跡および尻替遺跡か

ら出土の鉄関連遺物の中性子放射化分析」武蔵工業大学原子力研究所 (いずれも未公表資料、
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今後本事業調査報告書総集編で公表予定)

(2)(小田原市教委2006)の 中で、千代南原遺跡 (小田原市教委1987)の調査成果にも触れ、鍛

冶作業の目的として攻玉具の製作という視点が指摘されている。

(3)図上での判断であるが、八幡脇遺跡第3号住居跡出上の棒状鉄製品については、弥生時代後

期後半期の玉作遺跡である林・藤島遺跡 (冨 山1997)の 中で、玉素材の調整剥離に用いた

玉作工具と考えられる「先端を尖らせた幅3～5mm、 長さ20～30mmの棒状の」鉄製品に

類似する。

(4)南小割遺跡の古墳時代前期に位置付けられる第178号住居跡からは、流れ込みとして羽口や

凝灰岩製の金床石が出土している。羽日は2個体見られ、いずれも裾広がりの形態で器厚も

薄手あり、粗製器台の転用品の可能性もあろうか。

(5)近年報告された、薬師入遺跡の古墳時代前期中葉期の第78号住居跡については、鍛冶工房

的な性格を有した遺構 として報告されている。住居跡内の1区画で最高149個 もの粒状津の

出土や、転用羽口とされる器台が出土している。図面上の多量の粒状津の出土に反して鍛

造剥片などの他の微細な鍛冶関連遺物は全 く見られず、実情は不明である。

(6)本遺跡のメノウ勾玉の製作工程については、出土資料の整理途上に、寺村光晴先生よりご

教示いただいた経緯がある。

(7)片岩製内磨き砥石の石材産地については、矢野徳也氏にご教示いただいた。

(8)平底養の年代観を中心に、 (比田井1995)、 (田中2003)の成果を参照した。

(9)土浦市内を見ても、人幡脇追跡以外に後述する烏山遺跡及び浅間塚西遺跡から古墳時代前

期の玉作工房跡が発見され、また大宮前遺跡、寄居遺跡、うぐいす平遺跡からは未成品や

砥石など玉作関連遺物が出上している。

(10)矢野徳也氏にご教示いただいた。
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約8,700∬ 土地区画整

理事業に伴

う事前調査

所 収 遺跡 名 種 別 主な時代 主な遣構 主な遺物 特記事項

八 幡脇 遺跡 集落跡 縄文時代

古墳時代

平安時代

竪穴住居跡 6軒、竪

穴遺構 1基、土坑38

基、土器埋設遺構 3

基、集石2基など

前期の竪穴住居跡9軒

(内 1軒は鍛冶工房跡、

3軒は玉作工房跡)、

竪穴遺構1基

竪穴住居跡 1軒、

軽 7基、浦跡 1条

縄文土器、石器、

製品

土師器、鍛冶関連遺

物 (端の羽日、金床

石破片、鉄津、鍛造

剥片、粒状滓 )、 玉

作関連遺物 (メ ノウ

製勾玉等の未製品、

砥石、石器)な ど

須恵器、土師器、灰

釉陶器、墨書土器

本遺跡からは縄文時代中

期と古墳時代前期の集落跡

が確認された。特筆すべき

は古墳時代前期の竪穴住居

跡のうち 1軒は鍛冶工房跡

で、3軒は工作工房跡であっ

た。

平安時代には墓域として

土地利用され、火葬墓が7

基検出され、このうちの 1

基は灰釉陶器の短頸壷を骨

蔵器にしていた。

約要

本遺跡から検出された遺構・遺物の中心は、縄文時代と古墳時代そして平安時代である。

縄文時代には中期後半の加曽利E3式期からE4式期の集落跡が形成された。古墳時代には

前期の集落跡が形成され、集落内には竪穴住居跡を利用した鍛冶工房跡 1軒 と玉作り工房跡

が3軒確認された。この鍛冶正房跡は茨城県内でも最も古い調査事例の一つで、遺構内から

は鍛冶炉や鍛冶関連遺物が検出されている。玉作工房跡ではメノウ製勾玉を中心に生産がな

され、破損品や未製品が検出される一方、滑石・緑色凝灰岩・琥珀製玉類の生産も行ってい

た様子が判明した。そして、玉類の生産には欠かせない道具類も豊富に出上した。古墳時代

のメノウ製勾玉生産では、市内鳥山遺跡とならび東国において最も古い調査事例といえる。

平安時代には遺跡内が墓域化し火葬墓 7基が検出され、このうちの 1基は灰釉陶器短頭壷

を骨蔵器とするものであった。この骨蔵器は土師器郭・高台付郭・鉢によって三重に蓋がな

されており興味深い事例といえる。
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